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　わが国民の食生活の変化によって食卵，鳥肉またはこ

れらを原料とする調味料，嗜好二等の需要が著しく増加

しその将来の発展は益々期待されている。

　これに関連してニワトリ，アヒルの畜産業としての生

産面からの研究や食凝之しての公衆衛生面からの研究が

近時とみに盛んとなって来た。特に生産面の璽要な基盤

をなす卵の艀卵時を中心として発育停止卵（死籠卵を含

む）の卵内細菌に関する研究や，これらの細菌の詩業，

育雛，入の食中毒などに関連する研究が実施されつつあ

る。

　大阪府，鹿児島県，東京都および茨城県下のニワトリ

卵およびアヒル卵の二者を共に艀卵する計5艀卵場にお

いて，ニワトリ卵およびアヒル卵の有精卵に対する艀化

率は第1表に示すように婚卵場別間や艀卵実施の月別間

に多少の差異は冤られるがニワトリ卵で約85％薄衿，

アヒル卵で約60％前後であった。ニワトリ卵の同様な

艀化率は石黒Dが国立種畜牧場における艀化成績を取纏

めた統計によっても窮われるし，、アヒル卵の艀化率がニ

ワトリ卵のそれに比して甚だ低率であることは最近の

KAMAR2）の報告によっても窮われ得る。

策1表　二二卵に対する野化率調査（1955年～！961年）
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第2表　発育停止卵発生率調査（1955年～1961年）
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5　艀三時における発育中止卵および死籠卵（ニワトリ卵

では第3回目，アヒル卵では第4回目の検卵時の発育中

止卵および醇化時の所謂死籠卵を含む），すなわち発蕎

停止の有精卵に対する発生率は第2表に示すように艀卵

場別間に多少の差異は見られるがニワトリ卵で約15％

前後，アヒル卵で約40％前後であった。

　艀三時における発育停止卵内容物の細菌の中で最も重

要視されているEnterobacteriaceaeの菌検出率ならびに

その菌属等を検討して，　ニワトリ卵の菌検出率はアヒ

ル卵のそれに比してより低率であり，発育停止卵におけ

る菌検出率は正常発育卵および無精卵におけるそれらよ

りもニワトリ卵およびアヒル卵共により高率に検出され

ることを明らかにした。さらにEnterobacteriaceaeが

艀卵時卵の卵殻を通過し，卵内へ侵入する態度を検討

して，これら細菌は胚児の発育停止卵内には容易に侵入

するが正常発育卵内には極めて侵入し難いことを確め得

た。

　よって初めに第1編として艀卵時におけるニワトリ卵

およびアヒル卵内容物のEnterobacter’iaceaeについて，

次いで第2編としてEnterobacteriαceaeの艀卵時にお

げる卵内への侵入について検討した成績を順を追って報

告する。

第1編 鰐卵時における…ワトリ卵およびアヒル卵内容物の
Enterobg．eeeTiaceae．
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亙．まえがき

　艀卵時におけるニワトリ卵およびアヒル卵の発育停止

卵（死籠卵を含む）からの細菌検出はヒナ白痢の病因菌

＆～あ～07？8Z！αPu／／orie〃z，家禽チフス，家禽パラチフスの

病因菌または発育停止の原因菌凝すなわち広い意味での

主としてニワトリの，従としてアヒルのSalinonel／osis

の病因菌，または卵を原因食とした食中毒の病因繭を対

象としてサルモネラの菌検出を中心に行なわれて来たこ
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とは周知の事実である。

　卵，ヒナ由来サルモネラとしてニワトリでRETTGER3）

（1900）がS．　pu／／orz．〃7z，アヒルでMANMNGER4）（！918）

がS．ρ‘z7一礎yρ配Bを始めて認めHINSHAW5）（1937），

EDWARDS6）（1939）等の広範囲に亙る研究以来多数の

研究者は多種多様のサルモネラの菌型を分離し，

IFENsTERMAcHERはDiseases　of　POultry　3　「d　Ec／ition

．（1952。The　Iowa　State　College　Press）においてニワト

リおよび七面鳥の家禽パラチフス関連菌としてサルモネ

ラの50菌型以上を列挙し，WILLIAMsはDiseases　of

PoU！try　4　th　Edition？s）（1962）においてニワトリおよび

七面鳥の同じ関連菌として100菌型以上を列挙し，か

つアヒルについてS．ParatyPhi　B，3．　areatztnz，　S．　e7zte一

？’itidis，　S．　t：yPhi’nzzo”iu〃n，5「．　tlZOノ砂30ηおよびS．9加6

の6菌型を列挙している。またアヒルについてKAR一一

LsHo∫　and　SzABO7）　（1949）　は　S．甥＞1zガ刀zz〃一ガz〃1z　と

S．e／zte7’itidisの2菌型を，　JESSIE．1。　PRICEらs）（1962）

は8．らψ勧フ酬7・ガz切z，5．anatz｛．fn，3．　ente7”it・idi7s，8．

bredenay，　S．　Panama，　S．　give，　S．　senftenberg，　S．

newPort，　S．　ore．o’on，　S．　saintPazt／，　S．　manhatta．n　20’

よび5「．nzanc／？．eslerの12菌型を挙げている。　　　、

　わが国においても主としてサルモネラを中心に多くの

検討がなされ，近年において僅かにサルモネラ以外の細

菌についても検討されて来た。

　すなわち艀卵時のニワトリ卵から田嶋ら9）（1948）は

奉天でS．thomψson　var　ber／’in，浜EH11＞（！953）は北海

道でS．Pze／／orzt／nおよびS．　senftenberg，小野ら12）～14）

〈1951，1953，1955）は北海道でS．Pz｛／／ort・tノ’n，　S．　senfte一

．nberg，5．　barei／lソ，　SATOら15）・16）（ユ955，！956）尋ま北海

道でS．ga／／i7zarze〃妙Z‘〃0プZ〃π，　S．　senftenberg，　S．緬0－

mPson，　S．　neze，brz｛nswick，　S．　barei／！y，　S．　Potsdczm，

岩森ら17）（1954）は岐阜でS．fbzc／／ortt7n，　S．　senfl’enbe’rg，

渡辺ら18）～21）（1952，1954，1958）は東京都で5．汐Zt／／oi－icnz，

S．　se7iftenberg，　S．　thomPso？z，　S．　barei／！y，　S．　clzo／erae

Sttis，3．　ParatyPhi　B，　S．　giwe，赤沢ら22）（！958）は東

京都でS．Ptt，／／orten？．，　S。∫7w3z6，桑原ら23）（1959）は和

歌山県で3．senflenberg，秋山ら24）（！959）は青森県で

5．＆ψ6zz二一g，　S．　gi’ve，板垣ら25）（！960）は鳥取県で

s，2bZi／／omtnz，S．　senftenbe2”．o”，　s．　nezvi　brz〃nszericX’，佐々木

ら26）（1958）は広島県で、∫．！5＞Zt／／orie7n，5「．56／7ftenbe7－g，

S。g爵6，吉村2？）（1962）は大阪府で5．　fS＞rt／／oru，nL，　S．

9’iv’e，　S．　senfte7zber．o’，　S．　Potsdam，　S．　bcxrei／／”vを分離

している。更にSAKAZAK王ら2s）（1959）は！949年～

1957年の間，各地の動物腸内細菌委員会から集められた

多数のニワトリ卵，小数のアヒル卵および七面鳥卵等か

ら8．ブα批Z，S．　tho7？zf）SO7Z，　S．　i7－U2nu，　S．　f）otsdam，

S．　barei／！y，　S．　e？zterltidis，　S．　ga／／i7zarzLm－Pu／／orum，

S．giwe，　S，　newbrzenszvick，　S．　senftenbergを分離して

いる。

　また主として病弱または驚死，従として健康ニワトリ

ヒナから田1鳴ら9）（1948）は5．晒。ηψ50／zmプber／in，

浜溝らls）・29）・30）（！953，　i955，1958）は5「．　thomPson　var

ber／in，　S．　senftenberg，　S．　ba，rei／！y，　S．　newbrz｛，nswicle，

小野ら13）（1953）はS．／）u．／／orzt・i7z，　S．　se／7ftenber9，三浦

ら32）～33）（1956，ユ958）昏ま5．PzL／／orzt・7n，3．senftenberg，

S．　barei／！y，　S．　thomPsoTi，S．　e7zterit・ldis，　S．　？zewington，

板垣ら25）（1960）はS．Pzt／／ortt？n，秋山ら24）・3a）（1959，

1961）はS．ora7zienbur．o’，5．　fpotsdam，5「．　bai’ei／／y，

S．勿ZZo働1z，　S．　g加6，5「．　senftenberg，渡辺ら2D（1958）

は5．読伽ψ5侃，白坂ら35）（1955）はS．thomPson，

岩森らle）（1959）はS．　Pu／／orzenz，　S。　barei／！y，　S．フ7zo12te－

wicleo，3．　sei？ftenbe7’gを分離している。

　回忌時のニワトリ卵およびニワトリヒナ由来サルモネ

ラの分離については前述の如くわが国においても多数の

研究報告があるがアヒル卵およびアヒルヒナについての

研究はわが国では僅かにアヒル卵についての井手36）

（1936）の5．enLfieritidisの分離および小堀ら37）（1955）

の成アヒル糞からS．り♪1zカ7z雄珈ηz，5．∂arei／！y分離の

研究報告があるにすぎず，アヒルと同様な水禽類の点訳

卵から原田ら38）（1953）はS．ty2S・hi271zt，7－iumを分離し

ている。

　また艀卵時ニワトリ卵のサルモネラ以外の細菌につい

ての報告は極めて少くBEANら39），浜田三），渡辺ら18）お

よび板垣ら25）は以下のように述べているし，艀卵時アヒ

ル卵のサルモネラ以外の細菌についての報告は見られな

い。

　：BEANら（1959）は鰐臨時ニワトリ卵よりPseuclo－

7nonas，　Stre！）tOcoccz‘sおよび1）rotee｛sを検出した。

　浜田（！953）はニワトリ卵の発育停止卵（死籠卵を含

む）および不完全ニワトリヒナが北海道では22．5～31

％に発生していて1948年『ワトリ発育停止卵（死前払

を含む）795個の検索卵に対して鑑凝菌64、7％，大腸菌群

7．4％，不明菌6．2％，α一連さ球菌4．5％，糸状菌3．6％，

S．Pit／／oru．7n　3．0％その他のサルモネラ3．6％，Buci／k‘s

群2．8％，ぶどう球菌2．0％その他2．1％を検出した。

　渡辺ら（1952）は1951年487個の発育停止卵（死籠

卵を含む）から無菌42．1％，ぶどう球菌39．6％，・連さ

封ミ刈安　17．7％，　Bacteriz〃n　　14．0％，　5．　se77Lノ「te／7δ87二g噛7．8

9（o，　S．　Pz・t／／orttm　O．20／fo，　Proteer．s　4．10／’o，　A4icrococcus

O．8％，Buci／／evs　L　9％およびCororク2ebacZ’erizLnz　O．4％

一　3
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を，板垣ら（1960）は！956年～1959年1062個の発育

停止卵（死籠卵を含む）から無菌53．9％，A4icrococcα一

ceae　31．6％，　Sa／mone／／α1．8％，　Esclierichi（x　3．0％，そ

の他のEngeフーobacteriaceae　5．8％，εオπ～か0606α‘52．6％，

Bact．απ劾一確〃z　O．6％，その他7．8％を検出している。

以上前述の4者と錐もEnteroba．cteriaceaeの纈部につい

ては詳細な記載をしてない。

　1956年忌αz｛ffnzan7zのEnterobacteriaceaeの分類

様式41）に準拠してEnte1－obacteriaceaeの分類までに言及

した卵の報告は坂崎ら40）（1955）の七面鳥卵について行っ

た報告のみで同氏は七面鳥死籠卵77個から』Sa／7？20nel／a．

L3％，　E．　co／i　14％，　K／ebsiel／cz　15％，。．　C／oaca　44％お

よび，Bαo．　a7Ziltratzt7？z　50％を検出している。

　以上のように鰐適時発育停止卵の細菌は特にニワトリ

卵を対象としサルモネラを中心として検討されているの

で，本実験は艀卵時正常発育卵，無精卵および発育停止卵

の卵内容物の細菌として重要と思われるEnterobacteri一一

aceaeについてKauff7nannの1956年Ente7”obacteri－

aceae分類様式に準拠し，ニワトリ卵，アヒル卵の二者

卵を対象として検討したのでその得た成績をここに報告

する。

アヒル卵では29Nに至ってもなお鐸化することなく死

胚児が群論に存在する卵である。

　2．菌検索方法

　検索材料卵の気室部を3％クレゾール水綿花および

70％アルコール水綿花で清拭し，さらに火焔によって

消毒した後，気室部の卵殻を滅菌ピンセットをもって除

去した。その切除孔から菌分離の材料として卵白および

卵黄を白金耳で採取し，その！白金耳量を分離培地上へ

直接塗抹培養した。鰐卵経過無数の進んだ第3，第4回

中止卵および死鶏卵での卵白は主として尿膜液，羊膜液

であった。

　本実験の当初においては菌分離培地として家兎血液加

寒天培地およびマッコンキー寒天培地の両者を併用した

が両者培地における菌検出成績は第3表分離培地の検討

第3表　分離培地の検討表

題地名 マツコンキー寒天培地

卵　種 ニ　ワ　トリ卵 ア　ヒ　ル　卵

菌分離

亙亙．実験方法

　1．菌検索材料

　菌検索材料である艀卵時の正常発育卵，無精卵，発蕎

中止卵および死籠卵はニワトリ卵では茨城県下のA，B，

C，D，K，SおよびTの計7艀弓場において，アヒル

卵では茨城県下のDおよび0の2艀卵場ならびに東京都

下のE艀卵場計3艀卵場において蒐集されたものであ
る。

　供試ニワトリの晶種の大部分は白色レグホン種であ

り，供試アヒルの品種の大部分はカーキー一　％ヤンベル

種，白色関東種および白色ペキン種であった。

　A，B，　C，1），　K，　S，　TおよびE艀卵場は共に立体事

業器・を使用し，A，　B，　C，　K，　Sおよび丁艀卵場はニワ

トリ卵のみ，Dおよび£艀職場はアヒル卵とニワトリ卵

とを同一艀卵器を使用して同時に鰐痒し，○鰐卵場は平

面艀卵器を使用してアヒル卵のみを艀化していた。

　本実験においての無精卵は第1回検卵時（艀卵器へ卵

を納入後4N後の検卵時）に検出された無精卵であり，

第　2，　第3，　第4回中1！二汐βウま第1回オ灸5βそ麦6環～7　日そ表：

毎に第2，第3，第4回躍の検卵（ニワトリ卵では第3

回検卵まで，アヒル卵では第4回検卵まで）を行い，そ

の都度発見摘出された発育中止卵である。

　死籠卵は艀卵器内に卵を納入後ニワトリ卵では22日，

陽　性　　陰　性　　　陽　’itk　　陰　性

天
培
地

血
液
加
寒

剛（、，ll％）（2．1％）1（2611％）（，．1％）

陰雨（oo％）（8蜘（・8。）（7謬％）

備考：数字は卵個数で（）内の数字は検索卵個数
　　　に対する百分率。

表に示すように，血液加寒天培地発育陽性菌の大部分は

マッコンキー寒天培地にも発育したのでE7？terobacteri－

czceae分離培地としては強いて血液加寒天培地をも同時

に併用する必要もないと認め本実験の爾後の検査ではマ

ッコンキー寒天培地のみを使用した。

　検索材料を塗抹したマッコンキー寒天培地は37QCエ8～

24時闘培養し，その代表的発育集落はそれぞれクリダラ

ー培地又はTSI培地へ釣菌移植して，爾後の同定試験に

供した。その発育菌集落の外見に肉眼的差異を認めた場

合にはその各々について爾後の性状検索を実施した。

　そもそもff7zterobacteriaceaeとはグラム染色陰性，

無芽胞性の短桿菌で普通寒天によく発育し，硝酸塩を亜

硝酸塩に還元し，ブドウ糖を24時間以内に分解して酸お

よびガスまたは酸のみを形成する一群の細菌を指すので

あるが，本実験ではマッコンキー培地を以って菌分離を

行ったのでこの培地発育菌を一応仮りにE？iterobacte7“i－

aceae（その類似菌をも含む）としてこの培地に発育した

菌の検出率をEnterobacte7’iaceaeの検出率と見徹した。．

　3．分離菌株の同定法

4　一
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　分離菌株の同定には先づクリダラー一培地又はTS王培

地からSIM培地，シモンズクエン酸ソーダ培地および

ブドウ糖燐酸塩培地に移値培養してIMVIC性状を調ら

べ，雨後坂崎ら42）”a’S），福冤ら鋤によって詳纈に説明せ

られている方法に鷲1二拠して生化学的性状を調らべ，その

結果に墓いてK‘～ご励〃α朋1956躍謬の分類隊式戯）によ

るE漉ro伽。妙廊ご8粥の馬名を決定した。

　分離したサルモネラの血補学的門別決定は農林省家畜

衛生試験場内に設けられた動物の腸内細菌委員会に依頼

した。

　分離した大腸菌の各種0抗原凝集反応の検索は埼玉県

衛生試験場河島俊一博士に依頼した。

頁賦実験成績
　A．発育申止卵および死闘卵のEi　re■blerobese’tertaeeese

　1．　菌検出率

　　a．卵令別，艀卵場下平検出率

　A，B，　C，　D，　K，　SおよびTの計7晒卵場において

’1957年3月～1957年12月の間に蒐集した一別（艀卵

時卵令）4日，11日，18懸および22日の各艀即時卵令

別のニワトリ卵計837個ならびにD，Eおよび0の計

3鰐卵場において1955年6月～！962年8月の闇に蒐

集した卵令4i三1，11漏，18懸，25日および29日の各

購…化郵令別のアヒル卵計707個について菌検索を行い，

第1回～第4回発育中止卵および死籠卵内容物からの

Enterobacl’e7・iarceaeの菌検出率を各婚卵場別に見た成績

は第4表の如くであった。

　第1回～第4回発育中止卵および夕憎憎について各舞

卵場聞においての最低，最高および平均の菌検出率を第

4表から略示したのが第5表：（第4表の略表）である。

　ニワトリ発育イJ止卵の各卵令（第1～第3　［ru中止卵，

死籠卵）別平均菌検出率は艀卵時の卵令が進むに従って

3％，12％，20％，27％と逐次に高率となり，アヒル発育

停止卵の各卵令（第1～第4回中止卵，二二卵）別平均

菌検出率はニワトリ卵のそれの如く著明に逐次高率とな

ることなく，第2回中止卵（68％）において既に第3回中

止卵以後の平均菌検出率（第3回中止卵82％，第4回中

止卵67％，死籠卵78％）と殆んど同率にまで高率とな

り，且つアヒル卵の各卵令別平均菌検出率は47～82％

でニワトリ卵のそれ（3～27％）に比して各誌令別共に

第4表　卵令嗣，辮弓場病菌検出率

　　卵　　種　　1

諦証ll二璽町巨B
ニ　ワ　ト　リ　卵

C D　　K s 丁　　計

陛回噸｛鯛3z．，

　　　　　　　　　1

39
2
・

5．1

9
A
）
0

1

　
　
6

∩
6
1
2

3 45　29　223
1　　　2　　　7

2．1　6．9　3．！

発
育
停

A
B
C

　
卵
　
止
　
中
　
圃
　
二
　
第

第一

e　11
e　　3

e　27．2

39

2

Jr．1

34

2

5．9

　
　
4
8
7
8

0
σ
　
　
－

5e　41　2・13

5　6　25
10．0　14．6　11．7

止

卵

2，0　13

6　　　2

30．0　15．8

10

0

0

18

2

！！．！

47

！0

21．3

zlO　19　167

10　3　33
－9u4・4　15’　．8　19．7

ア　ヒ　ル　卵

D E　　O　　計

51　54　54　159
28　2！　26　75
54．9　38．8　48．1　47．1

97　26　．9．，2　145

69　17　！3　99
71．1　65．3　59．0　68．2

37　“

33　“
89．1　o

砥山

o
l
i

30　67
22　55
73．3　8．0．．O

e

“

e

e

e

e

ゆ

e

e

e

’

e

e

e

e

e

ゆ

“

e

e

e

・死

　　　　　　umtt…mm國……i一’…旧“

4！

19

z！6．4

23

3

13．0

4，g

8

16．7

47　26　23ti
Il．tl　ll一　64

29．8　3．8　27．3

65　9　51　125i
54・　．？．　28　et4

83．0　22．2　54．9　67．L）

計 　
　
8

（
）
ハ
0
9
一

7
1
つ
扁

A
B
C

76　！29

15　23
i9．2・　17．8

94　171　！82　1！5　837

7　26　30　12　129
7．tl一　15．2　16．tl　10．Li　l　o一．t！

67　9　135　211
56　5　！03　16L1
83．5　5，5．5　76．3　77．7

317　98　29P．．　707

2・40　45　192　477
75．7　45．9　65．2　67，4

備考：卵令別欄のAは菌検索卵個数，Bは菌検出陽性卵個数，　CはB／A百分率を示す。
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第5表　第4表の略表（百分率）

知 的 ニ　ワ　ト　リ　卵 ア　ヒ　ル　卵

区 分　i橘索嚢

卵

令

別

第＿回中止卵i

第二回中止卵1
　　　　　　　
第三回中止卵！

第四回中止卵i

死　籠　卵；

卵場別｝

223

213

167

234

837

　　　　　　　　　　　検索卵最低　　最高　　平均
　　　　　　　　　　　個

野

O　6．9
5．1　27．2

0　30．0

3．8　4’／”．4

7．4　2．9．．8

3．1

11．7

19．7

27．3

15．4

数遽低鵬平均
IL　59　1　38．8

145　i　59．0

67　1　73．3

125　1　22．2

211　1　55．5

707　1　45．9

54．9

7！．1

89．1

83．0

83．5

75．7

47．1

68．2

82．0

67．．？．

77．7

67．4

著しく高率であった。

　ニワトリ卵の鮮出場別平均菌検出率は約！5％でアヒ

ル卵のそれの約67％に比して著しく低率であった。

　各鰐長場間における平均（計）二三二丁は第4表に示

すようにニワトリ卵（7～23％）およびアヒル卵（46～

76％）において共に大きな差を示さなかったが，さらに

各卵令別に見れば各艀弓場別間には第5表に示すように

卵令の進んだニワトリ卵の第3回中止卵，死籠卵および

アヒル卵の第4回中止卵，死籠卵の卿卵二間の菌検出率

の差異（＝ワトリ卵，第3回中止卵0～30％，死球卵4

～47％，アヒル卵，第4回中止卵22～83％，死籠卵56

～84％）は卵酒の進まない時期の卵の菌検出率の差異

（ニワトリ卵，第1回中止卵0～7％，第2回中止卵5

～27％，アヒル卵，第1園中止卵39～J「5Ct／o，第2回中止

卵59～71％，第3回中止卵73～89％）に比してより大

きな差異を示していた。

　　b．卵令別，月別菌検出率

　第！回～第4回発蕎中止卵および死山山内容物からの

第6表　丁令別，月別菌検出率

β夢 種

＼一一＿＿　　月別

卵令型　＼＼＼

発

育

停

止

卵

劉1
籠課｛1

A
B
C

物
卵
三
止
第
中

糊1

A
B
C

　
卵
　
死

ニ　ワ　ト　リ　卵

3 5 8　　！0　　12　　計

70　35
2　　　0

2．9　O

61　38　！9　223
5　　　0　　　0　　　7

8．2　O　O　3．1

5！　36
4　　　3

7．8　8．3

47　71　8　．9．13

6　IO　2　25
12．7　14．0　25．0　11．7

ア　　ヒ　ル　卵

3 5　　6　　7　　　8 9　　10　　計

12　！5　11　54
5　！2　10　21
41．6　80．0　90．9　38．8

12

3

25．0

6　49　159－

2　22　75
35．0　44．8　47．1

66　16
7　　　3

16．0　5．0

30　36
8　10
26．6　27．7

37　18　26
29　i3　17
78．3　72．．？，　65．3

23

15

65．2

！7　24　！45

9　16　99
52．9　66．6　68．2

19　167

5　33
26．3　19．71
　　　　　1

11　12　e
10　il　0
90．9　91．6　e

17　1
16　1
94．1　ユ00．0

26　67
17　55
65．3　8．9．．O

　　　4

014
1ww一．．“go．

26　26　9
25　14　2
96．1　53．8　22．．？J

14　7
10　7
71．4　100

39．　125

2，？．　84

56．4　67．2，

62　42
21　16
33．9　38．2

64　46
！5，　7

？3．5　15．2

20　234

s　641
25．0　27．31

聾
、
ロ

10　23　95　9
8　21　87　5
80．0　91．3　91．5　55．5

7

6

85．7

A1249　129．　2・O？“　！91

儲∵∵織、
　　1

66　837
12　！29　1
　　　　　1
18．1　15．41

26　li2　162　98
！7　97　！36　45
65．3　86．6　83．9　45．9

73

49

67．1

16　51　2！1

13　24　！64
81．2　4Y．O　77．7

47　！89　707

32　101　477
68．0　53．4　67．4

備考：卵令別欄のAは菌検索卵個数，Bは菌検出陽樵卵個数，　CはB／A百分率を示す。
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第7表　第6表の略表（百分率）

β夢 種

1

遜塑数，
i　223

1　213
1i　，，，

1’　e

l　234

1　s3，

ワトリ卵　　　　｝
　　　　　　　　　1一一一
　　　最高　　平均
　　　　　　　　　1

ア　ヒ　ル　卵

区 分

嚥騰1
別擁止舞

　月　　　　別

最低

0

7．8

5．O

e

！5．2

！3．6

　　　　’rml
験耳鳴個蜘　最低　　最高　　平均

8．2

25．0

27．7

　“

38．2

18．1

3・il　isg　12s．o’　g－o’lc5

11．7　li　14s

！9．71　67

11：1膳

　52．9　78．3
11　C，）5．3　1．oo．o

隣躍

47．1

68．2

82．0

67．2

77．7

67．4

第8表　卵令別発育停止卵の卵内菌叢

種 別 ニワ　トリ卵

卵　令

検索卵鰯数
菌検出卵個数

菌検出率

別艇購孟蕪誕籠卵合計
丁223
11　7
il　3．i

i

213　　　ユ67　　　234　　　837

　25　33　64　129
11．7　19．7　27．3　15．4

供試菌株数 7 28 37 73　145

Sa／mone2／a

Arizona

Shigella

五：5cheプichia

Citrobacter

K♂61う5ゴ（？♂／a

C／oaca

F／afnia

Eプua’ina

Serratia

Protezts

A40rgane／／a

Rettgere／／a

I）ro2yiidencia

Eschericheae

Protea．e

2＞b7zE7惣プ。加ご

cteプzαぐαz8

3
（エ．3）

！

（O．4）

3
（1．3）

1
（O．5）

1

（O．5）

10
（4．7）

4
（1．9）

2
（O．9）

3
（1．4）

1

（O．5）

6
（2．8）

8　　　7
（4．8）　（3．0）

！3　！4
（7．8）　（5．9）

1　　　3
（O．6）　（1．3）

3　　　2
（1．8）　（O．9）

1　　　3
（O．6）　（1．3）

　　　1
　　　（O．4）

19
（2．2）

エ

（O．1）

38
（4．5）

4
（O．5）

9
（1．！）

｛

（1．1）

1
（O．1）

4　3　10（2．4．）　（1．3）　（1．2）

　　　！　　　！
　　　（0．4）　　（0．コ．）

　　　1　　　2
　　　（O．4）　（O．2）

1　　　5　　　6
（O．6）　（2．1）　（O．7）

6　33　45（3．6）　（！4．1）　（5．4）

ア　ヒ　ル　卵

籠正鷺調纏劉灘駆籠卵合計

159　145　67　225
　75　99　55　84
47．1　68．2　82．0　67．2

211

ユ64

77．7

707

477

67．4

！05　163

　4　　　6
（2．5）　（4．1）

93　142　235　738

1　4　5　20・（1．5）　（3．2）　（2．4）　（2．8）

　8・　20　13　22（5・O）　（13e8）　（19・4）　（17・6）

　9　le　1　13（5．7）　（6．9）　（1．5）　（10．4）

　5　　　7　　　8　　　4
（3．1）　（4．8）　（11．｛）　（3．2）

19　29　10　17（11．9）　（20．0）　（14．9）　（13．6）

　　　　！
　　　（O．7）

　1　　　4
（O．6）　（2．8）

　3　！7

　2　15

　　　　2・
　　　（1．4）

i8　4（11．3）

　3　　　2
（1．9）　（1．4）

33　46

Q．9）　（1．1．1．7）　（！0．4）　（12．8）

1

（1．5）

7

7
（1．3）　（10．3）　（10．4）

（：，＞i．8）　（25．4）　（22．4）　（39．3）　（21．5）

1
（1．5）

17

6
（9．0）

21

1
（O．8）

16

1
（O．8）

2
（1．6）

28

6

28

（4．8）　（10．4）

15　78（7．1）　（ll．O）

11　44（5．2）　（6．2）

6　30（2．8）　（4．2）

15　90（7．1）　（1．2．7）

　　　1
　　　（O．1）

1　　　8
（O．5）　（1．1）

19　62（9．1）　（8．8）

8　33（3．8）　（4．7）

　　　4一
　　　（O．6）

1　　　2
（e．Jr）　（o．3）

85　152

2．9．　39．

　　　（5．6）

z17　175
（L，O．8）　（31．7）　（31．3）　（22．4）　（22．3）　（2，4．8）

備考：1。（）内の数字は菌陽1生卵個数の各卵令劉菌検索卵個数に対する薇分率。

　　　2．Esc7n－ickeaeおよびProl’eaeはその性状検査においてIMVICのみで判定したもの。
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Enterobacteriaceaeの菌検出率を月別に見た成績は第6

表の如くであった。

　第i回～第4回中止卵ならびに死∫こ卵について月別に

おいての最低，最高および耳4均のII検出率を第6表から

略示したのが第7表：（第6表の略表）である。

　ニワトリ卵の月別平均菖検出率は最低！4％，最高！8

％，平均15％で月別の闇には著しい差異を示さなかっ

た。

　アヒル卵の月別平均ll検出率は最低46％，最高87％，

平均67％でニワトリのそれに比して各月とも著しく高

冷であった。またアヒル卵のそれは5月および6月にお

いて他の月（春，盛夏，秋）に比して僅かに高率であっ

た。

　2．検出菌叢

　　a．卵令別検出菌叢

　マッコンキー培地上の異る論意を錬．！し，爾後常法に

従って細菌同定試験を行ない，同定したEn．terobLzcteri－

esceaeを無慮（艀卵時点令）別に区分した成績は第8表

に見られる如くであった。

　ニワトリ卵の第1回中止卵では僅かにS（z／？none／／tz，

αακαおよびE501z6ノゴ。痂αの3慮属（Geng．ts）のみが，

しかも甚だ低率（0．4～1．3％）に分離されたが第3回中

止以後の卵令ではSa／ηnoアze／／u，　E’　scherichia，　Citrobc｝一

ctei一，　KIIebsie／／a，　C／oaca，　P？”oteits，　A］on　Enterob（zcte7Az’一

aceaeおよびEschericheae等の多璽の湯島が検出され

た。

　各苗属の検索卵個数に対する検出率は第8表ニワトリ

卵合計欄に示す如く2Von　Enterobtzcte7’iaceae（5．4％），

Escherichia　（4．590），　Sa／mone／la　（2・．．9．　C／o），　Protei．ts

（1．290），　K／ebsie／／a　（1．1％），　C／oaca　（1．i％），　Citroba一一

cter（0．5％），　Pro’vide／zcitx（0．2％），　A7・lxona（0．1％），

Hafnia（0ユ％）およびRettge7－e／／a（0ユ％）のll漬であ

り，その他Eschericheaeの検出率は0．7％であった。

　換言すればマッコンキー培地に発育した菌叢の主なる

ものはNon　Enl’erebactericzceaeおよびE561zθ揮6配αで

ありSaJnzone／la，　Pアーotee｛．s，　K／ebs’te／／cしおよびαoαcαも

また相当の頻度に検出されCitrobacter，　Provide／lcia，

．4万驚。η4，IYafniαおよびRettgei”el／aの検出頻度は甚

だ僅少でShige／／a，　Se7－ratiαおよびMα二g朋8伽は全

く検出されなかった。

　アヒル卵の第！回中止卵ではニワトリ卵のそれに比し

て既にSa／mo／z　e／／a，　Escherichia，　Ci；ti’obacter，　K／e∂si－

e／／cz，　C／oac（’z，　Serr（ztia，　．Pi”otetts，　kfoi’．ozuge／／a，　2Nron

I’：nterobacteriaceαeおよびEschericheae，　Prote4ze等の

多種の菌属が，しかも高率（0。6～20。8％）に検illされ，

第2回中止卵で分離された細属の猛類は第1回中止卵よ

り僅かに増加していて爾後卵令の進んだ恩田卵までその

分離された菌属の種類はほぼ高禄であった。

　各繭属の検索卵個数に対する検出率は第8表アヒル卵

合計欄に示す如くN魏Enterobacte？’i　iceαe（24．8％），

C／oaca　（i2．7％），　Escherilc12　ia　（！l．Cflo），　Protetts　（8．8

％），　Cil’robacter　（6．2e／e），　A，fo’rgane／ltx　（4．79a），　K／e－

bsfle／／a．　（4．20／to），　Sa／mone／／a　（2．89〈o），　Se？”ratila．　（！．19（o），

Rettge；Ae／la（0．6％），　Pre‘uilc／encicz（0，2％）　および

訊び潅彪（0ほ％）の順であり，その他Escli　eriJckecxe，

一Pノー。’6‘～8の検出率はそれぞれ21．5％，5．5％であった。

　換言すればマッコンキー培地に発育した菌叢の主なる

ものは2V碗Enterobacteriaceαe，　C／oaca，　Esche7－ic乃ia

および／’7’oteetsであり，　Citrobacte7’，　M砿9αアzεZ如，

K／e／7sie／／a，　Scz／〃zone／l（z，　Serratia　もまた相当の頻度に

検出されRettge7Ae／／cz，　Pro’vide72ciaおよび瓢φ廊は

甚だ僅少で，A廊槻αおよびε屠g8伽は全く検出され

なかった。

　　b．溶卵尺別検出戸惑

　艀競場別に第1回中止卵から死籠卵までの検出墜厳を

検討した成績は第9表の如くであった。

　ニワトリ卵，アヒル卵共に各幽幽場で分離された菌属

0）中で極出頻度の高率であった頭属は共に各欝卵場から

分離され，検出頻度の低率であった菌属は特定の艀卵場

のみから分離された。

　すなわちニワ5リ卵では検出率が比較的高いEse1～eri一

ぐ1z厩（4．5％）およびSα／？no？・zellα（2．2％）は共に7艀卵場

中全面卵場から検出され，検出率中等度であったPi’ote－

ltS（1．2％），　K励5～8鷹（1．1％）およびC／oaca（1．1％）

は5～6直言場から検出され，検出率の低いAノ喪。ηα

（0．！％），Hcifnicz（O．1％）およびR鋭g8rε／／α（0．1％）

は特定の艀一場のみから検出され，アヒル卵では検出率

が比較的高いC／oaca（12．7％）Esc　12eノ’ichia（！1．0％）お

よびPi・oteus（8．8％）は共に3購i卵場中2～3品玉場か

ら言忌され，検出率が圭ヒ較的低いFlc？f’niα（0．19・），　Pro一一

・viclencia（0．3％），　Rettgerel／a（0．6％）およびSe？AIAat’ice

（1．1％）等は特定の艀卵場のみから検出された。

　　c．月別検出菌叢

　月別に第1回中止卵から二二卵までの検出面叢を検討

した成績は第10表の如くであった。

　ニワトリ卵，アヒル卵共に各月に分織した菌属の種類

の中で検出頻度の高率であった菌属は検査月のほぼ何れ

の月にも分離され，検出頻度の低率であった憩属は特定

の月のみに検出された。

　すなわちニワトリ卵では検出頻度の比較的高いEsche・一

8



蝋饗盤贈繍よ序言獲楚濃薪‘痂伽aceα・

第9表　響応審訊発育停止卵の回内菌藍

隈 甥

下場卵別

＝　ワ　ト　リ　卵

A B c D K s 丁　　合計

　　ア　ヒ　ル　卵

D　　E　　O　　合計

数
数
鳥

餌
個
一

己
謬
網

入
5

痔
ヴ
謡
一

索
飾
検

　
ホ
検
菌
菌

70

16

22．8

76

15

19．7

！29．　94

23　7
17．8　7．8

171

Lt6

15．2

！82　115　837　i
55　一E？　iE・b　1・

16．4　10．z！　ls．41

3！7　9．8　2C．．）2

L－IO　45　IE．92

75．7　62　65．2

707，

4i」t77

67．z！

供試菌株数 18　18　L6 7　Lt9　32　15　lk15 4！4　6il，L　262　738
｝一＝一……一一ニニ端・瓢

Sce／？jzone／／ci

ノ17一琵0ηα

5配96z♂α

Escheアゴ6ゐia

Citrobacte7A

Klebsiel／a

C／oaca

f－！cof＞zia

F．1－xVl；2ZCI．

Ser7’cttia

l」retez，ts

Moフニgane／／ct

R鋭98プ6z♂α

1）ro“viclenc？：a

Esche7‘ichea．e

33214　．9．　4ti　19（4．3）　（3．9）　（1．6）　（！．1）　（2．3）　（1．1）　（3．5）　（2．2）

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　（O．6）　（O．1）

4　t1 5　　　2 IO ’1！

　　　2　38（5．7）　（5．3）　（3．9）　（2．1）　（5．8）　（6．e）　（！．7）　（4．5）

1　　　1
（！．4）　（i．3）

1
（1．t！）

Pノ・0’6α6

一八「on　E／zteroba－　　　9

cteriaceae　1　（12．9．）

9
“　　　　　　　　　1．
（2．6）　（1．6）　（1．1）　（O．6）　（1．6）

1
（O．8）

2　　　1

1　　　1 1

！

（O．5）

3

3 2

4
（0．5）

9
（1．1）

9

　　ミ
1　i
（0．1）i

　　i

1　li　9　L70
（1．0）　（6．5）　（2．8）

（・．8）（・．め（・．6）（・．6）（・．7）（、．・）｝（24．9）（・・．・）

2　　　1
（2．6）　（e．8）

6
（kl．7）

！

（O．5）

i　　　5　　　1　iO
（O．6）　（2．7）　（O．（3）　（1．2）

！

（O．6）

2
（1．1）

6　　　8　　　2　！0　4
（7．9）　（6．2）　（2．！）　（5．8）　（2・．2）

　　　1　隔
　　　（o．D　1

　　　（6）．，）

　　　，8．，，　1

（1｝　45　il
（tJ，．2）　（5．4）　ii

63　15（19．9）　（15．3）

42　9“
（13．．P．）　（2．e）

30
（9．5）

70　II

1
（O．3）

E

（2．5）

52　10（16．4）　（10．2）

33
（！0．4）

　4
（！．3）

　2
（O．6）

　3
（O．cj）

78
（11．0）

44
（6．2）

30
（4．2）

co
（12．7）

　1
（O．！）

　　　　8
　　　（！．1）

　　　62
　　　（8．8）

　　　33
　　　（4．7）

　　　　4
　　　（O．6）

　　　　．9，

　　　（e．3）

149　！52
（51．0）　（21．5）

Cj7　23　55（30．1）　（23．5）　（18．8）　（24．8）

3｛　39
（13．ab　（5．6，）

　　　175

備考：（　）内数字は菌陽性卵個数の出品出場別検索卵個数に対する百分率。

7鹿1zガα，　Sa／nzone／／α，／）roteus，／〈／ebsfle／／aおよびαoα6α

は5ケの検査月め中3～5ケの月に分離され，検出頻度

の低い蜘・稔伽α，紐ψ珈，Rettg’e7・e／／txおよびPプ。刀レ

dencicxは8月又は10　Jjの！～2ケの月においてのみ

検出され，アヒル卵ではC／oaca，　Escherich’iaおよび

JPア’otei．tsは7ケの検査月の中何れの月にも分離され，

魚プ〉磁，Pro’videnci‘z，／？ettgere／／aおよびSer’raticzは

1～3ケの検査月の特定月のみに検出された。

　またニワトリ卵，アヒル卵の両者共に検出頻度の高か

ったE∫漉げノ・i；（，痂α，5「a／ノ～tone／／cz，／）i－otelts，　K／6観〃αお

よびαακαは月別の検出頻度には或る程度の差異が認

められた。例へばE5盈8ノ・ゼ（ゾ滋ではニワトリ卵で2～！2

％アヒル卵で0．6～42％であり，Sa／mone！／αではニ

ワトリ卵で0～4．8％，アヒル卵で0～7．4％の如く月別

間における差異があった。しかしてF．scl？ertlc，1？．iaはニ

ワトリ卵では12月，アヒル卵では3月に，＆～伽伽6Z廊

一9一
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第10表　落馬発育停止卵の卵舟菌叢

種 別 ニワ　トリ卵 ア　ヒ　ル　三

月 』別「　3
5 8　　10　　12　合計 3 r

O

6 7 8 9　　10　合計

検索3SfS個数　　　249

菌検出卵個数i　34

菌検出率i13．6
　　　　　　’i

129　202　191　66　837
22　34　27　12　1．9．9
17．0　16．8　14．！　18．1　15．4

26　112　162　98　73　47　189　707
17　97　！36　145　49　32　101　477
65．3　86．6　83．9　45．9　67．1　68．0　53．4　67．4

供試菌株数137254328！2145 27　188　189　6！tL　82　48　142　738

Sa／nzone／／a

Aフ・i20na

Shigella

Esclzericlzia

Citプ。∂acteプ

K／ebsiel／a

C／oaca

Hafnia

Erwina

Serratia

Protezts

Morganella

Rettgere／／a

Prowidencia

Eschericheae

Proteae

Aron　Enteroba－

cterzaceae

ILga　2　　　2　　　3
（4．8）　（1．6）　（1．6）　（1．6）

　　　　　　　　　1
　　　　　　　　（O．5）

5　10　9 6　　　8
（2．e）　（7．8）　（4．5）　（3．1）（12．Z）　（4．5）

　　　　　　3　　　1
　　　　　　（1．5）　（O．5）

　　　1　　　7　1　　　（e．8）　（3．5）　（1．5）　（1．1）ii

1　　　1　　　4　　　3
（O．4）　（O．8）　（．P．．O）　（！．6）

　　　　　　1
　　　　　　（O．5）

1　　　！　　　3 4 1

（O．4）　（O．8）　（1．5）　（2．1）　（1．5）　（1．2）li

5　　　1
（2．0）　（O．8）

1

（O．5）

1　　　！
（O．5）　（O．5）

19　ii
（2．2）1・

（o．i）1

3s　J
l
g
1
V
，
］
I

g　．1

9　．1

（1．1）i

il
（e．DI

　　I
　　I

｝o．　A．1

13　C　ll．2，　9　2
（5．2）　（7．C）　（5．9）　（4．7）　（3．0）　（5．4）1，

l　j
（2・i）i

（6．2）1

，g．，）1

£xl

　　A

1．？．　1
（7・．4）　（1．O） 7　20（3．7）　（．？．．8＞

11　20　1　15　16　6　9　78（42．3）（17．9）　（O．6）（15．3）（21．9）（12．8）　（4．7）（11．0）

　　　22　5　　　　　2　　　　4　10　1　44
　　　（19．6）　（3．1）　（2．0）　（5．5）（21．3）　（O．5）　（6．2）

　1　16　6　2　5　30〈3．8）（14．3）　（3．2）　（4．3）　（2．6）　（4．2）

　5　39　6　11　17　6　6　90（！9．0）（34．8）　（3．7）（1．！．2）（23．3）（1．P一，．8）　（3．2）（12．7）

　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　（O．6）　（O．1）

　　　4　　　2
　　（3．6）　（1．？“）

3　25　1　10

1　1’　　8（1．．4）　（O．5）　（！．1）

10　8　5　62（II．5）（．9．2．3）　（e．6）（10．2）（13．7）（17．0）　（2．6）　（8．8）

　　17　1　　（15．2）　（O．6）

　　　2，　1
　　（1．8）　（O．6）

　　　．9．

　　（1．8）

　　　2　105
　　（1．8）（64．8）

　　　　　．？．7

　　　　　（16．7）

7　39　27　23

11　　4　33（！5．1）　（8．5）　（4．7）

　1　　　　　　　　　　4

（！．4）　（O．6）

　　　　　　　　　2
　　　　　　　　　（O．3）

　　　　　　45　152
　　　　　　（23．8）（21．5）

　　　　　　12　39
　　　　　　（6．3）　（5．6）

！6　12　51　175
（26．9）（34．8）（16．7）（23．5）（21．9）（25．5）（27．0）（24．8）

備考：（）内の数字は菌陽性卵個数の各月別検索卵個数に対つる百分率。

はニワトリ卵では3月に，アヒル卵では6月に他の月に

比して高率に検出された。

　　d．純粋検出菌の検出成績

　第8表卵令別発育停止卵の三内菌叢で表示した検出菌

叢のうち，菌集落の外見に肉眼的差異を認め得ず，単一

の菌種が純粋に検出されたと思われる卵と，その卵から

検出された菌属の成績は第1！表に示す如くである。ま

た単一菌種の純粋菌検出卵個数の菌検出陽性卵個数に対

する百分率および単一菌種の純粋菌検出卵個数の純粋菌

検出陽性卵個数に対する鷺分率を第！2表に示した。

　すなわちニワトリ卵の艀卵時発育中止卵および死籠卵

の各卵令別単一菌種の純粋菌検出郵個数の検索卵個数に

対する検出率は第11表に示す如く平均12．8％であっ

た。また卵令別に冤たこの純粋菌検出卵個数の菌検出卵

個数に対する百分率は第！1表に示す如く100％（第1

回中止卵），92％（第2回中止卵），82％（第3回中止

卵），78％（死籠卵）であり，その平均（合計）百分率は

高率（82．9％）で艀化卵令の進むに従って100％より逐

一　10　一
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第11表　卵言値発育停止卵における純粋検出菌の検出成績

種 甥 ニ　ワ　ト　リ　卵 ア　　ヒ　　ル　　卵

卵　　令t／　別

数
数
率

個
飼
　
卵
出

創
出
寅

索
灸
季

　
率
検
菌
菌

翻欝欝距麺鐘童罪衰残懸遡築魍．塑卵合点1、

純粋菌検出卵個数

検索卵個数に対する
百分率

菌糸出面個数に対す
る百分率

供 菌　株　数

Sa．／mone／／a

Arixona

Shigella

Escl？．ericl？i：a．

Citrobacter

K／ebsi：el／a

C／oaca

魚吻齢

Eプwina

Serフーα々α

」）roteits

！140rganella

Rettgere／la

Providencia

223

　7

　3．！

213　167　234

25　33　64
il．7　’！9．7　27．3

837

129

15．4

159　145

75　｛9
47．1　68．？“

67　125　2！1　7e7

55　84　164　477
8．9．．O　67．2　77．7　67．e，

7　23　27　5Q
3．1　10．7　lt　6．．9．　21．zlL

　　1！07　1
12．8　i

！00．0　99一．O　81．8　78，1　82．9

37　4．？．　20　38　41　178

23．2　28．9　29．8　30．4　19．4　25．1

49．3　42．3　36．3　45．2　25．0　37．3・）

7 23 27 50　！07 37 42 20 38 41　178

Eschericheae

P競・・　　　l
No，認齎伽。励｝

aceae

3　　　1　　　8　　　5　17
（1．3）　（O．5）　（4一．8）　（2．1）　（2．0）

1

（O．4）

3
（1．3）

9
（4．2）

4
（1．9）

2
（O．9）

10　9（6．0）　（3．8）

　　　！
　　　（O．4）

3　　　1
（1．8）　（O．4）

1．　2
（O．6）　（O．9）

29
（3．5）

1

（0ユ）

8
（1．0）

8
（1．0）

i　　　1　　　2　　　4
（O．5）　（O．6）　（O．9）　（O．5）

　　　1
　　　（O．4）

！　　　3
（O．6）　（1．3）

1
（O．1）1

4
（O．5）

4　　　5　　　1　　　3　　　3　！6
（2．5）　（3．4）　（1．5）　（2．4）　（1．4）　（2．3）

3　　　7
（1．9）　（4．8）

2　　　2
（1．3）　（1．4）

3　　　2
（1．9）　（1．4）

7　　　4
（4．4）　（2．8）

1　　　4
（O．6）　（2．8）

　　　2
　　　（1．4）

1

（1，6）

4　　　8　　　3　25
（6．0）　（6．4）　（1．4）　（3．5））・

1　　　3　　　2　10
（1．5）　（2．4）　（O．9．）　（！．4）

　　　3　　　1　　　9
　　　（2．4）　（O．5）　（！．3＞

3　　　6　　　5　25
（4．5）　（4．8）　（2．4）　（3．or＞

1　　　　　　　　　　　1

（1．5）　（O．1）・
1　　　2　　　3　il
（！．5）　（1．6）　（1．4）　（1．6）・

2　　　　　　　　　　　4

（3．0）　（O．6）・

3　　　4　　　2　10
（4．5）　（3．2）　（O．9）　（！．4）

（隻8）＆8）ぎ1ユ）ll．2）1己1．・）（ll．・）（1．G）（1．2）ぎ1．4）ll．5）

備考：（　）内数字は属名二二：i9二二二二個数の二化二二別検索卵個数に対づる衝分率。

次低率となる傾向があった。

　アヒル卵の菌検索卵個数に対する単一菌種の純粋菌検

出率は第11表に示す如く各卵令平均25ユ％であった。

また卵令別に見たこの純粋薦検出卵個数の菌室灸出田品数

に対する百分率は第11表に示す如く49％（第1回中

止卵），42％（第2回中止卵），36％（第3回中止卵），

45％（第4回中止卵），25％（死籠卵）でこの平均（合

計）純粋菌検出率（37．3％）はニワトリ卵のそれ（82．S”

％）と比較すればはるかに低率であったが卵令の進むに

従ってその百分率が低下する傾向はニワトリ卵のそれど

ほぼ同様であった。

　なおまた第8表三内検出菌叢および第11表二三純粋．

検出菌叢の両表の検出成績から了解の便宜のために検出

菌叢ならびに純粋検出菌叢の各菌属を検出した卵個数が

一一@！1　一一
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第12表　純粋菌検出卵個数の菌検出陽性卵個数：および純粋菌検出陽性卵個数に対つる百分率

種
　　　く

別　｝　　ニワトリ卵
　　　1

記章別
検索卵個数｝

菌検出卵個数
菌　検　出　率

｝笛調職聯課死纈舗
pmi’”

純粋菌検出卵個数：

検索卵個数に対す
る百分率

菌検出卵個数に対
つる百分率

L3〈1　837

64　129
27．3　　ユ5．4

　？　　　ア　　ヒ　　ル　　卵

箏裸灘騨謬筆纒死点卵合計

233　213

　7　25
　3．1　il．7

　7

3，1

167

33

19．7

23

10．7

159　145

75　99
47．1　68．．9．

67　125　2！1　707

55　84　164　477
82．0　67．2　77．7　67．4

．？．7 50

16．2　21．4

107　　　1　　37　43　LO　38　41

12．8　i　23．2　28．9　29．8　30．4　19．．4

100．0　92．0　81．8　78．1　8．9．．9

　　　　　　　　　1
墾塾．堕株劉7

？“3 27 50　IB7

Sa／m．one／／a

，ん・i20na

Shige／／a

Eschericlzia

Citrobacter

K／ebsie／／a

C／oaca

Hafnia

Eプwina

Serratia

Proteus

x；￥40rganel／a

Retigere／／a

P7nyowidencia

Eschericheae

Pプoteae

一？Von　Enterobacte一

クーiaceae

4．？．．9　4．3　29．6　10．0　15．9
（4．2．9）　（4．0）　（24．2）　（7．8）　（！3．2）

14．3　39．1　37．0　18．0　27．1
（14．3）　（36．0）　（30．0）　（14．1）　（22．5）

　　　　　　　　　　　2．0　O．9
　　　　　　　　　　（1．6）　（O．8）

　　　　！7．4　ll．1　2．0　7．5
　　　（16．0）　（9．1）　（1．6）　（6．2）

42．9　8．7　3．7　4．0　7．5
（42．9）　（8．0）　（3．0）　（3．1）　（6．2）

4．3　3．7　4．0　3．7
（4．0）　（3．0）　（3．1）　（3．！）

）0
6
2
1
（

）
0
7
・

ρ
0
4

（）
7
（
）

り
0
り
D

（

O．9
（O．8）

3．7
（3．1）

26．1　ll．1　52．0　32．7
（．？．4．0）　（9．1）　（40．6）　（27．1）

178

25．1

49．3　42．4　36．3　45．．9，　25．e　37．3

37 4？一 20 38 41　178

10．8　！1．9　5．0　7．9　7．3　9．8
（5．3）　（5．0）　（1．8）　（3．5）　（1．8）　（3．3）

8．1　16．7
（4．0）　（7．0）

5．4　4．8
（？”．7）　（2．0）

8．1　4．8
（4．0）　（2．0）

！8．9　9．5
（9，3）　（4．3）

）5
0

（
ソ
4
（

）8
0
4
2

　
（

）
7
Q
e

9
臼
－
（

2．7
（1．3）

）
　

）

（
）
9
紹
∩
V
O
O

O
7
門
O
1

2
（
　（

ユ5．0

（5．4）

21．1　7．3　14．0
（9．5）　（！．8）　（5．2）

7．9　4．9　5．0
（3．6）　（1．2）　（2．0）

7．9　2．4　5．1
（3．6）　（O．6）　（1．8）

15．8　！2．．？．　14．0
（7．1）　（3．0）　（5．2）

5．0　O．6（1．8）　（O．2．）
5．0　5．3　7．3　6．2
（1．8）　（2．3）　（！．8）　（2．3）

10．0　2．2（3．6）　（O．8）

15．0　10．5　4．9　5．6
（5．‘1）　（4．7）　〈1．2）　（2．0）

43．2　38．1　20．0　．9．3．7　53．7　37．6
（2！．3）　（ユ6．！）　　（7．2）　（10．7）　（13．4）　（14．0）

備考：1．属名欄数字は属名欄純粋菌検出卵個数：の卵令別純粋菌検出陽性卵個数に対する百分率。

　　　2．属名欄（）内数宇は属名欄純粋菌検出卵個数の卵三四菌検出陽性卵個数に対する百分率。

検索卵個数に対する百分率を略示したのが第！3表：（第

8表および第11表の略表）である。

　第13表に示されたようにニワトリ卵，アヒル卵共に

検出菌の菌叢および純粋検出菌の菌叢の検霞繋属ならび

にその検索卵個数に対する検出率の割合には大きな差は

晃られなかった。

　　e．サルモネラ検出成績

　1）卵令別サルモネラ検出成績

　1953年9月から1958年3月に至る間に甫記A，B，

C，D，K，SおよびTの7艀飯場ならびにその他の育す

う場において蒐集された艀卵時の無精卵，発育中止卵

（第ユ，2，3回中止卵）および死籠卵のニワトリ卵計

！256個，艶死ニワトリヒナ（艀化後1・v2日，3～14　N

および15N45日に驚死した計317羽），健康ニワトリ

一　12　一
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第！3表　第8表および第1i表の略表　（検索卵個数に対する百分率）

卵 種

属 名

ハあ7z　Entero∂acte－

riceae

Esche7’ichi；a

Sa／monella

Protezts

Klebsie／la

Cloaca

Citrobacter

Providencia

∠4プた0ア躍

Hafnia
R8彦tge7槽e〃α

ニワ　トリ卵

検出菌
の場合

4
0
5

5
2
2
1
1
5
2
1
1
1

4
2
1
！
1
0
0
0
0
0

純粋検出
菌の場合

24

門
0
〈
U
5
0
（
）
1
1

3
2
0
1
1
0
0
0
0
0

卵 種 ア　ヒ　ル　卵

属 名 検出菌
の場合

ハ砺zEア～terobacte一

プzaceae

C／oaca

Escherichia

．Proteits

Citrobacter

A407’．o”ane／／a

Klebsie／／a．

Salnzo7ze／／a

Seアブ・atia

Rettgerel／a

Provide／zcガα

魚プ〉磁

24．8

12．7

11．0

8．8

6．2

4．7

4．2

2．8

L！

O．6

0．3

0．1

純粋検出

菌の墾盒

59

5
5
6
4
6
3
3
1

3
3
1
1
0
1
2
0
0
0
0

第14表　卵晶晶サルモネラ検出成績

種

別

ワ
ト
リ

ア
ヒ
ル

区 分

数
卵
　
率

　
出個
検
出

鼎　
　
　
検

索
モ
　
ル
数

検
サ
個
菌

S．　fnil／orztm

S．　thomPson

S．　Potsda7n

s，かz〃フZZL

S．　senftenbe7－g

癬　卵　時　卵

無
精
卵

発　育　停　止　卵

第
一
回
中
止
卵

170i　223

　01　3
・OI　1．3

第
二
回
中
止
卵

第
三
回
中
止
卵

de，31，i20

　1

0．E

1

　9

2．8

第
四
回
中
止
卵

O

O

0

3 8

1

死
籠
卵
330

17

5．1

小

壬
醇

1086

　30

2．8

4
1
尾
圭

11

16
（1．5）

　1
（o．1）1

　1
（O．1）

ヒ ナ

蛯 死i懸
生
後
一
～
二
日

五
臼
生
後
十
五
～
四
十

生
後
三
～
十
四
B

　　　生小
　　　塗

　　　主

計
　　　日

iig，li，1一一461i　g，1一一一lill，IT，　IIIIIF，

2gl　iol　sl　441　2s
，，T61，，T61　，．gl　，，16　i　，Tg

　　l－1．”一1，　　　　1一一一1一［

卵殻表強

新

鮮’

卵

Q
4
0
（
）

7

発
育
停
止
卵

O
！

1

小

計

8（」，　i

！

10．Oi　1．！

成　回

数
卵
　
率

　
出個
検
出

卵
朽
　
　
　
検

索
モ
　
ル
数

検
サ
個
菌

4
5
り
0
6

11

01

5ig巨i
　　（2．8）i（0，3）1

　　　15　2t
　　（4。7）…（0．7）i

　　　31
　　（0。9）i

　　　612i
　　（・・9）i（0・7）i

　　　1－201
　　（3．5）i（6。9）i
　　　　　 h　　　　　　　　　　　　へ　

・i5　・i・5

　　i　l
　　i　｛
　　i　　　　l

　　l　i
　　i　　l　　　　　…

ワ
ト
リ
病
｝
変
卵
μ
仁
木

ア
ヒ
ル
直
腸
糞

ij．l－miiEil，lrmii，6’lnd一一Eii，ghiii，iil，

1｝2凋∴…3謝

　5

　1
20．0　！，

12
（1．！）1

S．　2u／／orztm

S．　enteritidis

S．　newbrunswi－
6ん

1
⊥
り
Q

6

1
5
4

1
　
　
　
・

9
9
　
9
付

707

20

2．8

1 4 5

　1
（O．！）

　！9
（2．7）

O
O
O

0
　
　
艦
凄

5
（
）
（
）

1

110

0j

o

面

）0
！
・02（

　li
l．？．，51／

ol
ol

　：

　1

“　1　44

i’

e　1　2．3

　1
　i　l
　I一（．2＝3）

備考：（）内数字は検索卵個数に対する百分率である。
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ヒナ（艀化後ユ～2日の291羽で殺処分七六検索），成

ニワトリ5羽（内4羽はヒナ白痢凝集反応陽性）および

ニワトリ論語殻表面（新鮮卵および発育停止卵89個）

についてサルモネラ検索を行った成績は第！4表の如く

であった。

　すなわち検索卵個数に対するサルモネラ検出率は無精

卵で0％，発育働と卵（死籠卵を含む）で2．8％であっ

て第1回中止卵1．3　％，第2回中止卵0．5％，第3回中

止卵2．8％および死籠卵5。1％で発育停止卵における

検出率は概ね卵令が進むにしたがって逐次高率となる傾

向を示していた。

　また発育停止卵に比較すれば艀化後発死したニワトリ

ヒナにおいても可成りの高率（13．9％）に，また健康ニ

ワトリ初生ヒナにおいても可成りの高率（8．6％）にサル

モネラが検出された。

　以上の分離されたサルモネラを菌津別にみればS．

ヵz〃。瑠πは第1回中止卵から第3回中止卵までの各卵

麺の発育中止卵および死籠卵に検出され，さらに肇死ヒ

ナ（生後1～2日および15～45日令），健康初生ヒナ

および成ニワトリ（病変卵巣）からもまた検出されたの

に反し，5．thomPson，5．カotsdtzmおよびS．　senfte－

nbe7’gは介卵初期の第1，第2回中止卵では検出される

ことなく藤棚末期の第3回中止卵からも僅かに検出され

たが主として死都卵，発死ヒナおよび健康初生ヒナから

検出された。S．’ireti？zzeはニワトリヒナ　（発死初生ヒナ

および健康初生ヒナ）から分離された。

　艀卵時発育中止卵および釣籠卵においてのサルモネラ

検出率はS．Pit／loru7n　1．5％，5．　tR7　omψson　Oほ％，　S．

Potsdam　O．1％，5「．　senftenberg　1．1％であった。

　なおニワトリ新鮮卵（産卵後1～3臼）卵殻表面およ

び求心時の発育停止卵々殻表面を滅菌ブイヨン綿棒で清

拭し，この材料をKaztffnza／znの増菌培地に12時間培

養し，その1白金耳をマッコンキー寒天培地に塗抹培養

してサルモネラの検出を実施した結果，新鮮卵では79

個中全例ともにサルモネラの検出は陰性であり，発育停

止卵10個中1個からS．　senftenbergを検出し得た。

　また1953年9月から1962年8月にわたる問蔚記
D，Eおよび○艀卵場において蒐集した艀卵時の無精卵，

発育中止卵および死庸君のアヒル卵計954個，D艀卵場

において肇死したアヒル初生ヒナ5羽，成アヒル44羽

の直腸糞，およびアヒル卵々殻表面（新鮮卵および発育

停止卵125個）についてサルモネラ検索を行った成績は

第14表の如くであった。

　すなわち検索卵・年数に対するサルモネラ検出率は無精

卵で0％，発育停止卵（死謡扇を含む）で2．8％であ

り第！回中止卵では2．5％，第2回中止卵4．1％，第3

回中止卵1。5％，第4回中止卵3．2％および死事忌2．4

％で第1回中止卵の検出率は死籠卵のそれと同様に既

に高い検出率を示していた。無死アヒルヒナからのサル

モネラ検出な陰陸であったが成アヒル直腸糞44例の菌

検索においてその1羽の直腸糞からS．newb7’t〃zszvick

を分離し得た。

　溶卵時に分離し得たサルモネラを菌型別に見ればS．

勲／Zo／wμ（1株）および5．　enteritidis（19株）であり，

S．　Pit／／ori〃ノ員ま第1回中止卵のみから検出され，　S．　ente－

i－itldisは第1回中止卵から第2，3，4回中止卵に至る全

艀卵期間における発育中止卵および死籠卵から検出され

た。前者の検索卵個数に対する検出率は0．1％，後者の

それは2．7％であった。

　2）　艀卵種別サルモネラ検出成績

　鰐電場別に第14表に示した　（イ）発育中止卵，三三卵，

⑭餓死ヒナ，（A）健康ヒナ，（⇒卵殻表面，㈱成ニワトリ病

変卵巣，8成アヒル直腸糞等の検索材料からのサルモネ

ラ検出成績を検討したのが第！5表である。

　すなわちニワトリ卵の艀漸時第1回中止卵～死磁心ま

での艀溜場別サルモネラ検出成績では検索を実施した7

艀卵紅共にサルモネラが陽性に検出され，その艀漁場別

検出率は2．7％（A場），3．5％（B場），6．0％（C場），

1．1％（D場），2。0％（K場），0．9％（S場）および2．6

％（丁場）であった。

　前述の艀出時ニワトリ卵から検出されたサルモネラを

菌型別に見ればS．PZt／／or〃nzは7艀卵場の中6艀卵場

から検出され，5「．Pzt／／orunz以外のサルモネラすなわち

S．tho7？iPsOn，5「．　Potsda〃1およびS．　senftenbe7－g’はそ

れぞれ単に1個所の醇卵紅のみから検出された。

　換言すればS．Ptt／loru〃zは各所の艀卵場間に広範囲

に広く分布していたが5「．thonzPson，　S．　Potsdamおよ

びS．senftenbergは特定の醇卵場のみに分布してい

た。

　艀醜虜別発死ニワトリヒナからのサルモネラ検索では

前述の7艀踊場の中3艀捨場がサルモネラ陰性で4艀画

趣がサルモネラ陽性であり，その各艀卵場の陽性検出率

は3～28％であった。その他心死ヒナの菌検索を依頼

された1育雛場のサルモネラ検出成績は100％陽性で

あった。菌型別には5．ρz〃。ノ・〃ノ路艀卵場，5「．≠ゐ。〃ψ50一

ノz2艀卵場，5「．　senftenberg　2艀仁心，5「．　Potsda〃a　1

艀卵場およびS．il－U〃7Zlt　1艀職場であり，　S．　Ptt／lo？一itm

は1育雛場からも検出された。

　換言すれば湿球ニワトリヒナの煎卵象皮サルモネラ検

出陽性鮮着場は7艀卵場中4艀丸餅であり，S．　2bu／／oriti7L
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は3鰐卵場で，S．　thomψson，　S．　PotsdαmおよびS．

ゴπ4〃ZZt．はそれぞれ1～2艀弓場であった。

　健康ニワトリ初生ヒナからのサルモネラ検索では7舞

弓場の中4艀卵場は陰性で他の3艀山場は陽1生に検出さ

れ，その検出率は3，3～33．3％であった。菌型別には

S．Pzt／lOrz〃nt，　S．　tho／nPso7z，5．　il“1｛1］IZtおよびS．　senfte－

nbe7’gがそれぞれ各1ケ所の鰐卵場のみから検出され

た。

　ニワトリ発育停止卵畑鼠表面から検出されたサルモネ

ラはS．senftenbei－gのみでC艀卵場に由来した。

　成ニワトリ（病変卵巣）から検出したS．lf）Zt．／lorumは

！農家の飼養ニワトリに由来するものであった。

　またさらにニワトリの発育中止卵，死籠卵，発死ヒナ，

健康ヒナおよび発育停止卵の卵殻表面から検出されたサ

ルモネラの菌株を二二卵場別に第15表によって検討す

ればS．ρz〃。プz〃πは7艀卵気中6艀式場から，S．　tho一

〃ψ50πおよびS．senftenbe7’．crはそれぞれ2ケ所の艀卵

場から，S．　Potsdαmおよび5．　i7’U7711tはそれぞれ1ケ

所の舞漁場から検出され，且つ3ケの菌型を検出した舞

霊場は2ケ所の艀卵場，2ケの菌型を検出した艀六六は

！ケ所の艀卵場，1ケの菌型を検出した艀卵場は4ケ所

の艀高場であった。

　アヒル卵について醇二時発育停止卵（第！回中止卵～

第4回中止卵および死籠卵）の艀卵場別サルモネラ検出

成績を検討すればサルモネラは3艀六田中2魚卵場にお

いて検出され，その検出率は1．0％（E場）および6．5

％（○場）であった。

　分離されたサルモネラは菌型別にはS．2t＞it／／oi’z〃nzお

よびS．σ旧記読5であり，これらはそれぞれ1ケ所の

艀山場（Eおよび0艀卵場）のみから検出された。

　D場の発死アヒルヒナおよび同場のアヒル卵々殻表面

（新鮮卵および死籠卵）のサルモネラ検索成績は陰性で

あった。

　5．刀工δ1一♂〃z5顧漉を分離した成アヒル直腸糞は茨城

県々南地区の農家飼育由来のものであった。

　3）三二サルモネラ検出成績

　第！4表に示した（イ）発育停止卵（死籠卵を含む），（U）

二死ヒナ，（A）健康ヒナ，（＝）卵殻表面，㈱成ニワトリ病変

卵巣8成アヒル直腸二等の検索材料からのサルモネラ

検出成績を月別に検討したのが第16表である。

　すなわちニワトリ卵の艀二時第1回中止卵～死籠卵ま

での3月，5月，8月，10月および12月目月別サルモ

ネラ検出成績では全ての各月に共にサルモネラが陽｛生に

検出され，その月別検出率は5．4％，2．5％，1．0％，1．6％

および0，6％で3月，5月の．月に比較的検出率が高か

った。菌型別にはS．Pu／／orzt”zは全ての検索月に共に

検出され，それ以外のサルモネラすなわちS．　thomPson

は5月のみに，S．♪otsdam　｝ま　3　Bのみに，S．　senftenber．o一

は3月，5月の検索月に検出された。

　換言すれば5「．勿〃07マ〃πは年魚を逓して分離された

がS．thOnz？sOn，3．カol’sdamおよびS．　senftenberg

は3月，5月の月にのみ検出された。

　発掘ニワトリヒナの月別検索ではサルモネラは3月，

5月，！0月，および12月に検出され，その検出率はそ

れぞれ！5．9％，44．4％，4．4％，6．9％で発育停止卵の

検出率よりも高率であり，特に3月および5月の月に高

かった。菌型別にみればS．PZt／／orz〃7zは3月，5月，

10月および！2，月に，S。　tlzomPsonは5．月および10

月に，3．∫例舜8痴81君は3月および5月に，5．Potsdαm

およびS．’iアーU〃？2Uは共に5月にのみ検出された。

　健康ニワトリヒナの月別検索ではサルモネラは3月，

5月，10月に検出され，その検出率はそれぞれ23．3％，

6，3％，1．7％で3月および5月は10月に比して高い検

出率を示していた。菌型別にはS．ρz4Zoπ〃7zは3月に，

S．t120mψsonは5月，10月に，　S．　irzt7nuは5月に，

5．senftenberg”は3月に検出された。

　ニワトリ発育停止卵卵殼表面から検出された　S．sen－

fte？zbergは3月に検出されたものであり，成ニワトリ病

変卵巣から検出されたS．Pu／／orz｛77zは12月に検出さ

れたものである。

　またさらにニワトリの発育中止卵，死籠卵，二死ヒナ，

健康ヒナおよび発育停止卵の郵殻表面からのサルモネラ

検出成績を各月別に第16表によって検討すれば，5「．！）Zt－

／／orzttnは5ケの検索月の全べての月から，S．　tho17Ll＞so7Z

5．PotsdtlmおよびS．　senfZenbe7’gは2ケの検索月か

ら，S．’iフ・tt」H’U，は1ケの検索月から検出された。且つ5

月には5ケの菌型を，3月には3ケの菌型を，！0月には

2ケの菌型を，8月および12月には1ケの菌型が検出

された。

　アヒル卵の艀卵時第1回中止卵～孤疑までの月別サル

モネラ検出成績ではサルモネラが6月，7月および10

月に検出され，その検出率は7．4％，1．0％および3．7

％であった。菌国別にはS．汐z〃07・～〃πを7月に，＆

enter’itid’isを6月および10月に検出した。

　また8月に無死アヒルヒナならびに5月，6月，にア

ヒル卵殻表面（新鮮卵および発育停止卵）についてサル

モネラ検索を行った成績は全て陰性であった。

　8月および！2月に実施した成アヒル直腸糞サルモネ

ラ検索では12月検索時にS。77ewb7－z｛nszvick　1株が検

出され8月の検索成績は陰性であった。
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第17表　アヒル由来大腸菌の菌型

　　由
　　来
　　部
　　位

供試株数，

辮鷺
塑
膜

黄白内外竹

島墾三脚
　臼　白　　ヒ　　計

慕　隻
ウ
〕 6　エ　5　2 7 ウ

一 3 2　1　！5　46
　　　　　　ミ
凝集反応陰性1　　0　　2　0　1　1　　1　　　！　　　0　　　0　0　　8　　14

備考：使用0一抗血清は！，2，3，4，5，6，7，8，9，！0，11，12，13，14，15，！7，18，19，20，21，22，23，24，25，

　　　　　　　　　　　26，27，28，29，30，31，32，33，34，36，37，38，39，40，41，42，43，∠i4，45，46，47，，

　　　　　　　　　　　48，49，50，51，52，53，55，56，58，59，60，61，62，63，6－4，66，67，68，69，70，75，

　　　　　　　　　　　86，87，102，111，112，115，119，124，125，126，127，　128，129，　131，132，133，

　　　　　　　　　　　134，136，137，！39，！40，計87種

　　f，大腸菌の菌型

　アヒルの新鮮卵，鮮暫時の無精卵および発育停止卵な

らびにこれらの卵を産卵した同一群の成アヒル15羽

の直腸糞から分離し得たEsclzeri；chia　46株について

Escherichia　O抗血清87種をもって○凝集反応（試験

管内）を検討した結果，その成績は第17表に示す如く

0抗血溝87種の何つれの血清にも凝集反応陰1生（400

倍以下）と認められたものは14株（30．4％）で，これ

ら凝集反応陰性の14株は主としてアヒルの無精卵，発

育停止卵および成アヒル直腸糞に由来するものであっ

た。

　またO－！！9抗血清に6400倍以上に強く凝集したも

のは11株（23．4％）でこの○一119抗血清に強く凝集

する菌株は無精卵および発育停止卵に由来するものであ

った。

　その他各種0抗血清に種々の類属反応を示して惣別不

明のものは21株（45．6％）でこの型別不明株は新鮮卵，

無精卵，発育停止卵および成アヒル直門平等の各種検索

材料に由来していた。

　　g．非腸内緬菌の性状

　ニワトリ卵およびアヒル卵の発育中止卵および死籠卵

から非腸内細薗が第8表で表示したようにニワトリ卵で

は5，4％，アヒル卵では24，8％の蕗検出率で分離され

た。

　ここで述べる非腸内細菌はマッコンキー培地に発育

し，爾後の性状検査でEノ～勘η加漉湖月♂8と同定し得

なかった細菌である。すなわちマッコンキー培地発育分

離菌株の同定試験においては先づその培地発育菌をクリ

ダラー培地又はTSI培地に移植培養し，その高爆部が

無変化のもの，又はその高層部が赤色に変化するもの，

又はその高層部が黄色に変化しても他の性状が腸内細菌

の性状に合致しないものを一括して非腸内細菌とした。

第！8表非腸内細菌の分離成績

種 別

卵 令 別

検　索　卵　個　数

非腸内細菌検出卵個数

非腸内細菌純粋検出卵
個数：

B5W検出卵個数
B5W純粋検出卵個数

非腸内細菌検出率

B5W　検　出　率

ニ　ワ　ト　リ　卵 ア　ヒ　ル　卵

酒落丁茎丁丁死塑計筆轟纏蠕職寸志癖卵計
223　2，13　！67　234　837 159　145 67　125　211　707

o

o

6

6

6

3

33

2・　6

45
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46

16

21

4
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0
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　三等菌株の大多数はグラム染色陰性の桿菌であり且つ

その陰性二二の大部分はIMVICの性状検査ではインド

ール産生能陰性，メチールレッド試験陰性，VP反応陰

樵およびシモンズクエン酸ソーダち地発育陽性であっ

た。

　さらに之等の磁株の中，硝酸塩の還元試験陰性で且つ

5％乳粧斜面寒天試験陽性のものを一応BsW（BCtcte一一

？’ilWL躍加搬6〃のとすればこのB5W分一域績は第18

表に示す如くニワトリ卵（艀卵時の発蕎中止卵および死

籠卵）からは多裁（3．5％）に検出されたのに反し，アヒ

ル卵からは極めて僅少（0．8％）に分離された。

　アヒル卵から分離される非腸内細菌の大部分々よ硝酸塩

の還元が陰性でも5％乳糖斜面寒天試験陰性のもの又

は硝酸塩の還元が陽性でも1％グルコ・一一ス寒天色素産生

が緑色，黄色又は無変化のものであり，これらのアヒル

　　　　　　　　　　　　　　　　第19表

由来非腸内細痴はおそらく諸性状より判断して翫加。一

’nzObacter，　Psetg・c／OfnO／Zα∫aerzfginosa，　F／avOl？tzctei一／rit，〃Z

およびノ凱αZな87螂ノと縦‘疵5などの何つれかに属する菌

であると推察される。またこれらの菌の生化学的性状で

はうクトーズ，アドニット，マンニット，ヅルチット，

イノシット，サッカロ　一一ズ，キシローズ（摩れに陽性），

尿素等の分解能，ゲラチン液化能，VP反応，メチルレ

ッド反応，インドール反応，硫化水素産生能等は共に陰

性，クエン酸ソーダ培地発欝能陽性（稀れに陰性），硝

酸塩の還元能，グルコース分解能，運動性等は陰陽区々

の性状であった。

　8．鰐卵時における無精卵のEr“egero翫esegeriesceese

　1．　鞭卵三三菌検出率および菌叢

　ニワトリ卵およびアヒル卵の発育中止卵および死籠卵

の菌検索を行った前記A，B，　C，　D，　K，　S，　TおよびE

無精卵の卵拶β場携菌検出成績

　種　　　　別

購　卵　場　携iAlB

ニ　ワ　ト　リ　卵

C

ウ
副
0
0

つ
一

ハ
》
（
）
0

1
険
数
新

旧
便
…

　
目
ほ

　
夢
卵
一
　
仕
寅

索
寅
ネ

検
薦
陶
歯．

ヰ?分離卵個数i
菌検断卵個数に翻すi
る百分率　　　　　ミ

菌検出卵個数に回す，
翻分率　　L．．．．一一一

　　　1・　’T’”／1’T’rrl

K　ISiTi　計　　　l　　　　　　　　　　　l
　　．i一一　vrrc一．．．1．．．．

ア　ヒ　ル　卵

ttttttttt @tttttwwt一’一 撃翌翌高高窒高 t　umtt　ttt　t’t’Ut－t　ttttttttta

39．　13！1　L－1　IitL4

i，　1．媚

一∵i
oo．o　1　1　ioo．o　1・
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s・i　1・

i

ol
　I

　i
　I
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01　170
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　9．
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　1
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　試　菌　株　数l
　　　　　　　　i

臼 ！5，
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∬ゐericゐia

　　　　1
．　．¢　．1

2．6）（2．6）l

　　　　l

1．　．i　．．O

（4．6）（4L6，）i

i

l
・
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．0
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ガケ。ゐαごter
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ブαα65
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rolz　Ente三一♂｛
i’Va’ieaMe’V”V’VV”VVV一　」

　　　　i　／一9　．．一　tQ’．　．x　ltn！

①｝（∵）（3曽1）1（2．0）

（O．6）（O．6）　（4．L／）

　　　　ii　（2％）

　　　　巨　　i
　　　　I（！．e）　i
　　　　　　　　　i　4L

　3　＠　　　　　　3　0
i　（3．0（tme．　C）　1，（6．0）（Li　O）

　A　　　I

（s％）（S，ll’i．　e）

7　＠16　　　　　　　0（17．3）（」TV．　D　1（12．o）（2W，．o）
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t6．3
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　＠
4．1）（！．4）

o　（Ei）

6．8）（2．0）

4
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8　＠
！2）．2？tl）（4・．7）

1
O．7）

2
1．t！）

1
O．7）

．1　di

2・7）（Oe7）

・3　＠
15．5）（4．1）

考：1，　0内数字は純粋菌検出卵個数
　　2．　（）内数宇は検索卵個数に対する寺分率である。

　19　一



茨大農学術報告（特輯第1号）

第20表　無精卵の月別菌検出成績

種 別 ニ　ワ　F　り卵

月 別

検索卵個数20
菌検出卵偲数0
菌検出率lo
　　　　　　　ト
菌純粋分離卵個i
数

難響鰹『
鰍出鯛細
対する百分率

源81、。1、21
一一

gー一一一一・一一一一一H

25｝
　　　　　　44　　　62
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　

　oil　　l　　　　　　　　　ol
　　i　　　　　　i
』L並L曼・3｝9L

　　　■■

一
ヨ
ロ

！91　170

　　2
　　1．2

1買

い・21

i　　　　l
llOO．O

i

ア　　　　ヒ ル　　卵

同定菌株数
Sa／nzone／／a

Ari20na

Shige／／a

Escherichia

1　i．6

1ioo．o

2．3

3 5

　6

　3

50．0

「
0
9
臼

9
臼
－

6 7

2
5

1

！00．0

48．0　i　41．6

2

1

＝＝

7 2

Citrobacter

K／ebsie／／a

C／oaca

Hafnia
Er　ucTina

Serratia

．P7Aotezes

Morgane／／a

Rettge7－e／／a

P？’oz）idencia

Eschei’icheae

Proteae

Non　Entroba”
ctr’iaceae

28．6　i　．9．8．0　i　16．7

66．7　11　58．3　i　40．0

1 2 5 23 9

50

　9

18．0

3

6．0

33．3

14

8 9 10

Ii　＠
ト（1．6）（1．6）

1　CD
（2．3＞ft2．3）1，

1¢
（e．6xe．6）

1＠
（o．6）〈e．6＞

　　　　臨

（3繍）…（3繍）1（81，）

　　　　I　　　l
　　　　l　　　　l
　　　　i　　　　　　　　　　　l

　2　（1）i5　＠13
（33．3）（16．7）il（2e．e）（8．0）　1（25．e）

島
）
1
爾

　
l
i

＠i　5

15

　3

20．0
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　8

24．0

　
　
3

7
■
⊥
　
・

　
　
4

　
　
1

　I　　I　3　　i　　l
　　　　　　　l

6．7　1　9．1　1　14．3

33．3　1　37．5　liOO．O

　　　　　　　I
6

3＠（6．e）（2．o）
1
（2．e）

11 1

4＠（s．o）（2．e）

　6＠
（12．e）（2．0）

　　　t

（繍｝

　2＠
（13．3）（6．7）　i（12．1）（3．0）

1
（6．7）

エ
（6．7）

　2
（13．3）

1
（3．0）

4＠

　4　0．
（12．1）（3．0）
　1＠
（14．3）（14．3）

計

148

41

27．7

19

12．8

46．3

69

　6＠
（4．1）（i．4）・

10　＠
（6．8）（2．0）・

　4
（2の

！8　＠・

（12．2）（4．7）・

1
（e．7）

2
（i．4）

1
（O．7）

4＠（2の（0．7）

23　＠
（IS．5）（4．1）

備考：L　O内数字は純粋菌検出卵個数。
　　　2．　（）内数宇は検索卵個数に対する百分率。

購磁場において第1回検卵時に摘出された無精卵（ニワ

トリ卵計170個およびアヒル卵計148個）について菌

検索を行い，無精卵の艀卵一別菌検出成績は第19表の

如くであった。

　ニワトリ鰐七時無精卵からの菌検出率は1．2％（2個）

で極わめて低く，C場およびK場の2鰐卵場にそれぞれ

1個宛EscherichiaおよびK／ebsie／／αが検出された。

　一方アヒル瞬卵時無精卵からの菌検出率（27．7％）は

ニワトリのそれ（1．2％）と較べてはるかに高率でD場・

32，6％，E場18．0％，平均27．7％であった。その検出

菌叢はD十指場およびE艀卵子間に多少の差異は見られ

るがD艀丁場およびE艀卵場合計ではAron　E7ite7－obce－

cteriaceae　（15．5％），　C／oaca　（！2．2％），　Citrobacter　（6．8

％），　Escl？erichia　（4．1cr／o），　K／ebsie／／a　（2．7％），　Protezt．s’

一　20　一



白坂・難髄獅晶よ鋼蔓獅芝欝鰹翻衡鷹

〈1．4％），Serratiα（0．7％）およびIVorg’ane／／a（0．7％）

ならびにEschericheae（2．7％）等の多数の三二が検出

され，その二二属の検出頻度ではIVo7z　E7zterobczcteri一

．aceaeおよびC／oacaが最も高率であり，　P7・oteZtSがや

や低率であってその検出菌叢ならびに検出頻度はアヒル

卵の発育停止卵のそれらと概ね一致していた。

　2．　月別菌検出率および菌叢

　第16表で示した艀二時無精卵の菌検出および菌叢を

月別に検討した成績は第20表の如くであった。

　ニワトリ購…二時無精卵170個からの菌検出率は8月

く1．6％）および10月（2．3％）に各1個あて検出され

た。

　アヒル艀三時無精卵148個の月別菌検出率は3月
て50．O％），　5　月　　（48．090），　6月　　（41．6％），　7．月　　（！8．0

％），8月（20．0％），9月（24．0％），10，月（！4．3％）で

3月，5月，6月が他の月に比してやや高率であり，5

～6月の時期に高率であったことは発育停止卵の月別菌

検出率と同じ傾向を示していた。

　C．囎卵時における正常発育卵のEnterobαeteri一

・aceae

　翌旦時におげる各回令別の正常発育卵の菌検索成績は

第21表に示す如くであった。

第21表　正常発育卵の菌検出成績

あった。

　④　アヒル卵の艀卵27日卵令で卵殻および卵殻膜が

共に破れたものの卵白，卵黄から菌検出陽性のものがあ

り，また同三二で卵殻が破れ卵殻膜が完全であると思わ

れたものの卵白，卵黄から菌検出陰性のものがあった。

　⑭　すなわち正常発育卵においても二化直前の三児の

二三によって卵殻および卵殻膜が破れた場合には卵外よ

り侵入したと推量される菌の三内に検出し得る可能性が

多いと思われる。従って舞化直前卵を収容する鰐卵器内

の清潔は育すう率の向上に大きな影響を及ぼすものと考

えられる。

酬七丁
令臼

5
8
2
3
5
7
8
9
0
7

　
　
1
1
1
1
1
1
2
2

ニワトリ卵
検索個数

●
0
。
0
0
0
8
0
1

　
　
　
4
2
3
3
3
4

　
1

●

計 209

アヒル卵
検索個数

4
◎
5
8

3
　
　
4
9
〕

．

●

9
〕
7

2

136

菌検出成績

1．　アヒル卵12EI

　卵令の45個の中

　1個に卵白，卵黄

　のそれぞれに

　c／oaca陽性

2．　他は悉く卵白，

　卵1黄共に菌検出陰

　性

　すなわちニワトリ卵209個およびアヒル卵136個の正

常発育卵からの菌検出では，僅かにアヒル卵！個の卵白

および卵黄からC／oacaを純粋に検出し得たのみで他の

正常発育卵からの菌検出はことごとく陰性であった。

　しかし二化！臼前に卵殻の破れた卵の菌検出を参考の

ため実施して得た成績は次の通りであった。

　（イ）ニワトリ卵の三三20日記令で卵殻および卵殻膜

が共に破れたものの卵白，卵黄から菌検出陽性のものが

W．総括よおび考察

　1．正常発育卵，無精卵および発育停止卵のErstero一

みαc彦ε露αcθαθ検出

　鰐瞬時におけるニワトリ卵およびアヒル卵の正常発育

卵，無精卵ならびに発育停止卵（死籠卵を含む）卵内容

物のEnl’erobaci’erlaceτe（マッコンキー培地発育菌）菌

検出成績は第22表（第4表，第19表，第21表の整

理）に示す如くであった。

　すなわち正常発育卵ではニワトリ卵の菌検出率は陰性

であったが，アヒルのそれは0．7％でC／oaccxのみを

純粋に分離した。

　無精卵（鮮卵器学期4日後の検卵時に摘出）ではニワ

トリ卵の菌検出率（1．2％）はアヒル卵のそれ（27．7％）

に比して甚だ低率であった。また無精卵からの分離菌種

もニワトリ卵ではEscherlchiα（0，6％），　K／ebsie／／a

（0．6％）の僅：か2菌属であったが，アヒル卵ではC／oaca

（12．2fTo），　Citrobacter　（6．8％），　Esclzericlzia　（4．1910），

K／ebsiel／a　（2．7％），　Proteets　（1．490），　Serratia　（O．790）

および．ZVforg“α7ze／／a（0．7％）等多種の菌属が検出され

た。

　発育停止卵ではその菌検出率（ニワトリ卵15．4％，ア

ヒル卵67。4％）はニワトリ卵アヒル卵共に無精卵の菌

検出率（ニワトリ卵1．2％，アヒル卵27．7％）に比して

甚だ高率であり，またニワトリ卵の菌検出率（！5．4％）

はアヒル卵のそれ（67．4％）に比して甚だ低率であっ

た。

　すなわち　イ）ニワトリ卵，アヒル卵共に艀卵時の正

常発育卵，無精卵および発蕎停止卵（死籠卵を含む）の

3寸間のEnterobacteriaceae検出率には差異があり，

また　W）無精卵および発育停止卵共にニワトリ卵およ

びアヒル卵の2三間の菌検出率には大きな差異があっ

た。
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第22表　蛎三時における各種卵からの菌検出成績
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　ニワトリ卵，アヒル卵共に正常発育卵の菌検出が無精

卵のそれに比して低率であることは生体の発育と云う環

境によるものと推察する。

　ニワトリ卵の菌検出率がアヒル卵のそれに比して無精

卵，発育停止卵共に甚だしく低率であることは陸棲家禽

と水棲家禽の環境差異によっておこる欄外，三内の菌汚

染度の相違によるものと先づ推量し得るが，さらに波辺

ら47）’”50），橋本51）・52）がニワトリ卵について述べている卵

殻通過の難易，卵内容物の菌に対する自然抵抗性，卵内

容物の殺菌作用等の細菌を主体とした側面や，卵を主体

とした側面からの各琵内外要因の両卵における差樽等に

ついては将来の検討を待つものである。

　2．　発育停止卵のff」reXerobαcSeyiesceese検禺率

　ニワトリ卵の艀卵時各卵国別（第1回申止卵～第3回

中止卵および弓削卵）r≡！’i検出1三は3％，12％，20％，27

％計（平均）15．4％で艀！卿寺卵令の進むに従い逐次高

率となり，アヒル卵のそれ（拓1回中止卵～第4回中jL

卵および死籠卵の1：険率）は47％，68％，82％，67　％，

78％計（平均）67．4％でニワトリ卵と比べて甚だ高率

であり，且つニワトリ卵のように艀卵時卵令の進むに従

って逐次高率となることなく第2回中止卵の爾検出率は

既に死籠卵のそれと殆んど同率であった。

　各艀卵場別菌検出率では卵令の進んだ時期のニワ1・り

卵（第3圏中止卵0～30％，死籠卵4～47％）およびア

ヒル卵（第4回中止卵22～83％，瓦籠卵56～84％）の

菌検出率は卵令の進まない時期卵の爵検出率に比して差

異を示していた。

　月別撫検出率ではニワトリ覇は最低14％，最高！8％

で月別の問には著しい差異を示さなかったが，アヒル卵

は最低46％，最高87％で5月および6月に他の月に比

して佐かに高率を示していた。

　浜町11）（1953）はニワトリ発育停止卵から35．3％の

菌検出を行い，渡辺らIs）（1952）はニワトリ卵の艀卵時

第1回中止卵38．2％，第2回中止卵24．2％，第3回中

止卵25．0％，死目卵73．0％，計（平均）57．9％の菌検

出を行っている。板垣ら25）（1960）はニワトリ卵の艀卵

時発育中止卵から26．9％，死籠卵から71．5％計（平均）

42．9％の菌検出を行っている。無機卵の菌検軍卒が発

育中止卵のそれよりも大であることは渡辺，板垣等によ

って指摘されているし，本実験の成績もまた同様な成績

を示している。しかし発育停止卵の菌検出率は本実験成

凄では15．4％，渡辺の成績では57．9％，板垣の成績で

は42。9％，浜田の成績では35，3％であって前記三者は

本夫験成績より高い検出率を示している。

　本実験ではEnl’e7－ob（icl’erz；aceae分離培地としてマッ

コンキー寒天培地が使用され，前記三者の実験では血激

7s天または遠藤培地が使用されているので，この菌検出

率の差異は使用培地の差異にも因るであろうが本実験で

は実験方法の項で前述したように卵内容物の検藍材料で

は壷液尽天培地およびマッコンキー寒天培地の両培地発

育肖の間には油嬢出率に大差がないので，この差異の主

なる理由は凶執出培地の差異によるよりもむしろ杉財ミ材

料卵が発育停止後艀卵海内に長い期闘の問取置されてい

たおそれあること，および艀卵場問の差異等のために起

った差異によるものであると考えられる。

　3，　i発育停止卵の置魏εダ0ゐαe馳麺伽6翻

　ニワトリ卵の艀卵時発蕎停止卵から検幽されたE7ite・一

robacte7’i；aceae（マッコンキー寒天培地翼青口）の菌属

およびその検出率はEscherichin．　4．5％，　Scr／〃no？ze／la　2．2

％，　Proteits　1．290，　K／ebsie／／a　1．1％，　C／oac‘；　1．1％，．
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Citrobacter　O．5％，　Proz］idencia　O．2ct／o，　Ari．orvona　O．1

90，　Haf＞i　ia　O．1％，　Rxettgere／／a　O．1％，　EsctT？ericheae

O．70／oおよびiN「on　E7zterobacte7“iace（z．e　5．4％計17．2

％（但し画検出率15．4％）であり，その検出菌属の種

類は第1回中止卵では僅かに3菌属であったが死籠卵で

は殆んど全菌属におよび卵令の進むにしたがって検出さ

れる菌属の種類は多くなっていた。

　アヒル卵の門門時発育停止卵から分離される菌属およ

びその検出率はC／oaca　12．7％，　E5clz67・齢∫α1LO％，

Proteus　8．89fo，　Citrobacter　6．20／fo，　Atiorgane／／‘z　4．79（o，

K／ebsiegla．　4．2％，　Salmone／／a　2．8％，　Serraticz　1．！％，

Rett．o’ere／／a　O．6％，　P7Aovide？zcia　O．3％，　Llcptn　ia，　O．190，

Esche7－ic1～eae　21．5％，　Pプ。雄z85．6％，および入わ7z　Eア～≠6－

robacteriaceae　24。8％計104．4％（但しiJ検出率67．4

％）であり，卵令別検出菌属の種類はニワトリのそれと

異り既に第i回中止卵から死門門と同禄に多種頚の菌属

が検出された。

　ニワトリ卵およびアヒル卵の両者におげる検出菌属を

比較三門すれば㈲ニワトリ卵およびアヒル卵の両者共

に比較的多く検出された菌属は一Escゐerichia（V）ニワト

リ卵で比較的高い検出率でアヒル卵で比較的低い検出率

で検出された三門はSa／’n20ne／／aのアヒル卵に比咬的

多くニワトリ卵に比較的少ない菌属はCloncaおよび

C7；t7・・oba．cter（＝）両者芸与に中等度に検出されたものは

．片。オα6およびK／ebs21e／／a，㈱両者共に比較的検出頻度

の少いli三1渇はP鱒疵46ノκ忽，　Hけ〉磁およびR8μg6r認α

で（→ニワトリ卵で検出されたがアヒル卵で検出されな

かったM忌は三三駕，アヒル卵で検出されたがニワト

リ卵で検出されなかった菌属はSerratiaおよびMω㌔

gane／／a．（D　3みなε1㍍は両者共に検出されなかった。

　ニワトリ卯およびアヒル卵の艀卵場別検出菌／萬はニワ

トリ卵，アヒル卵共に検出韓の高率であったi［ififs｝は共に

各回卵場から検出され，検出率の低率であったものは当

然の事乍ら共に特定の艀弓場のみから検出された。

　また月別検出町田においてもニワトリ卵，アヒル卵共

に検出率の高率であった麩嘱は各月に検出され，検出率

の低率であったものは当然の事乍ら特定の月にのみ検出

された。

　また之等菌検出陽性卵のうち緬純粋検出卵個数の凶倹

出卵畳数に対する百分率ではニワトリ卵（82．9％）に比

しアヒル卵（37．3％）ははるかに低率であったが第1回

中止卵から死箆卵に至るまで，卵令の進むに従って次第

に函純粋検出卵個数の菌検出卵個数に対する百分率が減

少してゆく傾向（ニワトリ卵100％，92％，82％，78％，

アヒル卵で49％，42％，36％，45％，25％）は両者共

に同様であり，また純粋菌の菌属およびその検出頻度の

割合は両卵ともにほぼ発育停止卵のそれらと同様であっ

た。

　浜田ωは発育停止卵の検出菌の中，大腸菌群7．4％，

サルモネラ6．6％の計14％のEnterobacteriaceae検

出を挙げ大腸熊鷹15株につき生物学的性状を検した結

果，Esc／ierichia　coli　co17z77zzt71io7”およびその変異種；

E．Pa7Aa　e7？ter’icaおよびその変異種；E．　Paragrztentha／i，

Aerobacter　o窺）・tOCZ〃π，　E。60ZO甜0μ6α傭およびE．

co／oides　z，（i．7”Aその他の菌で大腸菌属は多種性であっ

たとしてる。渡辺ら18）は発育停止卵からの検出菌の中で

Bacte？一iztm　14e／to，　Scz／monel／a　8．09（o，　．Proteus　4．19（o　rt”ft

26．1％のグラム陰性桿謡の検出を行い，板垣ら25）は発

蕎停止卵からEsclzer21chitz　3．0％，　Sabno7z　e／la　1。8％そ

の他のEnte7Aobactei－iaceae　5．8％，　Bacterltu］z　anib’ctiuクπ

0．6％の計11．2％を検出している。

　前述のように之等先人の報告によっても検出される

Enterobacteria．ceaeは多種性である事がほぼうかがえる

が，さらに本研究において発育停止卵から検出される

Enterobacteriacea．eはサルモネラなどの特定の扇属のみ

に限定されることなく広く多種多様の附属に亘ることが

明らかにされた。

　婆．　サルモネラ

　艀卵時正常発育卵および無精卵におけるサルモネラの

検出率はニワトリ卵，アヒル卵共に陰性であった。

　サルモネラの艀卵時発蕎停止卵（死門門を含む）にお

ける検出ではニワトリ卵，アヒル卵共にその検出率は同

率の2。8％であったがニワトリ卵は卵令の進むにした

がって逐次高率の検出率を示し，アヒル卵は第1回中止

卵において既に死籠卵と同様な検出率を示していた。

　検出菌型はニワトリ卵でS．汐u／／Oデーi．ii？z，3．納0〃ψ50π，

S．fJ　otsdamおよび・S’．　se7？ftenbergであり，アヒル卵

でS．？zf／／orzt，mおよびS．　enteritidisであった。

　ニワトリ卵では5．！）Zt．／／o7－uηn（検出率1．5％）は第1

園中止卵から死籠卵に至る迄各卵令の発育停止卵に検出

され，鯨卵三二に湿ても7鱒卵場中6艀卵場から検出さ

れ，検索月別に見ても検索月の二月にわたって検出され

た。さらに飢死ニワトリヒナおよび健康ニワトリヒナか

らも検出率2．8％および0．3％で検出された。

5．tho〃n！）so？z（総出率0ユ％），5．　Potsda〃z（0．1％）お

よびS．senftenbe7－g（1．1％）は主として死籠卵に検出

され特定の鱒劇場のみに，また3月，5月の月のみに検

出された。さらに弊死ニワトリヒナおよび健康ニワトリ

ヒナからのlj検出率はそれぞれ　3．　tho〃ψ50η4．7％，
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O．790，　S．　Potsdam　O．9％，　O％，　S．　senftenberg　3．590，

6．9％であり，艶死ヒナおよび健康ヒナのみからはS，

iru7？zzcもまた1．9％，0．7％の検出率で検出された。

　前述のニワトリヒナ由来4種の菌型は特定の購卵場の・

みに，また3月，5月および！0月の春，初夏および秋

の検索月に検出された。

　5「。i7－Zt17ZZSはわが国で初めて分離嗣定された22）・2S）サル

モネラの菌型である。

　アヒル卵ではS，！）zt／／ori〃ni（検出率0．1％）は第1回

中止卵のみに，1砂面場から，8月に検出され，5．ente－

ritidis（検出率2．7％）は配流回中止卵から死籠卵に至

るまでの翻身令の発育停止卵に，1凝血場から，6月お

よび！0月の月に検出された。艶死アヒルヒナからのサ

ルモネラ検索は陰性であった。

　なおニワトリ発育中止比々殻表面からS。senf－tenberg

！株を，成ニワトリ病変卵巣からS．PZt．／／orz〃nz　1株を

検出し，アヒル濡々殻表面からのサルモネラ検出は陰

性，成アヒル直腸糞から5「．newbrifnswick　i株を分離

し得た。

　3．2bZt．l／Oi－ti7n（卵由来）およびS．　newb’runswick（直

腸糞由来）がアヒル由来として分離されたのはわが国で

初めてのことである。

　すでに「まえがき」で述べたようにニワトリ卵，ニワ

トリヒナおよび成ニワトリのサルモネラ感染に関する研

究は数多くなされていて，吾等のうち卵に対するサルモ

ネラの感染様式としては2つの様式が考えられ，1つは

成ニヴトリからその産卵した卵への先天的感染様式であ

り，他の1つは保管途上とか鰐鳥途上とかにおいて産卵

後，糞，周囲の物件等の外界からの後天的感染様式があ

ると考えられる。

　すなわち前者の感染様式として5「．ヵz〃α・〃π感染ニワ

トリが産卵した卵ではS．PZt．／／orzenzがその親からその

卵へ伝達されることは周知の事であり，この事はわが国

においても川島ら53），渡辺ら54）・62），佐藤ら55）・56），田坂

ら57），秋山58），島倉マ6）等によって既に報告されている。

本実験成績でのS．lbul／orunLが他のサルモネラと異りr

すでに艀卵時発育初期のニワトリ発育中止卵から検出さ

れたことは前述の先天的感染を裏付けるものであろうと

考察し得る。また本実験成績で5「．PZt／／orL‘7nが艀卵場

別にも，月別にも広範囲に検出されたことから本菌が種

鶏場ないしは順潮場闘に相当の広範囲に浸潤しているこ

とがうかがわれる。

　5．thonzPson，5．　Potsdaノπ5．　seノ～fteizbergなどの

S．Pzt．llorum以外のサルモネラが艀卵時ニワトリ卵およ

びニワトリヒナから検出された成績は前述のように数多

くあるが成ニワトリから検出されることは極めて稀れで

あって，成ニワトリからの検出が稀れであることについ

ては：EDWARDSら59）も既に述べているし，わが国におい

てもこれら菌型の分離については河島ら60），岩森らle），

三浦ら80）の分離報告を僅かに見るにすぎない。また渡辺

らls）・2D，佐々木ら26），小野ら12），浜田6D，三浦ら32）が

急速凝集反応によって摘出された野外および人工感染ニ

ワトリの体内菌検索で5．senftenberg等の菌検出は陰

性ですなわち保菌ニワトリの検出成績は陰性に終り，こ

れら菌型サルモネラの成ニワトリから惑えの先天的感染

は明確にされていない。

　渡辺ら20）は卵の卵殻膜，卵黄等の検索部位別訴検出に

よって二つの感染様式のあることを明らかにし，艀卵時

卵のサルモネラ感染には艀卵開始前から卵黄嚢内に保有

されていた菌によるものと卵殻膜上から侵入した菌によ

るものとがあり，S．　senftenbergの感染様式には前者

を確認する事は出来なかったとし，LANcASTER63），

BIGLAND64），　OREL65），浜田61）等多くの研究者は　S．

Pze／／oru77z，　S．　senftenberg，　S．　tho7］zPson，　S．　tyPhimu一

プ如π等の揺る菌種は卵殻を通過して叡感に侵入し得る

ことを，渡辺ら47）は艀盛時の卵が卵殻外から卵内へ

S．senftenbergの感染をうけることを実験的に証明して

いる。

　5．PZt／lorzt’in以外のサルモネラが特に無慮時卵令の最

末期である死面卵に多く検出されて，艀卵初期の発育中

止卵からは検出されていないとの成績を得た本実験成績

は「S．Pu／／oru7？L以外の感染様式がS．　Pu／／orLtnzの如

き先天的感染よりもむしろ艀卵途上における外界からの

感染によるもの」と示唆している前述の多数研究者の成

績を裏付けているものと考えられる。

　煎卵時ニワトリ卵，発死ニワトリヒナおよび健康ニワ

トリ初生ヒナの3者の検索材料から検出されたサルモネ

ラを菌子別，艀盛場別および月別に考察すれば5．Pzt／／o－

2－z〃πを除く他のサルモネラでは蹴る特定の菌種が3者

の検索材料問に共に検出され，しかもその検出菌は特定

の艀卵場に，且つ特定の月に検出されたこと，さらに発

育停止卵の卵殻表面からS．senftenbergを検出したこ

となどから推量して，艀卯時発育停止卵，肇死ヒナおよ

び健康ヒナの相互間のサルモネラ感染は，特定の魚卵場

単位に密接な関係があると考えられる。

　以上のことは同一艀卵場において溶卵時卵およびヒナ

の両者から検出されるS．！］Zt／／oruiiz以外のサルモネラ

菌型はほぼ特定の菌型で，ヒナ由来サルモネラ菌型は艀

卵時卵由来のサルモネラ菌型と密接な関係があることを

示し，このことは秋山3a）・58），島倉76＞等の報告からも同様
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なことが推量：される。

　アヒルのサルモネラ病の中，ニワトリにおけるヒナ白

痢と同様に損害の大きな疾病としてアヒルヒナにおける

家畜パラチフスのKEEL病が背から知られ，その病因菌

の1つであるS．‘魏α彦乙〃πはニワトリにおける5ψ〃。一

プz〃〃と同様に病アヒルから産卵された卵を通じてその

鰐化アヒルヒナに先天的感染を成立させるとされてい

る。

　本実験でアヒル卵からのS．Pu／／ore．o］b検出はE艀卵

場飼育アヒル産卵由来のもので，後濤当艀卵場飼育アヒ

ルについてヒナ白痢急速診断を実施した結果，強陽1生ア

ヒル1羽，弱陽性アヒル2羽が検出された。S．Pzt／lorzt7n

はこのE場アヒル卵の鰐卵時第1回中止卵の卵黄のみか

ら検出され，第2回中止卵以後の艀卵時卵で分離されて

いないことは，5．Pzt，／／o7・et，mはニワトリ卵におけると同

様にアヒル卵でも先天的感染によって国内に菌は感染し

ていたことが可能であったとも考えられる。

　またアヒル卵由来5．enteア・ltidisがニワトリ卵におけ

る5．餌ZZα・～〃πのように第1回中止卵から死華押まで

の各鰐卵時下令検索卵から検出されたことから考察して

アヒル卵由来5「．enterit’idtlsは婚卵前にすなわち排卵直

後から長期間を経過しない以前に外界から町内に侵入し

たとも推量されるしあるいはまたニワトリ卵における

5．Pi・t／／o？AunzのようにS．　egzteriltidisは産卵された卵に

すでに先天的に成アヒルから感染していたとも推：量され

る。

　アヒル卵を原因食とした食中毒の病因菌として3．

6舵8プ漉読5および5「．妙舜∫〃Z～〃一々〃μカ§最も重要視され

ていることから考えでD・79），本実験でのS．6ノ吻・漉4お

がアヒル卵から高率に検出され，加うるに艀卵前の卵内

に既に本四が存在していたおそれのあることは食中毒予

防の公衆衛生面から注目されるべき重要な問題であると

：考える。

　5，　大腸菌の菌型

　成アヒル直腸糞ならびにこれら一群が産卵したアヒル

卵の新鮮卵，鮮卵時無精卵および発育停止卵から分離し

た46株中にEscherichiα0一凝集反応で0－119で抗血

清に強く凝集するもの！！株（23．4％）があり，之等は

無精卵および発育停止卵に由来するものであった。

　0－119抗血清に凝集する大腸菌はSMITH66＞（1953）に

よって乳児に散発性或は小集団性に発生する比較的重篤

な急性下痢症から検出されている。

　この流行性乳幼児腸炎病因菌として認められている

O－1！9抗元を有する大腸菌をアヒル卵由来菌として分離

したことはアヒル卵由来食中毒の研究上甚だ興味あるこ

とと思われる。

　6．非腸内細菌の性状

　ニワトリ卵およびアヒル卵の艀卵時発育停止卵（死籠

卵を含む）についてマッコンキー寒天培地を分離培地と

した腸内細菌検索を行った結果，非腸内細菌がニワトリ

卵で5．4％，アヒル卵で24．8％の検出率で検出された。

　非腸内紐1菌もまたEnte？・obacteriaceaeと同様にニワ

トリ卵で低率に，アヒル卵で高率に検出された。

　非腸内細菌の中でBsW（Bact．α7z吻一当〃ノのはニワ

トリ卵に多く検出（3．5％）され，アヒル卵にはその検出

（0，8％）は少なかった。

　坂崎ら40），板垣ら25）もそれぞれ七面鳥の死声楽，ニワ

トリ卵の発育停止卵から50％，0．6％の検出率でB5

Wを検出している。

　アヒル卵の非腸内細菌は生物学的性状から翫んηノno－

bαcter，　Pseitdomonas　aerzt，ginOsa，　Fravobact’eri“〃Zま

たは躍αぬg67z65幽6cα薦等の何れかに属する菌種であ

ると思われた。これらアヒル卵から検出された非腸内細

菌群は土壌ないし水中から多く分離される菌種であるの

でニワトリ卵，アヒル卵の問の非腸内細菌の菌分離差異

は陸簿家禽と水棲家禽の棲息場所の環境相異によってお

こったものと考えられる。
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第II編　E’nterobαcte7”iaceaeのfJfil｛卵時卵内への侵入

　　　　　　　　　目　　　　次

1［，まえがき

∬．実験方法ならびに実験成績

　A．Enle740bacleri．aceaeの艀卵時有精卵内への侵入

　　1．　人工殺正常発育卵を鰐卵器内に納置した場合に

　　　　おける菌の郭内への侵入

　　　a．　実験方法

　　　b．実験成績

　　　　1）正常発曹卵

　　　　2）　艀卵器内納置β数別，人工冷殺正常発育卵

　　　　3）　鮮碧別人工冷殺正常発育卵と発育停止郵

　　　　4）　パラフィン包人工殺正常発育卵

　　2．卵殻にサルモネラを塗布した人工殺正常発育卵

　　　　を旧事港内に納置した場合における菌の卵内へ

　　　　の侵入

　　　a．実験方法

　　b．実験成績

　　　　1）人エ冷殺正常発育卵の卵殻表面にS．sen－

　　　　　ftenbe7－gを塗布した場合

　　　　2）　ニワトリ人工冷殺正常発育卵の卵殻表面に

　　　　　5．ρz〃。π‘〃zまたはEschericゐia　を塗布

　　　　　　した場合

　　　3）殺方法を異にしたニワトリ人工殺正常発育

　　　　　卵の卵殻表面にS．senfte7zberg’を塗布し

　　　　　　た場合

　3．腸内細菌の筆生（ASSQciation）作用

　　a．実験方法

　　b．実験成績

　4．卵令別懇薄停止卵の卵殻に対するアルカリ液お

　　　　よび色素液の浸透性

B．E’nierob（zcter’iaceaeの艀卵時無精卵内への侵入

　L　無精卵を頭芋器内に納置した場合における菌の

　　　卵内への侵入

　　a。実験方法

　　b．実験成績

　2．卵殻にサルモネラを塗布した無精卵を艀卵器内

　　　に納擁した場合における菌の卵内への侵入

　　a．実験方法

　　b．実験成績

　　　1）　無精卵を5．senftenbe7”g菌液弓認に浸漬し

　　　　　て室温に放置した場合

　　　　2）無精卵をS．senfcenberg菌液中に浸漬し

　　　　　　て艀卵器内に納即した場合

　　　　3）　無精卵の卵殼表面にS．senftenbergを塗

　　　　　　翻し唐綿器内に納馨した場合

　C．Enterobacte7’iaceaeの新鮮卵内への侵入

　　1．産卵場別新鮮卵における菌の郭内への侵入

　　　a，実験方法

　　　b．実験成績

　　　　1）　室温放置経過日数別および卵殻表面汚染度

　　　　　　別菌検出率

　　　　2）　室温放置経過日数別検出菌叢

　　2。　室温放置経過H数別新鮮卵を鱒卵器内に納置し

　　　　た場合における菌の卵内への侵入

　　　a．実験方法

　　　b．実験成績

　　　　1）　正常発育卵

　　　　2）　無精卵

　　　　3）発育停止卵

　　3．新鮮黙々殻に糞を塗布した場舎またはその卵殻

　　　　を水洗した場合における菌の卵内への侵入

　　　a．実験方法

　　　b．実験成績

　　　　1）新鮮叢々殻にニワトリ糞またはアヒル糞を

　　　　　　塗布した場合・

　　　　2）　アヒル新鮮卵を水洗した場合

孤：．総括および考察

亙。まえがき

　艀卵時におけるニワトリ卵およびアヒル卵の発育停止

卵（死籠卵を含む），正常発育卵および無精卵の卵内容

物からのl17ite7－o／？‘？cteriaceae検出にはそれぞれ卵種別

間ならびに正常発育卵，または発育停止すなわち胚児の

発育または胚児の死によってその検出率に大差あること

を電工編で述べ，その差異の主なるものは環境汚染の低

い陸棲家禽と環境汚染の高い水棲家禽の差異，ならびに

生体の発育と生体の死の差異と云う環境によるものであ

ろうと云うことを考察推量した。

　従来艀卵時の卵についての細菌学的研究は主としてす

でに胚児の致死した発育停止卵を対象として検索され，

特にこれらの卵から検出されるサルモネラと家禽の疾病

あるいは卵の発育停止の原因，はたまた公衆衛生面との
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関連においての重要性から数多くの研究報告がなされて

いる。また新鮮卵の細菌学的研ヲ冠は主として公衆衛生面

または卵の腐敗防止の面から研究されて来た。

　しかして艀三時発育停三門から検出される細菌の感染

には先天的感染（母鶏体内における卵巣感染，甥泄腔感

染等も含めて）と産卵された後，外界から卵内へ侵入す

る後天的感染が考えられ，前者においてはS。／）z｛／loru〃7z

の如く感染母鶏から卵への伝達様式が考えられ，後者に

おいては菌の外部から卵殻を通過して三内へ侵入するこ

とが多数の研究者によってすでに実験的に明らかにされ

ている。　また後者においては先づ卵殻の透過性（卵殻

膜をも含む）が問題となり，その検討は気体を用いる方

法（ROMANOFF67），　WALDENら6s）等），液体を用いる

方法（FROMM69），野並7。）等）または微生物を用いる方法

（TRussEL71），　WALDENら68），　KRAFTら72），　OREL65），

STUARTら73），　MALLMANら？の，　B£ANら39），LANKA－

STERら63），　BIGLANDら6の，浜田61），汲：辺ら47））等の測

定によって測定検討され，ニワトリ卵の透過性は主とし

て卵汲の多孔性によるものであるが，ニワトリ卯の二種，

年令，飼料，産卵時の季節，卵殻の厚さ等の条件によって

卵の透過性は変化することが述べられているし，微生物

の四民侵入は湿痩，湿度，卵の比重，微生物の種類によ

っても異り，艀二時の卵ではその卵令別によっても異る

ことが述べられている。

　すなわちOREL65）（1959）はPse？κdomonasを新鮮ニワ

トリ卵穀に塗布乾燥させ常温（20～21℃），相対湿度70

～90％に放置してその卵内への薗侵入には平均2封ヨを

要すると述べ，STUARTら？3）（1943）は1）se～κdo77ionas

aentgカnosaの培養菌液でニワトリ卵穀を処壇した場合，

数分問で卵殻膜の汚染される割合は60％であるが卵白

の汚染は10％，卵黄5％であったとし，MALLMAN

ら7S）（1944）は同様の条件下でニワトリ卵が腐敗するの

は少くとも48時間以降であると報告している。また
BF一．．／y）．〈T　e）一）39）　（1959）　（tll　1？seetc／ofno？？as　aerttg　inosa，　Sh－c一一一

PtOcOcciss　faecalls，　P1窃α～3脚7君ζ7加，　Pプ薦～ム9劉18αプ～5

の菌液中に15分間浸漬したニワト卯を約23℃（室温）

および13℃の両温度に保存した場含には細菌の卵殻通

過の速度は保存温度によって差はないが卵白へ到達する

速度は砥温において著しく低くくなると述べている。浜

田ω（1953）はまた新鮮な無二ニワトリ卵の卵最全面ま

たは！／3程度を5．se7iftenberg菌液中／こ浸渋し，湿度

を異にする37℃保存卵について検し，湿度の高い程門

内への薄侵入率は高くなる実験を報告して，微生物が卵

疫を通過し得るためには種々の要約すなわち菌の側から

云えばその運動性と大いさ，卵の側から云えば不適当な

貯蔵と汚染，これらにさらに湿度，温度等の条件が加わ

って初めて可能性が生ずるものと考察している。渡辺

ら47）（1959）は艀卵時ニワトリ卵の経卵殻感染試験を行

い，卵殻上のサルモネラによる下平卵の感染は鰯ヒ拶吟

4～8臼に卵殻上に附着した菌は12Bまでに卵殻膜に

達し，卵の内部に侵入するから多くの場合胎児は購卵の

中期から後半期に発育を停止する。そしてその可能性は

S．senftenbergに多く5．　PZf／／orunzにきわめて少ない

と考えられると述べている。

　しかし艀引時におけるニワトリ卵およびアヒル卵内容

物からのEnterobacterzaceae菌検出の差異，または正

常発育卵，発育停止卵および無精卵内容物からの菌検出

の差異について等外から郵内へとの菌侵入態度から検討

された成績が見られない。依って本実験では卵殻内面，

卵殻膜内面，卵白および卵黄の各検索部位からニワト

1）　，アヒルの両者の正常発育卵，発育停止卵，無精卵，

新鮮卵，人工殺正常発育卵および［みの卵殻表面塗布卵等

について菌検出を実施し，菌のこれら卵の引外から三内

への侵入態度の難易性を比較検討したのでそれらの検討

成績を報告する。

99。実験方法ならびに実験成績

　A．Ereterobdicteridicetseの晦卵時：有精卵内への侵

　　　入

　1．人工殺正常発育卵を勝卵器内に納置した場合にお

　　　ける菌の卵内への侵入

　卿卵子ニワトリ卵およびアヒル卵の正常発育郵ならび

に発育停止廓内容物（卵白，卵黄）からのEngerobacte－

7・icτcc？dle検出率は両二種共に，正常発育卵では極めて低

率（ニワトリ卵0％，アヒル卵。．7％）であるが発百停

iE卵のそれ（ニワトリ卵15．4％，アヒル卵67．4％）は

正常発育卵に比して両三猛薮に高率である。またニワト

リ二三停止卵の蔚検出はアヒノし卵のそれに比して甚だ似

率であり，かつニワトリ卵のそれは第1回（入卵4【ヨ

後），第2回（入卵！1澱後），第3回（入卯181：一i後）

中止卵および丁丁沸（入卵22口）と艀イヒ卵子（日：数）

の進むに従って漸次高率（3ユ％，1L7％，19．7％，27．3％）

となるが，アヒル卵のそれはニワトリ卵のそれと異なり，

第1回中止卵（入卯4LU後）では47．！％であり，第2

回（入卵11日後）中止卵（68。2％）においてすでに第

3回（入卵18濤後），第4回（入営25日後）申止夢ドお

よひ門門卵（入卵29日）と同様な高率（82．0％，67．2％

77．7％）を示ffことを第1編において述べた。

　正常発育卵内容物（卵霞，卵黄）からの菌検出が極わ
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、めて低率であることは生体の発育という環境によるもの

と推察しうるが，発育停止卵内容物からの菌検出が高率

であることは主として胚児を発症死せしめた病因菌によ

るものであるか，または逆に菌が外界または三内の外側

部（卵殻，卵殻膜）から卵の内側部（卵内容物である卵

白，卵黄）へと侵入して来て死胚児に寄生増殖したもの

によるものであるかは推察し難いことと思われる。従っ

て発育停止卵からの検出菌が卵外または卵内の外側部か

ら卵内内側部へと侵入したものに由来するか否かを確か

める目的で，正常発育卵を人工的に致死せしめた人工殺

正常発育卵を艀卵器内に納入し，この艀卵器全納置人工

殺正常発育卵の外側部（卵殻内面，卵殻膜内面）から内

側部（卵白，卵黄）への検索部位別菌検出，さらに人工

殺正常発育卵の卵殻外側をパラフィンで包み，外界との

連絡を断った四諦器内納置パラフィン包人工殺正常発育

卵の各検索部位別菌検出を検討した。

　　a．実験方法

　ニワトリ卵およびアヒル卵の人工殺正常発育卵の作成

には艀卵時各卵令（ニワトリ卵では入籍後5日，10日

および15日等，アヒル卵では入卵後8日，15日および

22日等）の正常発育卵を摘出して，これらを直ちに2QC

冷室中に24時間放置する冷殺方法で卵内胚児を致死せ

しめた。但しアヒル卵！5日卵令および22日韓令の卵

では20C　24時間放置で全卵個数を致死せしめることが

出来なかったので20C　48時間冷室に放置して致死せし

めた。

　また一部の人工殺正常発育卵は冷殺方法によって殺処

置した後，加熱滅菌融解パラフィン中に瞬間浸漬を2～3

回繰り返し卵殼にパラフィン薄膜をつくらしめ，その卵

を実験に供した。これら人工殺およびパラフィン包の両

種実験卵を舞卵器内に納置後，各検索部位の菌検索を実

施し，また同一艀卵器内の発育停止卵および比較的清浄

な鰐卵単解人工冷殺正常発育卵の菌検索をも実施した。

　正常発育卵，人工冷殺正常発育卵，パラフィン包人工

冷殺正常発育卵および発育停止卵の菌検索部位は各卵の

卵殻内面，卵殻膜内面，卵白（卵令の進んだものでは尿

膜液）および卵黄の国内各部位とした。

　菌検索の実施にあたっては先づ卵の気室部を3％クレ

ゾール水綿花および70％アルコール水綿花で清拭し，

さらに火焔によって滅菌した後，気室部の卵殻を滅菌ピ

ンセットをもって除去し，その切除孔から菌分離の材料

として卵白および卵黄の1白金思量を採取し，マッコン

キー寒天培地に直接塗抹接種した。

　卵内容物を全部抜き出した後，滅菌ブイヨンを浸した

滅菌綿棒で卵殻膜内面をおおむね5　cm2拭き取り，この

綿棒をマッコンキー寒培地へ卵殻膜内面の材料として塗

抹接種した。さらに滅菌ピンセットをもって卵殻膜を静

かに卵殻から剥離し，その間隙から卵殻内面のほぼ5

cm2 �ﾅ菌ブイヨンを浸した滅菌綿棒で拭き取り，この

綿捧をマッコンキー寒天培地へ卵殻内面の検索材料とし

て塗抹接種した。卵殻膜の剥離にはニワトリ卵では艀卵

粉卵令18日頃から，アヒル卵では艀卵時指令0日（鱒

化当日）から容易であった。

　接種培地は！8～24時間37。C培養を行い，菌の集落

発育をみた培地をEnterobacteriaceae菌検出陽性とし

た。

　　b．実験成績

　1）　正常発育卵

　ニワトリ，アヒルの両拳馳駅に正常発育卵内容物（卵

白，卵黄）からの菌検出は殆んど陰性（ニワトリ卵0％，

アヒル卵0．7％）であることはすでに第1編で述べた

が，本実験で実施した5～27日時令（艀卵器内へ入卵後の

日数）のニワトリおよびアヒル正常発育卵の卵殻内面，

卵殻膜内面，卵白，卵黄からの各検索部位別菌検出成績

は第1表に示すようであった。

　ニワトリ卵では8～19日卵管正常発育卵の菌検出は

各検索部位共に陰性であったが，20日勅令41個のうち

1個の卵殻内面および卵殻膜内面の菌検出は陽性で卵白

および3卜黄の菌検出は陰性であり8～20日卵令209個

合計の各検索部位別菌検出率はそれぞれ0．5，0．5，0，

0％であった。

　アヒル卵ではニワトリ卵と異り，　すでに5日軍令正

常発育卵の卵殻内面菌検出率が14．7％で5～27H三

聖計136個年各検索部位別菌検出率はそれぞれ11．0，

2．1，0．7，0．7％であり，アヒル卵の菌検出はニワトリ

卵のそれに比して各検索部位共に高率であった。

　すなわちニワトリ正常発育署内では菌は殆んど検出さ

れないが，アヒル正常発育卵内では特に卵殻内面では菌

は検出されることがあるとの実験成績であった。

　2）艀卵器内納置経過日数別，人エ冷殺正常発育

卵

　艀卵時弾唄5日，11日および17日の人工冷殺正常発

育ニワトリ卵ならびに卵令8日の人工冷殺正常発育アヒ

ル卵を艀卵器（入卵個数少数：で，ホルマリン消毒直後で

あり器内の空気が比較的菌に汚染せられることなく清浄

と思われた）内に1日，3日，5日および10平間納置

後に行った合計ニワトリ卵120個，アヒル卵40個（各

実験群10個宛）の各検索部位別菌検出成績は第2表に

示す通りであった。

　ニワトリ声誉令人工冷殺正常発育卵では共に下書国内
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第1蓑　正常発育卵の各検索部位別菌検出成績
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第2表　人工冷殺正常発育卵の癬物納置経過日

　　　　数別丁検出成績
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備考：供試卵個数は各実験共にIO個宛である

心置日数が10日に至るも卵内各部位別菌検出率はほぼ

10％以下であってニワトリ正常発育卵の菌検出率よりも，

わずかに高かった。

　アヒル卵のそれはニワトリ卵に比して高くかつ艀卵器

内納置醸数が3，5，10日と長くなるに従って卵内の各

検索部位別菌検出率は逐次高くなり，艀卵三内丁丁10・

日の卵では菌検出率50％を示した。また検索部位別に

は各納置日数別検索時論に卵殻内面が他の部位に比し高

い検出率を示した。

　3）　卵令別人工女殺正常発育卵と発育停止卵

　卵令（艀卵器内入卵後の日数）の異なるニワトリ卵・

（丁令5日，10日，15日）およびアヒル卵（卵令8日，

15日，22日）の人工冷殺正常発育卵を5日間（ニワト

リ15日卵令の卵のみ6日間）艀卵器内に納置したもの・

および同一艀卵器内の卵令日数（人工殺卵の卵令日数十

人工殺後の艀卵器内納置1ヨ数）をほぼ同じくする発育停

止卵の両者卵について卵殻内面，卵殻膜内面，卵白およ

び卵黄の各検索部位別菌検出率は第3表に示す通りであ

った。

　ニワトリ卵では人工冷殺時厳令5日の人工冷殺正常発

育卵の各検索部位別菌検出率は！0．0，　・，15．0，15．0・

％，回田門門10日の卵のそれは20．0，・，20．0，20．0・

％，二時二二15日の卵のそれは20．0，15．4，12．3，10．8・

％であって，この菌検出率は人工冷殺正常発育ニワトリ・
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第3表　卵令別人工冷殺正常発育卵および発育停止卵の菌検出成績
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卵と同一三三器内で摘出され，　かつその七二とほぼ同

一丁令（人工三二の卵令臼数十人工殺後の艀卵器納置数

の5日間）の無処置発育停止ニワトリ卵からの菌検出率

（卵令9臼の卵で11．1，・，11．1，11．1％，卵令15日の

卵で2G．0，。，15．0，15．0％，二二21日の卵で19．0，

15．9，15．9，15．9％）と旧記令別にも，各検索部位別に

もほぼ同様な成績を示していた。

　アヒル卵では入工冷二時二三8日の入工冷殺正常発育

卵の各検索部位別丁丁率は13．3，6，7，6．7，6．7％，15

日丁令のそれは46．7，53．3，53．3，53。3％，22日卵令の

それは60．0，53．3，40．0，33．3％であって，この菌検

出率は人工冷殺正常発育アヒル卵と同一の艀卵器内で摘

出され，かつその卵令とほぼ同一二二の無処置発育停止

アヒル卵からの菌検出率（卵令！3日の卵で！8．2，18．2，

ユ3．6，9．1％，卵令20日の卵で40．0，40．0，40．0，40．0

％，卵割28日の卵で55．6，55．6，55．6，44．4％）と各

卵令別にもまた各検索部位別にもほぼ同様な成績を示し

ていた。

　またニワトリ卵の菌検出率は人工冷殺正常発青卵にお

いても，また無処置発育停止卵においても共にアヒル卵

のそれに比して低率であり，卵令の進んだ卵（ニワトリ

卵！｛）臼卵令，アヒル卵15日卵令）の菌検出率は三二

の短かい卵（ニワトリ卵5Ei卵令，アヒル卵8日丁令）

．のそれに比して高率であった。

　4）　パラフィン包人工冷殺正常発育卵

　卵令の異なる（ニワトリ卵5日，11日，17田，アヒ

ル郵5日，17臼，24N）人工冷殺正常発育郵の卵殻表

面をパラフ，fンで包み外界との連絡を断った卵を艀卵器

第4表　パラフィン包人工冷殺正常発育卵の

　　　　菌検出成績

卵　　種　　圃 ニワトリ夢β アヒル三

糸時の卵令　51117　51724
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内に5日間納置したものにつき各検索部位別菌検索を実

施した成績は第4表に示す通りであった。

　ニワトリ卵では人工冷寸時卵令5日，11日，17日の

卵の各検索部位別菌検出は全て陰性であった。

　アヒル卵では人工冷二時二丁5日の卵5個のうち4個

の各検索部位別菌検出は共に陽性，人工冷殺時卵令17

日遅卵5個のうち1側の卵殻内面および卵殻膜内面菌検

出は陽性，人工冷殺時二三24ヨの卵10個のうち4個

が菌検出陽性で検索部位別には卵殻内面4個，卵殻膜内

面3個，卵白，卵黄共に2個の卵に菌検出陽腔であり，

アヒル卵の菌検出はニワトリ卵に比べ各人工殺時卵令別

共に，また各検索部位別共に高い菌検出率を示した。

　すなわちニワトリ正常発育卵の卵内には菌は存在しな

いが，アヒル正常発育卵の卵内には菌が存在することが

あるとの実験成績であった。
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　2．　卵殻にサルモ皐ラを塗布した人工殺正常発育卵を

　　　鰐卵器楽に納置した場合における菌の卵内への侵

　　　入

　ニワトリ正審発育卵の卵内容は殆んど無歯であるが，

筑畜停止卵の卵内容では協検出が陽性であり，かつ人工

冷叡正常発冑卵を艀卵器内に納嘉すればその菌検出は同

一艀卵石内の卵令を同じくする発育停止卵のそれとほぼ

同様な成績であるが，人工殺ニワトリ卵をパラフィンで

包み鰐卵浅内に納置すればその卵紅の函検出は陰性であ

るので，ニワトリ発育停止卵の検出菌由来は艀卵器内で

卵愛外より卵内外側部（卵殻内面，卵殻涙内面），卵内

内側部（卵白，卵黄）へと侵入したものによると思われ

る。

　またアヒル正冨発育卵の卵内容ではニワトリ卵と異

り，菌検出が陽性であるが発育停止卵の卵内容のそれよ

りも低率であり，人工冷殺正常発育卵を艀卵器内に三郎

すればその卵内の菌検出は同一艀卵器内の卵令を同じく

する発育停止卵のそれとほぼ同様な成績であり，人工冷

殺卵をパラフィンで包み艀卵器内に納屍すればその卵内

の菌検出は陽性であるので，アヒル発育停止卵の検出国

由来1翻馴ヒのための寸土嘉納入前にすでに卵内に潜在し

ていた菌と艀卵愈々で飾、斐外より卵内へと侵入した函と

の2者の菌によるものと思われる。

　そこで本実験では人III殺正常発育卵，および無処置正

常発育卵の卵殻表面に凶を塗布し，この菌が卵内に侵入

するや否やを確かめる目的で実験を行った。

　a．実験方法

　人工殺正守li発育卵の作成には正常発育卵を冷却（2。C

24時間），加熱（60。C　2時間），または炭酸ガス内納置

（24時問）の方法によって卵の寸寸を致死せしめた。

　冷殺方法は前述の通り卵を2。C冷室中に24時間放置

する方法（ただし卵令15臼および22日アヒル卵のみ

は48時門）であり，温室方法は卵を60℃温水中に2

時間浸漬する方法であり，炭酸ガス殺方法は卵を炭酸ガ

スの充満したガラス瓶中に24時聞納置する方法であ

る。

　これら人工殺正常発蕎卵および無処置正煽発育卵の卵

殻表面に培餐菌液を塗布する方法は卵の長径中央部卵投

表面の約10～16cm2冊子さにS．　senftenbc？7－e（t’，　S．　PZt・一

ZJoπ〃πまたはlfsclzerichiαの24時間ブイヨン培養菌

液を滅菌綿棒を用いて塗布する方法であり，塗布後直ち

に所要臼数の期間，艀卵器（平面鰐卵器）内に納肛して

八四を継続した。

　供試卵の卵内検索部位は卵殻内面，卵設膜内1蕾，卵白

（卵令の進んだものでは尿膜液），および卵黄であり，

函検出方法は前述した通り慣行常法に従った。

　b．■験成績

　1）人工冷殺正常発育卵の卵瀦表面にS．senftenberg

を塗布した場合

　卵令（種卵を艀卵器に納入後ニワトリ卵では5臼，10

第5表　卵殻表面にS．5ωψ6舶ε歪＝gを塗布した人工冷殺及び無処置正常発育卵を獅卵器

　　　　に納入した場合における菌検出成績

卵

卵　　種　　男彗

令　　　　5
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○内膳茎はS。ε6ノが勲う8磐以外の菌検出陽性卵個数
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日，15日，17日，アヒル卵では8日，15日，22日）

を異にするニワトリおよびアヒルの人工：冷殺正常発育卵

ならびに無処置の正常発育卵の卵殻表面の1部（約10～

16　cm2）にS，56ノψ6η66rg　24時聞ブイヨン培養菌液を

塗布した後に鮮卵器内に納置し，納置後3日または5日

問のEII数を経過した卵について各検索部位別に菌検索を

実施した成績は第5表の通りであった。

　卵令を異にするニワトリ正常発育卵計11e個のうち僅

かに1個（卵令15日の卵で菌塗布後艀卵器内納置5日

経過した卵）のみの卵殻内面および卵殻膜内面に塗布菌

の菌検出が陽性であった。

　なお鮮卵末期である卵令17日卵10個のうち1個の

卵殻内面および卵殻膜内面から塗布菌（5「．senftenberg）

以外の菌が検出された。

　しかしニワトリ人工冷殺正常発育卵計155個の供試卵

の各検索部位別塗布菌の菌検索では卵令5日（菌塗布後

納置日数：5日）および10日（菌塗布後納置R数3日）

のそれは各検索部位共に陰性であったが，卵令10日（菌

塗布後納置日数5日）の卵，卵令15日（菌塗布後納置

日数3EIIおよび5H）の卵，ならびに卵・令17日（菌塗

布後納置日数5日）の卵のそれには各検索部位共に陽性

のものがあった。

　それらの菌検出率は艀卵時卵令が進んだ卵程高率とな

る傾向を示し，人工冷殺後の鰐卵器量納置日数が長い程

高率となる傾向であり，各卵令別卵共に卵殻内面，卵殻

膜内面，卵白，卵黄の順に菌検出率は低下する傾向を示

した。

　すなわち各検索部位別百分率は卵令10日艀卵器内納

置日数5日卵で27，20，2②，22％，卵令15日納置日数

3日卵で14，11，6，6％，卵令15日掛置日数5日卵で

20，20，16，16％，時令17日納置日数5日卵で85，85，

75，75％であった。

　なお卵令10日，15日および17Hの卵からはそれぞ

れS．senftenbe7・g以外の菌も少数ではあるが検出され

た。

　各丁令別アヒル正常発育卵計61個に5．senftenbe2’g

を塗布し，艀卵器内納置5日を経過したこの供試卵につ

いて行った各検索部位別塗布菌の菌検出はことごとく陰

性であり，15日卵白および22日卵令の卵の卵殻内面に

塗布菌以外の菌が少数：例に検出された。

　また正常発育卵61個の卵令と怪鳥を同じくする人工

冷殺正常発育卵計5！個を菌塗布後艀卵器内に5H玉吟

楽して行った検索部位別菌検索においても塗布菌は僅か

22日隠遊人工冷殺卵20個のうち1個に各検索部位から

検出されたのみであった。しかるにこのアヒル人工冷殺

正常発育卵からは塗布菌以外の菌が高率に検出され，そ

の塗布菌以外の菌の各検索部位別菌検出率は8EII時令の

卵で18．2，18．2，18．2，18．2％，15日卵令の卵で95．0

95．0，95．0，80．0％，22日卵令の卵で55．0，55．0，55．0，

55，0％であった。

　すなわち卵殻表面に塗布されたS，senftenb’ergはニ

ワトリ正常発育卵では卵内に侵入し難いがニワトリ人工

冷殺正常発育卵では卵令10日艀卵器内納置5日卵，卵

令！5日副直3日卵の卵内には侵入し得るし，アヒル正

常発育卵ではニワトリ卵とほぼ同様に卵内へ侵入し難い

との成績を本実験で得た。また本実験では人工冷殺正常

発育アヒル陣内に卵殻表面塗布菌が検出陰性であったが

塗布菌以外のEnte7’obacte7’iaceaeが特に高率に検出陽

性であった。

　2）　ニワトリ人工冷殺正常発育卵の卵殻表面に，3．餌一

l／ortL7nまたはEscherichiaを塗布した場合

　卵令5臼，10日および17日ニワトリ人工冷殺正常発

育卵の卵殻表面の！部（約10～！6　cm2）にS．　PZtlloru〃n

またはEscheric　hiα24時間ブイヨン培養菌液を塗布し

た後，艀卵器内に3日または5日間納置し，しかる後難

検索部位別に菌検索を実施した成績は第6表に示す通り

であった。

　アヒル人工冷殺正常発育卵を艀卵器に納置すれば胚児

の冷駅前にすでに卵内に潜在していた菌によってこの種

の実験の成績は障害されるのでアヒル卵における本実験

は実施しなかった。

　ニワトリの卵令を異にする卵を人工冷殺した正常発育

卵計96個の卵殻表面にS．Pit／／orz〃niを塗布した卵の

検索部位別菌検索では，塗布菌である5．Pztllorun2は卵

令10日の卵（菌塗布後馬卵器内納置日数3日および5

日），卵令！5黛の卵（菌塗布後納置日数3日および5

H）ならびに卵令17日の卵（菌塗布後納置日数5日）

の各検索部位別に共に陽性に検出された。

　さらにその菌検出率は卵令が進んだ幾程高率となる傾

向を示し，各隠道別の慰事に卵殻内面，卵殻膜内面，卵

白，卵黄の順に低率となる傾向を示した。

　各検索部位別塗布菌（S．f）ul／o？”zon）の菌検出百分率

はIO畳韻令3欝艀卵器舞納置の卵で20，20，0，0％，

IO臼卵令5日納置の卵で7，7，7，7％，15日射爆3

日納置の卵で26，26，9，6％，15日卵令5日納置の卵

で22，19，！9，19％，17日卵令5日留置の卵で60，50，

50，50％であった。

　なお塗布菌以外の菌検出も少数ではあるが検出され

た。

　正常発育卵子89個の卵殻表面にS．Pit／／ori｛i7zを十
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第6表 卵殻表爾にS．Pu／loi”unz又はEscher2：c／ziaを塗布したニワトリの人工冷殺および無
処置正常発育卵を酒戦器に納寄した場合における菌検出成績

　卵　　　　　　種

卵　　　　　　　　令

菌塗布後の矯卵器納旗
日数

正　　常　　発　　育　　卵
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＼
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1＠　2回目50　5
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．酬塗璽誌面＿＿ここ二、瓢＿．
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ミ1卵　殻　内　　　　　　　　　　面i

l媒∵二選
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0
0

②
②
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②

0
0
0
0
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4　　　5

4　　　5

4　　　5

備考：0内数字は塗布萄以外の菌検出陽性卵個数

布した卵では塗布菌は生内に検出されなかったし，また

塗布菌以外の菌も殆んど検出されなかった。

　Escherichiaを塗布した人工冷殺正常発育卵（卵令15

日および17日）計20個についての卵内菌検索では

5．senflenbergおよび5．勿〃碗伽と同様にこの塗布

菌（Escher’ichia）は各検索部位共に40または50％の

検出率で検出された。

　卵殻表面にEscker’ichia．を塗布した正常発育卵（卵令

15Nおよび！7日）の卵内菌検索で塗布菌（Esche7’i一一

chia）は全て各検索部位共に陰性であり，17日卵令の卵

に塗布菌以外の菌が僅かに検出された。

　すなわち卵殻表面に塗布されたS．！）Zt／／orz〃nzおよび

Eschei－ic7？iαは5「．　senftenbergと同様に，ニワトリ正常

発育卵では三内へ侵入し難いがニワトリ人工冷殺正常発

育卵では卵内へ侵入し得るし，かつ艀卵時の卵令の進む

に従って逐次侵入は容易になるとの成績を得た。

　3）殺方法を異にしたニワトリ人工殺正常発育卵の卵

殻表面にS．senftenbergを塗布した場合

　卵令14日のニワトリ正常発育卵を冷殺，国辱および

炭酸ガス殺の3種方法で卵内胚児を致死せしめ，その卵

殻表面の1部（約！0～16　cm2）にS．　senftenber．o’24時

間ブイヨン培養液を塗布し，さらに再び艀卵器内に6日

間納卜した卵について各検索部位別に塗布菌（S．senfte－

nberg）の菌検出を実施した成績は第7表の通りであっ

た。

第7表　人工殺方法別ニワトリ正常発育卵の卵

　　　　殻表面にS．senftenbergを塗布した

　　　　場合における菌検出成績

殺　方　法　別

、、_＼＼供試卵劉
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備考：数字はS．senftenberg陽性卵個数

　冷殺，温田および炭酸ガス殺したニワトリ卵のS．

587諺6η6醐g卵内検索部位別検出百分率は冷殺卵で92，

100，100，80％，温殺卵で79，83，83，83％，炭酸ガス

殺卵で64，82，82，82％であり，3種の殺方法間におけ

る塗布菌の脳内検索部位別菌検出率には大きな差がなか

った。

　3．腸内細菌の協生（Associαtiore）作用

　卵殻表面に塗布されたS．senftenber．o’はニワトリ卵，

アヒル卵共に正常発育卵の卵内に殆んど侵入し難いが，

卵令10日のニワトリ人工冷殺正常発育卵の卵内には侵

入し得た。しかしアヒル人工：冷殺正常発育卵の各卵子検

索部位別菌検索では塗布菌は陰性で，塗布菌以外の菌検

出が陽1生であるため，塗布菌以外の菌の発育増殖によっ
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て塗布菌が発育増殖し難く，したがって塗布菌の菌検出

が陰性ではなかったかとも推：量されるのでニワトリおよ

びアヒル卵内容物から検出される代表的なEnterobacte－

riaceae（Esc7zerichia，　Cloaca，　Ciltrobacter）およびそ

の類似菌（A／lealigenes）とS．　senftenbergとを供試し

てそれぞれの菌種の問における試験管内協生（拮抗，共

生を含む）作用を検討した。

　a，実験方法

　ニワトリ卵およびアヒル卵由来の5「．58がオ6勲ε磐，

E5盈6擁6ノ磁，　C／oaca，　Cit7－obacterおよびA／7ea／ig“e／zes

プ認6α傭の5種菌をそれぞれ24時間ブイヨン培養し，

その培養菌液5c，c中に同じ5種類の24時闘ブイヨン

培養の1白金耳をそれぞれ接種し，37℃1日間，3日間

および5日間培養した後，その培養液の1白金耳量をマ

ッコンキー寒天培地に塗抹24時間培養した。この培地

発育菌集落の菌種を肉眼的集落形態によって区別し，そ

の菌集落数の大略を符号柵，耕，升，＋，一を以て記

した。

　b．実験成績

　S．　senftenberg，　Escherichia，　C／oaca，　Citrebczcter

およびA／ha／z“№?ｎｅｓ　faeca／isの相互間における門生作用

の大略を検査した結果は第8表の如くであった。

　5．senftenbe7’g培養菌液中に1白金耳量接種した

Escherichia，　C／oaca，　CitrobacterおよびA／／ea／igenes

fczeca．／’is　は発育増殖し，また　Esche7・ichia，　Cloaca，

CitrobacterおよびAlica／ige？zes　faeca／is培養菌液中に

！白金耳量援陣したS．senftenbergの発育増殖は抑制

されていた。

　5．躍4》6始砿9以外のffsche7－ichia，　C／oaca，　Clltl－o一

加漉プおよびA／ka／igenes　fczeca／is　＊冒互間の協生につい

ては5．56瞬8始硯gに晃られるような顕著な差異のあ

る現象は見られなかった。

　すなわち人工冷殺正常発育アヒル卵において卵殻表面

に塗布した3．senftenbergが三内に検出陰性の成績は

塗布菌以外の菌の増殖によって表れた協生作用によるも

のであろうと推測した。

　4．卵品別発育停止卵の卵殻に対するアルカリ液およ

　　　び色棄液の浸透性

　人エ殺正常発育卵および発蕎停止卵の卵令の進んだ卵

では卵令の進まない卵に比して卵内容物の菌検出率が高

いことから菌の卵殻通過性は卵令の進むに従って高くな

るだろうとの推量を持ち，これの証明の一つとして卵令

第8表　腸内細菌の試験管内野生作用
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白坂槽繋贈編歯よ鋼菱垣芝濃謬・磁・伽・

を異にするニワトリ卵およびアヒル卵の発育停止卵の卵

殻についてアルカリ液および色素液の浸透性を検討し

た。

　a．実験方法

　卵令（醇卵器内納入日数）を異にする第1回中止卵よ

り死籠卵に至るニワトリ卵およびアヒル卵の発育停止卵

の卵内容物を気室側に開いた孔から取り除き，水道水で

出来うる限りよく卵殻膜内面ならびに卵殻外面を洗瀞し

た後，さらに蒸溜水で3，4回濾卜し，水分を吸取紙で充

分拭き取り約2時間室温に放置して乾燥さした卵殻（卵

穀膜は附着する）を実験供試卵殻として用いた。

　アルカリ溶液浸透性の検討実験にあたってはそれぞれ

の卵殻を先づ卵殻の尖端部を下に，バット中に並べおき，

卵殻内に蒸溜水3g．cおよび1滴のフェノールフタレイ

ンを指示薬として滴下し，バット中にIN苛性ソーダ

水溶液を卵殻内の蒸溜水とほぼ同じ高さまで注ぎこみ，

その後30分および60分の経過時間後に卵殻内のフェ

ノールフタレインの色調の変化（淡紅→紅）の程度によ

りその強弱を冊，掛，升，十，一の5段階の符号で記し

　　　　　　　　第9表

た。

　メチーレン青色素液の卵殻浸透度はアルカリ溶液の浸

透度の方法と同じく卵殻尖端部を下にしてバット中の卵

殻内に50％メチールアルコ　一一ル水溶液3c．cを注入し，

卵殻外側のバットの中に0．1％メチーレン青50％メチ

ールアルコール水溶液を卵殻内メチールアルコールとほ

ぼ嗣じ高さまで注入し，5時間および12時間後その卵

殻内メチールアルコールの色調によって判定し，その強

弱の程度を柵，掛，甘，十，一・の5段階で記した。

　またIN塩酸水溶液は卵殻を溶解するため卵殻はこ

の実験ξ｝的に使用不能であり，0．Ol　N塩酸を卵殻外側

に使用し，卵殻内側にメチールレッド加蒸溜水を使用す

る実験もまた色調判定不能であったので酸液の浸透性実

験は実施しなかった。

　b．実験成績

　ニワトリ卵およびアヒル卵の丁令別（第！回中止卵よ

り目籠卵に至る）発育停止卵の卵殻（卵殻膜を含む）の

アルカリ溶液（苛性ソーーダ）および色素液（メチーレン

青）の浸一度について検した成績は第9表に示す通りで

卵令別発育停止卵の卵殻に対する色素液およびアルカリ液の浸透性
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あった。

　ニワリト卵の各回令別発育停止卵（第1回，第2回，

第3回中止卵および手籠卵）卵殻のアルカリ溶液浸透度

は全例共に60分判定時の方が30分より強くあらわれ，

個々の卵殻によってその浸透度の程度には可成りの差が

見られたが，総体的にアルカリ溶液の浸透度は第1回中

止卵殻において最も高く，卵令が進んだ卵の卵殻程低く

なるの傾向を示し，死籠卵卵殻において最も低くアルカ

リ溶液は卵殻を浸透し難かった。

　またメチーレン脊のニワトリ発育停止卵卵殻浸透性の

各卵令別による差異は不明確であったが死籠：卵卵殻の色

素液浸透度はアルカリ溶液の浸透度と同じく卵令の短か

い他の卵令の卵殻に比すれば弱い（低い）傾向にあっ

た。

　アヒル卵におけるアルカリ溶液および色素液の各卵令

別卵の卵殼浸透度の成績はニワトリ卵とほぼ同様であっ

た。すなわち本実験ではニワトリ，アヒル両卵共にアル

カリ液ならびに色素液の発育停止幽々殻の浸透性は卵令

の進んだ膏油卵々殻において弱く，曲譜の進まない第1

回中止轟々殻において強く，卵令別発育停止卵の菌検出

の多少と逆の成績を示していた。

　B．EnXerobαcteriaceαeの霧雄藩無精卵内への侵入

　1．　無精卵を購卵器内に納置した場合における菌の卵

　　　内への侵入

　a．実験方法

　ニワトリ卵およびアヒル卵をE艀卵場の艀卵器に納入

後4～5日後に検卵して無精卵を摘出し，これら摘出した

無精卵をさらに引き続き同帆手器内に納経して得た入寮

（始めの艀卵適意卵）後4～5日後（無精卵を摘出した

日に当る），10日後，15臼後および20日後の各艀卵器

納置経過日数を経た無精卵の卵殻内面，卵殻膜内面，卵

白および卵黄の卵内各部位について菌検索を実施した。

　b．実験成績

　ニワトリおよびアヒルの無精卵を艀卵党内に納置し

て，鰐卵器納置後4～5，10，15，20日を経過したニワト

リ無精卵72個およびアヒル無精卵137個について卵内

各検索部位別菌検索を行った成績は第10表に示す通り

であった。

　ニワトリ無精卵では艀卵器納入後4～5日，10日およ

び！5日を経過した卵では全卵が検索部位別菌検出は陰

性であり，艀卵器納入後20日を経過した卵では全卵共

に卵内の内側部（卵白，卵黄）の菌検出は陰性であった

が，16個のうち僅かに1個のみ卵内の外側部（卵殻内

面および卵殻膜内面）に菌検拙陽性であった。すなわち

ニワトリ無精卵では転卵器納入後15日までは菌は卵内

の外側部にも検出陰性であったが醇卵器納入後20日に

おいては長内の外側部に菌は検出された。

　アヒル無精卵では艀卵器納入後5日を経過した卵では

卵殻内面30．0％，卵殻膜内面18．3％，卵白！6．7％，卵

黄15．0％の菌検出率で菌検出は卵内の外側部より極内

の内側部へと遂次低率となり，爾後艀卵器前置R数が10

日，15日，20日と進むにつれて各検索部位別の菌検出

率は逐次高くなり，鮮卵器納置20日後の卵では各検索

部位共に77．8％の菌検出率で卵内の外側部も凶暴の内

側部も共に同じ検出率であった。

　すなわち無精卵を艀卵歯内に納置し納置経過B数別に

検索した無精卵の各検索部位別菌検出はニワトリ卵にお

いては正常発蕎卵におけるそれと同様に殆んど陰性であ

第10表　無精卵の晴卵器内納置経過fi一別卵内菌検出成績

卵種別 ニ　ワ　ト　リ　卵 ア ヒ　　ル　　卵
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つたがアヒル卵においては甚だ高率であった。しかしア

ヒル無精卵のそれはアヒル正常発育卵におけるそれより

甚だ高率であった。

　2．　卵殼にサルモネラを塗布した無精卵を購卵器内に

　　　納回した場合における葭の卵内への侵入

　a．実験方法

　E艀卵場において艀卵器に納入4～5日後に検捌ヨして

摘出したニワトリおよびアヒル無精卵を5．senftenberg

24時間ブイヨン培養液の容器内にその卵殻表面の約1／3

面積が浸る程度に浸漬し，この処置無精卵を容器内に浸

漬したままの状態で室温（6～！2。C）または平面艀卵器

内に1EII，5日および10目間放置または納戸経過せし

めた後，卵内各検索部位別菌検索を実施した。艀卵管内

ブイヨン培養液は艀卵器内二三5N経過後の卵の菌検索

時にはすでに乾燥していた。

　また鰐卵器入卵後4～5日に摘出した無精卵の卵殻表

面の1部（約10～！6cm2）または金面に3，　senfte／zberg

ブイヨン培養液を滅菌綿棒をもって塗布し，直ちに艀卵

器に納摩し1臼，5日および10日を経過した後，それ

ぞれの卵について菌検索を実施した。

　菌検索方法およびS．senftenbersr同定法は慣行常法

によって実施した。

　b．実験成績

　！）融卵を5「．se／4ft　enberg一菌液中に浸漬して室温

に放置した場合

　5．senfte7ibe／g菌液中／こニワトリおよびアヒルの無精

卵を約1／3程度浸漬したままの状態で室温放置して1

日，5日および10日間経過後に各検索部位別にS．

senftenbe7’g”の検出を実施した成績は第1！表の通りで

あった。

　ニワトリ卵では室温経過10EI後まで，アヒル卵では

室温経過5臼後までの卵のS．se／ijbtenberg検出は各検

索部位共に陰性であり，室温経過10日後のアヒル卵の

6個のうち1個に僅かに卵殻内面からの菌検出が陽性で

あった。

　また5．se7’ij’tenberg以外のEnte7・obacteriaceae（マ

ッコンキー寒天培地発育菌）の検索部位別菌検出率は室

温経過朦数別合計供試卵においてニワトリ卵38．9，0，0，

0％，アヒル卵38．9，0，0，0％であって卵殻内面のみ菌

検出が陽性で三内の内側部の菌検出は陰性であった。

　無精卵の室温放置の場合にはぼS．58が∫6π加プ8翻β殻

外から卵内への侵入が甚だ困難であったので艀卵器納置

の場合の実験を次に行った。

　2）　無精卵をS．senftenberg菌液中に浸漬して艀卵

下学に納置した場合

　S．senfte　zberg菌液“iコにニワトリおよびアヒルの無

精卵を約！／3程度浸漬したままの状態で旧記廓内に納

宿して1日，5日および10日闇経過後，各検索部位別

にS．senftenber．a検索を実施した成績は第12表の通

りであった。

　S．　se／iftenbergはニワトリ無精卵では醇卵器納置1日

経過ですでに卵殻内面まで侵入し，5日経過卵で卵黄ま

で侵入していた。

　アヒル無精卵では5日経過卵で卵殻内面まで侵入して

いなかったが10日経過卵では卵白まで侵入していた。

　すなわちS．senftenろerg菌液中に無精卵を浸漬した

まま艀卵器内に納優しておけばニワトリ卵，アヒル卵共

に室温に放置しておく場合（殆んど卵内に菌は侵入しな

い）と異って菌は卵内に可成り容易に侵入し得るとの成

績を得た。

　3）　無精卵の卵殻表面にS．seftfte7zbergを塗布し艀

卵器内に納派した場合

卵種別

第1エ表

室　　温
経過臼数

S．se7？ftenberg菌液中に無精卵を浸漬したまま室温に放置した

場合の卵内菌検出成績

　　1
，8”

油津「

　　　　　・ワトリ卵　　1　ア　・　ル　卵

餅鑓選墨鑑劉翻響鍵講習誓
ρ
0
6
譲
）

o＠　o　o
o＠　o　o
o　　　o　　　o

（
）
A
》
0

6
ρ
0
ρ
0

oo　o　o　o
o＠　o　o　0
1＠　e　o　o

　　　　　　18　1　O（D　O　e　O　　i　18
tt．ttt　tmmt－ru　t　tt！一ttttnewt－t

備考：！．数字は5「．senftenberg検出陽性卵個数

　　　2．　0内数宇はS．senftenherg以外のEnte7・obacteriaceae検出陽性卵個数

！（D　O　O　O
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第12表 S．senftenberg菌液中に無精卵を浸漬したまま癬卵器に納零した
場合の卵内菌検繊成績

卵種別 ニ　ワ　ト　リ　卵 ア　　ヒ　　ル　　卵

騨絆纏鞠獣畜i翻＼総画内嚢内卵卵
　　　　　　膜颪　　白　　黄

1
λ
門
D
O

　
　
1
合　　計

ρ
◎
ハ
0
6

1＠　Oo　0
1＠　1＠　1＠

！＠　1＠　O＠

　
④
④

A
り
1
0

6
6
ハ
0

　　殻面
×
1　orv1？iR

l　o＠

　　　3＠

o＠　oo　o＠
o＠　o＠　e，＠

3＠　1＠　OO

18 3＠　2＠　1＠　1＠ 18 3＠　3＠　1＠　O＠

備考：1．数字はS。senftenbe7－g検出陽性卵個数

　　　2。○内数字はS．senftenbe7一．o’以外のEnterobacteriaceae検出陽性卵個数

第13表 無精卵の卵殻表面にS．senftenbergを塗布後
癬卵器に納画した卵の庭内菌検出成績

卵種別

菌塗布
部　位

ニ　ワ　ト　リ　卵 ア　　ヒ　　ル　　卵

艀卵器
…皆納駿丁台

検索｝
　　　部内
部位

　　i殻聞

事内　卵　　卵
殻

膜面　　白　　黄

部
1
5
0

　
　
1

全
1
β
O
A
U

　
　
l

6
ρ
0
ρ
0

oo　o
o　　o
o　　　o
0
0
0

0
0
0

回

目
0
ρ
0
6

e　　o　　o
o　　　o　　　o

o＠　oo　oo

　
　
①

∩
V
（
）
（
V

　　　　締卵内鍵内卵卵
供試卵
　　　　　　　三面　膜面　　白　　黄個数

ρ
O
ρ
0
6

o＠　o＠　o＠　o＠

！＠　1＠　1＠　OO
O＠　O＠　O＠　Otf2）

だ
U
ρ
0
6

o　　　o　　　o　　　e

o　　o　　o　　o

o＠　o＠　o＠　o＠

備考：1．数字は5．senftenberg検出陽性卵個数
　　　2．○内数字はS．senftenberg以外のE7zterobacte7－i；aceaeネ灸出陽性卵個数

　ニワトリおよびアヒル無精卵々殻表面の1部または全

面にS．senftenberg菌液を塗布し，直ちに艀卵器に納

置して1日，5Nおよび10日間経過した後各検索部位

別に菌検索を実施した成績は第！3表の通りであった。

　S．senftenbergの検出陽性はアヒル卵殻表面の1部塗

布5日経過の卵6個のうち1個（卵殻内面，卵殻膜内面

および卵白）のみであった。

　すなわちニワトリ卵，アヒル卵共に無精卵の卵殻表面

に塗布されたS．senftenbergは艀卵暑響内納置10　M経

過卵では培養菌液中に浸漬したまま室温に放置された無

精卵の場合と岡様に，また培養薗液中に浸漬したまま艀

卵器内に納置された無精卵の場合（可成り容易に侵入す

る）と異りその卵内には侵入し難いとの実験成績であっ

た。

　また5．senftebe7g以外のEnte7”obacte7’ilaceae検出

はニワトリ無精卵に比してアヒル無精卵おいて高率に検

出された。

　C。Enterobaeteridiceaeの新鮮卵内への侵入

　1．産卵場別新鮮卵における菌の卵内への侵入

　a．実験方法

　東京都（E）および茨城県（F，G，　H）の4アヒル産

卵場（飼育場）で産卵されたアヒル二丁2！7個の産卵直

後の卵（産卵後1～6時間経過したもの）をダンボール

容器内に納め，産卵当日（産卵後5～10時間経過したも

の，0日），5日後，！0日後および20日後の産卵後の

経過日数を室温で経過した郵の各検索部位別（卵殻内面，

卵殻膜内面，卵白，卵黄）菌検索を実施した。

　ニワトリ新鮮卵内容物の菌検出は殆んど陰性であるの

で本実験ではニワトリ新鮮卵は供試卵として試験に供し

なかった。

　4アヒル産卵場共に平地飼いであり，水浴場を有し，

産卵は半屋根の小舎で行われるが産卵する場所の環境汚
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染状態ならびに卵殻表面の汚染度には各産卵二間に可成

りの差があった。すなわちE場においては産卵箱が備え

られ，乾燥敷藁が常時取換えられて産卵する場所の環境

の清潔度は比較的良好でアヒルはその場所のみに概ね産

卵した。従って卵殻表面の糞その他の汚物による肉眼的

汚染は比較的少なく卵殻表面の清潔度は良好で汚染度は

低くかった（十）。F場においては産卵箱の備えなく産

卵する場所の敷藁は常時使用されているとは云え，清潔

度はE場に劣り，卵殻表面の汚染度はE場のそれよりも

高かった（督）。GおよびH場の産卵する場所には全

く敷藁なく，アヒル糞等によって著しく泥状をした地上

に卵は産み落され，従って卵殻表面の汚染度はEおよび

F産卵場に比して甚だしく高かった（掛）。本実験では

各産卵場のアヒル卵殻表面の汚染程度の符号を便宜上＋

（低，E場），粁（高，　F場），掛（甚高，　GおよびH場）

とした。

　実験は7月（EおよびG場）ならびに9月（Fおよび

H場）に行い，室温に放置された保存ダンボール箱中の

温度（気温）は20～30℃であった。

　二三のEnterobacte7Aiaceae検出はすでに前述した菌

検出の常法に従って行い，分離菌株の同定は第！編と同

様に1956年KAuFFMANNのEnterobactert7a．ceae分

類様式によって決定した。

　b．実験成績

　1）　室温放置経過日数別および卵殻表面汚染度別菌検

出率

　4アヒル産卵場の産卵直後アヒル卵（E場卵4i個，

：F場卵126個，G場卵30個，　H場卵20個）の計2！7

個を室温放置して産卵当日（0臼），5日後，10臼後お

よび20日後の各室温放置経過臼数別に，さらに卵殻表

面汚染度の程度＋（低），彗（高），帯（甚高）別に検索

部位別菌検索を行った成績は第14表に示す通りであっ

た。

　この第14表から菌検索部位別および各室温放置経過

日数別に菌検出率を見た成績は第！5表の逓りであっ

た。

　産卵当H（OED～5日室温放置した卵の菌検索では

卵の外側である卵殻内面および卵殻膜内面の菌検出率は

8．3～31．7％であったが卵の内側である卵白および卵黄

のそれは0～3．9％で前者より低率であった。また産卵

後10　・一　20臼室温放置した卵の薗検索では心内の外側部

（卵殻内面，卵殻膜内面）の菌検出率は35．6～55．3％で

あったが心内の内側部（卵白，卵黄）の菌検出率は27．1

～42．6％で前者より低率であり，各検索部位別菌検出

率は産卵当日，5日後，10日後および20日後の各経過

第14表 アヒル新鮮卵の室温放置経過日数別

卵殻表面汚染度別菌検出成績

ア産

ヒ卵

ル場

汚
染
度

検
索
卵
個
数

経
過
日
数

E

　　lli　一lwwfo

＋1　5：n
　　i　10　1　10
　　1　20　1　ito
　　遷　　　　　　　　　　l

　　l

検索部位別
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　　　殻
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耀
よ
4
9
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9
回

0
2
0
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（
V
O
A
U
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0
0
0
2
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H

O　l　30
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1to　1　29

20　i　27

IIM一1一io

5

10　1　10
　　1
20　1　10

硝 0
5
A
U
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1
2

！0

合
壬
一
ロ

10

217

6　　　1　O　　O

4　　　3　2　　0

1e　13　！1　9
12　18　13　10

4

3
ρ
0

2

9
甜
ρ
U

l　　e

2　　2

5　　3

8

8

2

6

o　　o

5　　5

70　57　41　30

備考；菌検索部位欄数字は菌検出陽性卵燗数

回15表 アヒル新鮮卵の室温放置経過賑数回

菌検出率

経過ff数

1㌶騨

卵殻内面

。 5 工0 20　　合計

60 Jr　l 59 47　217

卵殻膜内爾

卵　　削
　　　　　1
卵　　黄l
　　　　　t國

　！9　8　23　20　70（3！．7）　（15．7）　（39．0）　（42．6）　（32．3）

　5　5　21　26　57（8．3）　（9．8）　（35．6）　（55．3）　（2，6．3）

　1　2　！8　20　41（1．7）　（3．9）　（30．5）　（4．9．．6）　（18．9）

　O　O　16　14　30　　　　　　　（27．1）　（29．8）　（13．8）

平　　均
　6．3　3．8　19．5　20．0　49．5
（10．5）　（7．5）　（33．1）　（42．6）　（22．8）

備考：1．数字は菌検出陽性卵個数
　　　2．（　）内数字は検索卵個数に対する百分

　　　　　率
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日数別建に卵殻内面，卵殻膜内面，卵白，卵黄の外側か

ら内側への順に逐次低率（合計欄百分率32．3，26．3，

18．9，13．8％）となっていた。また各検索部位別菌検出

率は室温放置経過日数（0，5，10，20日）が進むに従っ

てほぼ逐次高率となっていた。（平均百分率10．5，7。5，

33．1，42．6％）。すなわち産卵当日（0日）～5日室湿放

置卵の外側部（卵殻内面，卵殻膜内面）では8．3～31。7％，

内側部（卵白および卵黄）では0～3．9％であったが，

室温放置10日の卵においてはそれぞれ高率となり外側

部35．6～39．0％，内側部27．1～30．5％の菌検出率で，

室温放置20日の卵ではその菌検出率はさらに高率（外

側部で42．6～55．3％，内側部で29．8～42．6％）となっ

ていた。

　すなわち検索部位別菌検出率は各室温経過日数別の打

つれの場合にも卵の外側部から内側部へと逐次低率とな

り，かつ室温経過日数が進むにしたがって逐次高率とな

る傾向を示した。これらの菌検出率の傾向は第14表に

示すように4産卵場の卵殻表面汚染度の高低別の何れの

場合にもほぼ同様な傾向を示していた。

第16表 アヒル新鮮卵の卵殻表面汚染度別
菌検出率

汚染度

澱
＼

検
、
、
索
位

＼，

泄

面内殻卵

膜
面
殻三
内

白
　
黄

卵
　
卵

十 帯　　帯合計総計

41　12・6　30 20 50　217

　9　32　13　16　29．　70（22．0）　（25．4）　（43．3）　（80．0）　（58．0）　（32．3）

　4　37　！0　8　18　57（9．8）　（29．4）　（33．3）　（40．0）　（36．0）　（26．3）

　2　26　8　5　13　41（4．9）　（20．6）　（26．7）　（25．0）　（26．0）　Q8．9）

　1　19　5　5　10　30（2．4）　（15．1）　（16．7）　（25．0）　（20．0）　（！3．8）

平均i（49．8）（ll：1）（31．。）（、1：1）（ll：1）（墾：1）

備考：i．数字は菌検出陽性卵個数

　　　2．（　）内数字は汚染度別菌検索卵個数に対す

　　　　る百分率

　第14表から検索部位別および卵殻表面汚染度の程度

別に菌検出率を見た成績を第16表に示した。

　卵殻表面の汚染度＋（低）の卵内の外側部（卵殻内面，

卵殻膜内面）の菌検出率は9．8～22．0％，内測部（卵白，

卵黄）のそれは2．4～4．9％であったが汚染度升（高）

では外側部25．4～29．4％，内側部15．1～20．6％でさら

に汚染度帯（甚高）では外側部33。3～80．0％，内側部

16．7～26．7％　であり，検索部位別菌検出率は卵殻表面

汚染度の低，高（十，十←，惜）の何つれの場合にも共に卵

殻内面，卵殻膜内面，卵白，卵黄の順に逐次低率（総計

百分率32．3，26．3，18．9，13．8％）となっていた。また

卵殻内面，卵殻膜内面，卵白および卵黄における各菌検

出率は共に卵殻表面汚染度の低より高へと強くなるに従

って逐次高率となっていた（平均百分率9．8，22．6，35．0

9e）o

　以上の検索部位別菌検出率は卵殻表面の汚染度の低高

の何つれの場合にも卵の外側部から内側部へと逐次低率

となり，かつ卵殻表面の汚染度が低より高へと進むに従

って逐次高率となるその傾向は第14表に示すように4

産卵場の室温放置経過臼求職の何れの場合にも同様な傾

向を示していた。

　2）　室温放置経過日数別検出菌叢

　E，FおよびGの3アヒル産卵場の室温放置日数0

日，5日，10日および20日の各室温放置経過日数別，

検索部位別菌検索の結果，得たマッコンキー寒天培地発

育検出菌叢の成績は第17表に示す通りであった。

　産卵後室温放置経過日数が0日の場合（産卵当日）に

卵殻内面から検出し得た菌属はEscherichia，　K／ebsiella，

C／oaca，　ProtettsおよびA「on　Enterobacteriaceaeで卵

殻膜内面からはCitrobacterおよびAro／z　Enterobacteri－

aceaeであり，卵白，卵黄からは菌検出陰性であったが，

室温放置の経過日数が10日を経ったものでは卵殻内面，

卵殻膜内面のみならず卵白，卵黄からもEscherichia，

Citi－obactor，　K／ebsiel／a，　C／oαca，　P7－oteusおよびNon

E7惚プobacteriaceae等の菌属が検出された。

　室温放置経過B数が0日より日20までの合計供試卵

について卵内検索部位別に検出した菌属およびその菌検

出率は卵殻内面でNon　Enterobacteriacecze（20．8％），

Escherichia　（12．7％），　C／oaca　（7．6％），　K／ebsie／／a　（4．6

％），Proteus（4．6％），　Citrobacter（2。0％），卵殻膜内

面でNon　Enterobacteriαceae（15．7％），　Eschei－ichiα

（7．1‘／Yo），　C／oaca　（6．19（o），　K／ebsie／／a　（6．19／0），　Citro－

bacter（3．0％），　Proteus（2．5％），卵白でAron　Entero－

bacteriaceae　（12．2％），　C／oaca　（6．6％），　K／ebsiella

（4．19を〉），　Esc／zerichia　（3．09る），　Citrobactei’　（3．0％），

Proteus（2．5％），卵黄で1＞bπEnterobacteriacea　e（9．6

％），　C／oaca　（3．690）　Klebsle／／a　（3．e％），　Proteg｛s　（2．5

％），Eschei－ichia（2．0％）であり，各検索部位別による

菌随想には著しい差異が見られなかった。

　純粋菌検出卵個数の菌検出陽性卵個数：に対する百分率

は各室温放置経過日数別の合計平均において卵殻内面

33．3％，卵殻膜内面40．8％，卵白44・4％卵黄44．0％

であった。
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第17表　アヒル新鮮卵の室温放置経過日数別および検索部位別検出菌叢

経　過　瞬　数

検索卵颪…ド

。 「
つ

］．o 20 合　　計

50 　　　　　　51

卵卵i卵内灘内
　　　1　　　吉アも
　　　ヒ　　　　　ルジく

白黄i斜面膜面

49 47 197

　　　　　　　　1卵内掛内

検索部位 譏L
菌検出藩論卵個数

純粋菌検出卵個数

菌検出陽性卵頭数
に対する百分率

供試菌株数：

Salmo7zella

Aク・ぬ0／za

5痂98zzα

Esche7“ich7；a

Citrobacter

Klebsiel／a

C／oaca

Uafn’ia

Erzcrina

Serratia

Proteets

Morgane／／a

Rett．o’ere／／a

Perwidencia

Non
Enterobact7’iaceae

卵卵卵内卵内　卵
　　　　　殻
白黄i殻爾膜面白

卵：卵内卵内
　i　　　韻
　1．．．　］”，・tL

黄i殻磁膜頭

　　　”i

卵馴卵内裂内灘卵
白黄i殻颪膜面白黄

K　　　3

2

1018　5　20il　15　15　［｛．3　！l．120　2　．9一，O　14154　49　36　25

　　　　　　　　1
　　　2，　1　0i3　　3

18．2　66．7　100　O　［37．5　6e．O

LTww’6r撃窒香flli－umTurgpmrmll－lrm－5unumuml，IIIII2　i一）　7’luurm，o　i6　ii

100　O　i26．7　20．0　23．1　36．4i45．0　46．2　50．0　50．e133．3　40．8　44．4　44．0

7，　mm4nyi　ww，pml”r，　一丁’wwi一’6

31　30　22　19 39　4！　38　．P．6

5co

9
臼
Q
σ

1

1

120　3＠　lo

5　30
1　1　2＠
1　　1

1

2＠

40　2＠

7＠　5¢

1　　2

1　　4

6　5＠

E　　4

2　2t8（D
2¢　1ptl　p－

2　21s（1）

50　401　5

　　　i・i　3＠

4　4U
　　　p

60　4　2・

2　　2　　2

7＠　6＠　4＠

7＠　8＠　3＠

ユ　　1　【

！　　1　　1

11＠　100　7¢　6＠ii　14＠　16＠　16G）　13＠

107　82　63　z［1，5

25＠　14＠　6

4　　6　6＠

90　12＠　8e

15　12＠　13・a

3e　2　1

　
①
①
②

4
3
6
7
一90　5　5　　5

1

41＠　31qll）　24＠　19＠

備考：属名欄数字は菌検出陽性卵個数を示し，○内数字は純粋菌検出陽性卵個数を示す

　2．　室温：放置経過日数別新鮮卵を購卵器内に納置した

場合における薗の卵内への侵入

　a．実験方法

　産卵直後のアヒル新鮮卵においては室温放置田数の経

過に従って卵内の菌検出率は逐次高くなり，かつ菌検出

率はその産卵場の汚染度ひいては産卵した直後の卵殻表

面汚染度の高低にも密接に関係することを明らかにした

ので，さらにこれらの卵の三三器納置の経過においてそ

の菌検出率が室温放置経過日数および卵殻表面の汚染度

にいかに関係するかを確める目的で，卵殻表面の汚染度

の低くかった汚染度＋のE産卵場および最も卵殻表面の

汚染度の高かった汚染度惜のG産卵場の産卵直後の新鮮

卵を0日目3日，4日～8日，9日～13日の3経過H

数群別に室温（20～30℃）に放置して之等を同時に回田

器に納入し，5日間および10日間艀卵三内で経過した

後，それらの卵より正常発育卵，無精卵および発蕎停止

卵を選別摘出してその各々の卵について各卵内検索部位

別に菌検索を実施した。　　　　　　　　　　／

　b．実験成績

　1）正常発育卵

　産卵後0日～13日間室温放置して艀卵器に三宅した

汚染度十E産卵場のアヒル卵（17個）および汚染度辮

G産卵場のアヒル卵（17個）の1口回日数5日卵令正常

発育卵ならびに産卵後0臼～13kl間室温放置して艀卵

器に納冠した汚染度十E産卵場のアヒル卵（26個）およ

び産卵後0日～8潮間室温放置して入卵した汚染度帯G

産卵場のアヒル卵（19個）の艀卵日数12三野令正常発

育卵についてその各検索部位別菌検索を実施した成績は

第18表に示す通りであった。

　艀卵日数5日卵においては汚染度＋場（E産卵場）の

卵の卵殻内面から！個（5．9％）および汚染度の甚だ高

かった惜場（G産卵場）の卵の卵殻内面から4個（23・5
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第18表　アヒル卵の室温放置経過日数別，及び卵殻表面汚染度別邸の癬卵誤納置後における菌検出成績

癬卵日数 5 日

汚　染　度 十（E産卵場の卵）
卜＼　検索
嫉旧く培1

辮（G産卵場の卵）

回
数
温
巳
室
置

卵
　
種

正
常
発
育
5
5

Ot－3

4’v8

9’vi3

卵内　　卵内　　卵
　　　殻
殻藤　　膜面　　白

　　1・
卵　｝

黄薩三
塁
　
白

内
　
面

卵
殻
膜

内
　
面

55

@
殻

索
位
検
部
＼

　　　　ミ
レ」・　甜

Q
ゾ
O
O

1’o　o

il　Oimpt2．．fl）

　　　　　o

0
（
V

Q
ゾ
○
○

17 　1
　（5．9）l
l
li　（ig．3）

（ig．3）

o o
17

卵
黄

　1　　　0
（11．1）

　3　　　0
（37．5）

A
）
（
）

　4　　　　0
（23．5）

o e

畑。一3　、5
　1　4－vs　1　・
糊
　1　9－13　・　15

劉小計i3・

1　　　　！　　　　1
（6．7）　（6．7）　（6．7）

！　　　　1　　　　1
（6．7）　（6．7）　（6．7）

0
。
0

1i．　o　o　oI　（io．o）

i9　7　7　71（90．0）　（70．0）　（70．0）　（70．0）

i（ig．3）　（g“．7）　（g．7）　（g．7）i1 20　il（g8．o）　（37s．o）　（37s．o）　（37s．o）

発
育
停
止
卵

O－3

4t－8

9－13

7

，

8

i3
1　（42．9）
　
l
l

L

I，
1　（iiil．i）

0

1
（5．6）

i小　計i
ffl（，g．，）　o o 1

（6．7）

0
σ
0
◎
91

1！e　o　　o　　o
l（787．5）　（，g．，）　（，g．e）　（3？．s）

i19　16　！6　16
i（100．0）　（84．2）　（84．2）　（84．2）

　　wwr．　r準準卵日数　1 12

2Q2＝＝＝．2kSivunLi　sg＆（gg・z2e＝sgg4，6・7？di．gg，g2x．＄lg，i．g，2Ldiees2）　（6gt3）

日

野　染　度 十（E産卵場の卵） 報一（G産卵場の卵）

正
常
発
育
5
5

O－3

4・v8

9－13

14

E
1
2…小計i26

o　o　o　o　i
　　　　　　　　　　　　　E

l　　　　2　　　　1　　　　1
（8．3）　（16．7）　（8．3）　（8．3）1

9
〕
7

1 1i　o　　oI　（s．3）

1（，Z．，）　（，2．，）　o

！nN　t2　unN　rl　A　rl－N　I
（3．8）　（7．7）　（3．8）　　　　　　　　　　（3．8）　1

ig　1（，t．i）　（g．3）　O

0
（
V

0

無

精

5

O－v3

4t－8

9　一”　13 22

22

1．S，Z．．8）　（tt6　P　（3Z．8）　（3Z．8）　i・

iプ　 8… V油國 Vili（3i．s）　（3g．4）　（31．s）　（3i．s）1　2LP」

l

i12　12　12　12，
1（54．5）　（54．5）　（54．5）　（54．5）

示　計、　22

発
育
停
止
卵

O－3

4’v8

9　i”一　13

3

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

13．　．2　．1　．i　i1（IOO．O）　（66．7）　（33．3）　（33．3）　li

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　唐　　i　　1　　互”i
，（100．e）　（66．7）　（33．3）　（33．3）　li

5

IM．（／illL？．s）ntmugl，lil，」ii“12［s）　gEiww？，・II．15is5一一（k．s）

　5　　　5　　　5　　　5
（100．0）　（！00．0）　（100．0）　（100．0）

卜曇ロ．
一
し
」

ノ 3

備考：　数享：は癒箋検出陽性5濤個数を示し（

　　　　5　　　　5　　　　5　　　　55　　ui　gLg，gog，．o・Q．．2Lg（lt（IQo．一．．，一〇，paaoo．　o）m．glLos？mu．rmo）．．

）内数字は検索卵個数に対する百分率を示す
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％）に菌検出が濡鼠であり，EおよびG産卵場縞織に卵

殻膜内面，卵白および卵黄からの油検出は陰性であっ

た。

　艀卵日数12日卵においては汚広瀬十場（E産卵場）

の卵からの各検索部位別検出率は3．8，7．7，3．8，3．8％

であり，汚染度惜場（G産卵場）の卵からのそれは21．1，

5．3，0，0％であり艀卵日数の進むに従って汚染度＋場

および汚染度臨場の卵は共に卵殻内面から卵殻膜内面，

卵白，卵黄へと菌検出が陽性化する傾向にあった。

　また卵殻表面汚染度別には汚染度漁場の卵の菌検出率

が汚染度十場の卵に比し艀卵日数5日および12日の両

者卵共に高かった。

　艀以前の室温放置日数別にこれら艀卵経過日数別およ

び卵殻表面汚染品別の菌検出率を検討すれば，冷冷経過

日数別にも，卵殻表面汚染度別にもそれぞれ室温放置日

数の長いもの程その函検出率は高かった。

　2）無精卵
　産卵後0日～！3日間室温放置して艀卵器に出置した

E産卵場のアヒル卵（30個）およびG産卵場のアヒル

卵（20個）の艀卵歯内納置5日後の無精卵ならびに産

卵後9日～13日間室温放置して虚心器内に納威したE

産卵場のアヒル卵（22個）および産卵後4日～8日間室

温放置して艀卵垣内に納面したG産卵場のアヒル卵（22

個）の艀卵器納品後12日の無精卵について各検索部位

別菌検索を行った成績は第18表に示す通りであった。

　艀卵日数5日卵においては汚染度十場（E産卵場）の

卵の検索部位別菌検出率はそれぞれ！3．3，6．7，　6．7，6．7

％であり，汚染度出場の卵のそれはそれぞれ50．0，

35．0，35．0，35．0％であった。

　鰹卵日数！2日卵においては汚染度十場の卵の各検索

部位別1丞鹸畠率はそれぞれ31．8，36．4，31．8，31．8％で

汚染度劇場の卵のそれはそれぞれ54．5，54．5，54．5，54。5

％であり，艀卵年数の進むに従って2産卵場の出面に，

またその各検索部位別共にそれぞれ菌検出率は高くなっ

ていた。

　また卵殻表面汚染度別には汚染度露場（G産卵場）の

卵が汚染度÷場（E産卵場）の卵に比し，溶卵日数5日

および12日の卵共にその菌検出率は高かった。購1卵臼

数12臼の卵においては汚染度十のもの（9日～13日

室温放置卵）で各検索部位別慮検出平均34．1％，汚染

度惜のもの（4～8環室温放置卵）で各検索部位別菌検

出平均54．5％であり，汚染度辮の産卵場卵の菌検出率

は室温放置日数が短期悶にかかわらず汚熊度十の産卵場

面の室温放置日数の長期閲のものよりも菌の汚染度は高

かった。さらに細動前の室温放置1ヨ留別にみたこれら艀

卵日数別および卵殻表面汚染度別の菌検出率は艀卵日数

5El卵においては汚染度＋および帯の両産卵場共に室

温放置日数が長い心証その菌検出率は高かった。

　3）発育停止卵

　産卵後0日～13日間室温放置して艀卵器に入念した

E産卵場の卵殻表面汚染度の低いアヒル卵（15個）お

よびG産卵場の卵殻表面汚染度の甚だ高いアヒル卵（30’

個）の云云器無職5日後に摘出した発育停止卵なlt2びに

産卵後4～8日間室温に放置して溶卵器納乏したE産卵

場のアヒル卵（3側）およびG産卵場のアヒル卵（5個）

の艀卵器納置12日後に摘出した発育停止卵についてそ

の各検索部位別菌検索を実施した成績は第！8表に示す

通りであった。

　すなわち艀卵日数5日卵の各検索部位別菌検出率は汚

染度十場の卵ではそれぞれ33．3，0，0，6．7％であり，

汚染度措場の卵ではそれぞれ86．7，66．7，60．0，63．3％

であったが，艀卵日数！2日卵においての各検索部位別

菌検出率は汚染度十場の卵ではそれぞれ100．O，66．7，、

33．3，33．3％であり，汚染度掛場の卵ではそれぞれ共に

！00．0％であり，艀卵H数の進んだ（艀卵E｝数12Eli）

発育停止卵の各検索部位別菌検拙率は艀卵日数の短い

（艀卵日数5H）卵のそれよりも高かった。また卵殻表

面汚染度別には汚染度耕場の卵の菌検出率が汚染度十場

の卵に比し艀卵日数5日および12日の発育停止卵共に

高かった。

　さらにこれら艀卵日数別および卯設表面汚染度別の菌

検出率を艀卵前の室温放置日数別に見れば艀卵B数別

（露虫日数12S卵では室温放置屡数魚群が少数例であ

るが）にも，卵殻表面汚染度別にも室温放置日数の長い

もの程，短いものに比してその各検索部位別菌検出率は

それぞれ高いように思われた。

　3。新鮮卵々殻に糞を塗布した場合またはその二面を

　　　水洗した場合における菌の卵内への侵入

　a．実験方法

　新鮮アヒル卵の卵内菌検出率は産卵後の室温放置経過

日数別およびアヒル産卵場の環境汚染度ひいては卵穀表

面の汚染度に関係があることが見られたので，ニワトリ

卵およびアヒル卵について人工的に卵殻表面汚染卵を作

成し，室温放置経過日数別に両者卵の菌検索を試みた。

　比較的心境汚染度の良好であったE産卵場の産卵後0

～3日のアヒル卵およびニワトリ卵両極卵の卵殻表面全

面に少量：の水を加えたニワトリ糞およびアヒル糞の泥状

糞を薄膜を作る程度に人工塗布し，ダンボール箱の中に

納会して室温に放念し，糞塗布後10日後および20LY

後に各藩内検索部位別頭検索を実施した。また罰場産の
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第19表　新鮮卵卵殻に糞塗布した場合における菌検出成績

処 置 別 無　　処　　置 ニワトリ糞塗布 アヒル糞塗布

卵　・種　　　別 ニワト
　　　　アヒル回り卵

経過屡　’＼＼墾試卵個数「

数別検索総＼＼d
13 17

　　沸油尺副
　　1”　’v一　’一　re’　1／

　　｝卵殻膜内爾i
to　1

　　｝卵　　　　白
　　1

　　，卵　　　　　黄
　　l　　　　　　　i

o

o

e

o

＼＼供試卵個頚

騰藩◎　15

　3
（27．6）

　2
（11．8）

　2
（11．8）

　2
（11．8）

20

卵　殻　内　面

卵殻膜内面

卵

貿拶

白

黄

i6

　2
（13．3）

　o

o

o

　4
（25．0）

　4
（25．0）

　3
（18．8）

　3
（！8．8）

ニワト
　　　　アヒル卵り卵

ニワ　ト
　　　　アヒル卵り卵

15 14 ！6 16

　ti
（26．7）

　2
（13．3）

　2
（13．3）

　2
（！3．3）

1
（7．！）

！
（7．1）

1
（7．1）

1

（7．1）

　4
（25．0）

　4
（2．　5．0）

　e

15 ！4

　4　　　　　3
（26．7）　（21．4）

　3　　　　　5
（20．0）　（35．7）

　2　　　　　5
（13．3）　（35．7）

　1　　　　　5
（6．7）　（35．7）

o

　5
（31．3）

　3
（18．8）

　3
（！8．8）

　3
（18．8）

16 16

1　　　　　3
（6，3）　（18．8）

1　　　　　3
（6．3）　（18．8）

1　　　　　3
（6．3）　（18．8）

1　　　　　3
（6．3）　（18．8）

備考：数字は菌検出陽性卵個数を示し，　（）内数字は供試卵個数に対する喜分率を示す

無処置のニワトリ卵およびアヒル卵をも同時に二二して

対照群とした。ダンボール箱の中の温度（気温）は22℃

～32。Cで，塗布した泥状糞は自然室温放置10日後にお

』いてすでに乾燥していた。

　またアヒル卵殻表面の汚染度の高かった汚染度升（F

産卵場）の産卵直後の新鮮卵を水道水をもって水洗し，

水洗直後のもの（経過日数0日）およびその後室温に5

日，10日，20日間放置した卵について菌検索を実施し

．た。

　b．実験成績

　1）新鮮卵々殻にニワトリ糞またはアヒル糞を塗布し

た場合

　ニワトリおよびアヒル新鮮卵の卵殻表面にニワトリお

よびアヒルの糞を人工塗布し室温に放置して10B後お

よび20日後にその三遠について各卵内検索部位別菌検

索を行った成績は第19表に示す通りであった。

　ニワトリ糞人工塗布ニワトリ卵の卵殻内面，卵殻膜内

面，卵白および卵黄の各検索部位別菌検出率は10日室

温放置卵ではそれぞれ26．7，13．3，13．3，！3．3％でニワ

トリ卵10日室温放置無処置対照群のそれ（O，0，0，0

％）に比して高率であり，20日室温放置卵ではそれぞれ

26．7，20．0，13．3，6．7％でニワトリ卵20日室温放置無

処置対照群のそれ（13．3，0，0，0％）に比して高率であ

った。しかして室温放置10日の卵と20日の卵との菌

検出率の問には著明な差が見られなかった。

　アヒル糞人工塗布ニワトリ卵の前述と同様な各検索部

位別菌検出率は10日室温放置卵ではそれぞれ25．0，

25．0，0，0％でニワトリ卵io日室温放置無処置対照群

に比し卵殻内面および卵殻膜内面において高率であっ

た。20H室温放置卵ではその菌検出率はそれぞれ6．3，

6．3，6．3，6．3％でニワトリ卵20日室温放置処置対照

群（13．3，0，0，0％）に比し卵殻膜内面，卵白，卵黄の

菌検出は陽性となった。

　アヒル卵の卵殻内面，卵殻膜内面，卵白および卵黄の

各検索部位別菌検出率はニワトリ糞人工塗布10日室温

放置卵ではそれぞれ7．1，7．1，7．1，7．1％でアヒル卵

10日室湿放置無処置対照群のそれ（17．6，11．8，11．8，

11．8％）に比してやや低率であり，20日室温放置卵で

はそれぞれ21．4，35．7，35．7，35．7％でアヒル卵20日

室温放置無処置対照群のそれ（25．0，25．0，！8．8，18．8

％）に比してやや高率であった。しかして室温放置10

日の卵に比し20日の卵の菌検出は各検索部位共に高率

であった。

　アヒル糞人工塗布アヒル卵の各検索部位別菌検出率は
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第20表　アヒル卵を水洗した場合における経過R数別菌検出成績

処置別 無　処　置　卵

試索灘
過日数　＼．

0
門
0

0
0

1
↓
9
御

合　　計

個
　
数

検
索
卵

O
O
Q
ゾ
7

Q
U
4
9
ρ
9
臼
126

内
面
｝

卵
殻
膜
…

　
　
　
…

面
　
…

卵
殻
内

卵
白
卵
黄

　6　　　　1　　　0　　　0
（20．0）　（3．0）

　4　　　　3　　　2　　　0
（10．0）　（7．5）　（5．0）

10　13　11　9（34．5）　（44．8）　（37．9）　（31．0）

！2　18　13　10（44．4）　（66．7）　（48．1）　（37．0）

32　35　26　19（25．3）　（27．7）　（20．6）　（15．0）

水　　洗　　卵
難
卵

0
6
門
0

1
1
1
濡
9

se

面卵
殻
内

内
面
卵
殻
膜
卵
白

55

ｩ
　1
（10．0）

　4
（25．0）

11
（73，3）

　5
（55．6）

　0

　4
（25．0）

10
（66．7）

　5
（55．6）

　0

　3
（18．7）

　5
（33．3）

　5
（55．6）

　0

　2
（12．5）

　3
（2e．o）

　5
（55．6）

21　9　13　！0（42．0）　（18．0）　（26．0）　（20．0）

備考：数字は菌検出陽性卵個数を示し，（）内数字は検索卵個数に対する百分率を示す

　　　　　　　　　第21表　アヒル卵殻を水洗した場合における検出菌叢

処　　置　　劉

検　索　卵　個　数

検：　索　　部　　位

菌検出陽性卵個数

純粋菌検出陽性卵個
数

供　試　菌　株　数

Sa／monella

／lri20na

Shigella

Eschericlzia

Citroba，cter

Klebsiella

Cloaca

飾ノ〉磁

E7’xvina

5θアワーα彦ia

Protezts

Morganella

Rettgerella

Providencia

Non　Enteroろα6彦6－

riaceae

無　処　置　卵 水　　洗　　卵

126 50

卵内　　卵内
　　　　殻
二面　　膜面

55
卵
黄

32 35 26 19

10 14 11 6

61 58 45 34

13＠
（10．3）

　4
（3．2）

　70
（5．6）

10
（7．9）

13＠
（10．3）

　6
（4．8）

12＠
（9．5）

！0＠

（7．9）

5
（4．0）

6＠
（4．8）

8＠
（6．3）

9＠
（7．1）

4
（3．2）

30
（2．4）

6＠
（4．8）

6＠
（4，8）

内
面
卵
殻

内
　
癒

卵
殻
膜
卵
白
卵
黄

21 19 13 10

12 11 9 9

31 28 ！7 11

3＠　2　　　2　　　2
（2．4）　（1．6）　（1．6）　（1．6）

24＠　i9＠　15＠　13＠
（19．0）　（15．！）　（11．9）　（10．3）

　50
（10．0）

　1
（2．0）

　2
（4．0）

　7＠
（14．e）

　1
（2．e）

　2
（4．0）

　40
（8．0）

　1
（2．0）

　3
（6．0）

　8＠
（16．0）

　2co　1
（4．0）　（2．0）

　1
（2．0）

　20
（4．0）

4＠　4＠（8．0）　（8．0）

2¢　1＠　IQ（4．e）　（2．o）　（2．o）

13＠　10＠　7＠　5＠
（26．0）　（20．0）　（i4．0）　（10．0）

備考：○内数字は純粋菌の検出陽性卵個数であり，　（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　45　一

）内数字は検索卵個数に対する百分率を示す
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10日室放置卵ではそれぞれ31．3，18．8，18．8，18．8％

でアヒル卵10日室温放置無処置対照群に比し各検索部

位共にやや高率であったが20日室温放置卵ではその菌

検出率はそれぞれ18．8，18．8，18．8，18．8％とアヒル卵

20ff室温放置対照群に比し卵殻内面および卵殻膜内面

ではむしろ低率であり卵白および卵黄は同率であった。

　以上の成績からニワトリ卵においては卵殻表面に糞を

入寮塗布することにより，ある程度卵内菌検出率が高く

なり，またその経過日数によっても菌検出率が高くなる

ことは菌の卵外より帝座への侵入がある程度うかがわれ

るが，一方アヒル卵の菌検出率が糞の人工塗布群と無処

置対照群との間に大差を示さなかったことは，アヒル卵

ではすでに産卵前後の時期において喪心の外側部（卵殻

膜内，外面等）がすでに汚染されていることを示唆する

ものと思われた。

　2）　アヒル新鮮卵を水洗した場含

　卵殻表面の汚染度升（F産卵場）の産卵直後のアヒル

卵殻表面を水洗し，0日，5日，10日および20日問室

温放置した卵について無処置対照群の卵と共に各卵の検

索部位別菌検索を行い，その菌検出率およびその検索部

位別検出菌叢の成績は第20表および第21表に示す通

りであった。

　水洗直後室温放置0，5，10，20日のアヒル卵の各検索

部位別菌検出率と対照群のそれらとの間には大きな差が

認められなかった。

　また検索部位別検出菌叢では各検索部位共にEscheri－

chia，　Citrobacter，　K／ebsie／／a，　C／oaca，　Hdofni：a，　P7”ote－

2｛s，Aron　Enterobacteriaceaeが検出されこれら菌属の種

類および各菌属の菌検出率は対照無処置卵のそれとほぼ

同様な成績であった。

　アヒル卵の産卵直後に卵殻表面を水洗した卵の室温放

置経過日数別菌検出率は無処置対照群のそれらと大差を

示すことなく，かつ水洗卵の検出菌叢の種類および各菌

属の検出率が無処置対照演出のそれとほぼ同様であるこ

とは卵内の外側部（卵殻内面，卵殻膜内面等）が産卵前

後の時期においてすでに菌によって汚染されていたこと

を示唆するものと思われた。

醗e総括および考察

　（亙）．正常発育卵

　嘉酒時8臼～2G巳卵令のニワトリ正常発育卵計209

個の卵穀内面，卵殻膜内面，卵白および卵黄の各検索部

位別Enteroろαcteriaceae菌室灸出率はそれぞれ0．5，0．5，

0，0％であり，ニワトリ正常発育卵の卵内には菌は殆ん

ど存在しなかったが，5日～27日卵令のアヒル正常発育

計136個の各検索部位別菌検出率はそれぞれニワトリ

卵のそれに比して高率で11．0，2．1，0．7，0．7％であり

特に卵内の外側部（卵殻内面11．0％卵殻膜内面2．1％）

に菌が高率に存在していた。（第！表）

　（m．人工殺正常発育卵および発育停止卵

　1）　艀卵転卵令の異なるニワトリ卵　（卵令5，11，17

日）およびアヒル卵（卵令8日）の入工冷殺正常発育卵

を収納卵個数が僅少で器内空気の熱汚染が比較的低くく

清浄と思われる此面心内に納賦して経過日数別（1，3，5，

10N）にみた各検索部位別菌検出は低率であったが両

卵種共に正常発育卵のそれよりも高率であった（第2
表）。

　2）醇卵時各卵令のニワトリ卵（5，1e，15臼）およ

びアヒル卵（8，15，22日）の人エ冷殺正常発育卵を艀

卵器内乱汚して5Ell経過後に検索した各検索部位別菌検

出（例えばニワトリ卵令15日殺卵20。0，15．4，12．3，

10．8％，アヒル卵令22日殺卵60．0，53．3，40．0，33．3

％）は両種卵共に同一魚卵器内の卵令をほぼ同じくする

発育停止卵のそれ（例えばニワトリ2！日卵令卵19．0，

15．9，15．9，15．9％，　アヒル28日卵令卵55．6，55．6，

55．6，44．4％）と虚心止別にも，また各検索部位別にも

ほぼ同様な成績であった。（第3表）

　また人工冷殺正常発育卵，発育停止卵共に各検索部位

別菌検出はニワトリ卵において低くく，アヒル卵におい

て高くかつ卵令の進んだ卵において高く画像の短かい卵

において低くかった。

　3）密婦時慰霊の異なるニワトリ卵（5，U，17日）

およびアヒル卵（5，17，24日）人工冷殺パラフィン包

正常発脊卵の鮮卵器納置5日後における各検索部位別菌

検出はニワトリ卵では陰性であったがアヒル卵では陽性

であった。（第4表）

　4）正常発育卵の心内に存在する菌はニワトリ卵では

陰性であり，アヒル卵では陽陸である。舞卵器（艀卵場

で使用中の）内義置の人工冷殺正常発育卵の卵内に存在

する菌は両卵種共にそれぞれ同一艀卵器内の同熟睡の発

育停止卵のそれとほぼ同様であり，また清浄な艀卵器内

三六人工冷殺正常発育卵のそれよりも高率であり，かつ

卵令の進んだ卵は卵令の短い卵よりも高い菌検出率を示

すこと，ならびに人工冷殺パラフィン包正常発育卵の菌

検出はニワトリ卵で陰性，アヒル卵で陽性であったこと

などから，発育停止卵から検出し得る菌はニワトリ卵で

は大部分のものが艀卵器内で語義より卵内へと侵入した

ものであり，アヒル卵では醇化のための贈…卵器納入前に

すでに卵内に潜在していたものと，艀卵器内で卵外から
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三内へと侵入したものの両者であると推察し得た。

　5）艀二時各卵令（5，10，15，17日）のニワトリ正常

発育卵の卵殻表面に5．senftenbe7－gおよびS．　PZtl／orZtm

のyfi液を塗布し艀卵三内納L　3日または5日経過後に実

施した塗布菌の各検索部位別菌検出は，卵令15四二の

34個のうち僅かに1個の三内の外側部（卯設内面，卵

殻膜内面）にのみ陽［生で他の供試卵では悉く陰性であっ

た。　（第5表，第6表）またEscherichf；aの菌液を塗

布し解卵器内に納直したニワトリ正常発育卵においても

同様な陰性成績を示したと思われた。

　本実験の卵設通過成績が渡辺ら47）（！959）が行った舞

三時の各卵令別ニワトリ膚精卵におけるS．　sefzftenberg

および3．？）Zt．l／orzt7nの卵殻感凱試験での卵殻通過陽性

成績より低率であったことは実験条件の差異（塗布材料，

増菌法などの菌検出方法，艀卵三内納直日数など）によ

るものと考えられる。

　また鮮二時三二令（5，10，15，17EII）のニワトリ人工

三献正常発育卵の卵殻表面に5．senftenbe7’gおよび

S．Pz｛／／oru7izの二二を塗布し，鰐卵器内二丁3日または

5日経過後に実施した塗布困の各検索部位別菌検出は無

二二二！0日艀卵三内三三5日間卵の卵内の内側部（卵

白，卵黄）で陽性であり，二時二二（5臼卵令卵陰性，

10日卵令卵陽性）が進むに従って，また艀卵器内高置

H数（10日二二卵では3日納ほ臼数で陰性または卵内

の外側部のみ陽性，15日二二卵では3日二巴日数で陽

性）が長くなるに従って逐次高くなり，さらに検索部位

の外側部（卵没内面，卵殻膜内面）から内側部へと逐次

低くなっていて繭は卵段表面から逐次七三の内部（内側

部）へと侵入する傾向の成績を示していた。またE5訪6－

rt：ch’ia凶液を塗布し癬卵二二に二二した人工冷殺正常

発育卵においても同様な成績を示していたと思われた。

（第5表，第6表）

　さらに艀二時各卵令（8，15，22日）のアヒル正常発

育卵および岡卵令アヒル人工冷殺発育卵の卯設表面に

S．5の漉6始硯g函，皮を塗布し，三二器内納置5日経過後

三内各検索部位別に塗布再の菌検索を行った結果，正常

発育卵においては全旧記検素部位共に塗布菌は検出され

なかったし，人工冷殺正常発育卵においても殺時卵令22

日（艀卵器皿納置5日目の卵20個のうち1個に塗布颪

が各検索部位共に検出されたのみであった。しかし人工

冷殺正常発育卵では塗布菌以外のEnterobczcteriaceae

が！5H二二以後の丁令卵に特に高率に杖出されてい

た。（第5表）

　すなわちアヒル人工冷殺正常発育卵でS．senftenberg

塗布菌が三内で検出されなかったがアヒル正常発育卵

（函検出低い．第1表）とアヒル人工冷殺正常発育卵

（菌検出高い．第3表）との菌検出の差異から塗布菌は

卵内に侵入し得るものと推：回する。従って塗布田の卵内

検出陰性は，塗布菌以外の検出率の高かった菌の蟻殖に

関連しているものと推量される。

　このことから正常発育卵の三三表面に塗布された菌は

ニワトリ卵，アヒル三共にその三内へ侵入し難い（ある

いは侵入しても発育し難い）が人工冷殺正常発育卵では

両二種共に塗布菌はその二二へ侵入し得る。しかしアヒ

ル人工冷殺正常発育卵ではS．senfte　zberg．　r塗布函がそ

の三内に検出されることは少なく，むしろ塗li叢山外の

Enterobacteriaceaeが多く検出された。

　アヒル人工冷殺正常発育卵で5「．senftenbe7’g塗布菌

以外の菌が三三され塗布菌が検出されなかったことは，

胚児の人工殺以前にすでに心内に存在していて増殖した

塗布菌以外の菌の拮抗作用によって後に述べる代験管内

腸内二三の協生作用実験で明らかになったように5「．

seftften　b　e7”g塗布菌の発育増殖が抑制されたためと推量：

した。

　6）5．38ψ6舶67二g粘養菌液中にEsclzert：chia，　C／o－

aca，α加。∂αご勿一またはA／le［z／・igenes　f（iecci／isの！白金

耳量：を接種培ぎ畠しても，またEschert；chiα，　C／oaca，　Ci－

t7・obacte7Aまたは／一l／ka／ige7zes　faeca／is培｝ξ嶽1口中にS．

senfte7zbe7”gの1白金耳：量を接種培温しても＆se］？fte－

nberg’の発育増殖は抑制された。（第8表）

　5．senftenbei’gの発育増殖が他の菌で抑制されるこ

とは‘‘人工冷殺正常発育卵において卵鼓表面塗二一1＆

senftenbergがその卵内で他の菌の検出が著しい場合に

は検出され得ないことがあってもその塗布癌の卵内侵入

を否定し得ない”ことを示心したものと考える。

　7）アルカリ液または色素液の発育停止卵々乏の浸透

性はニワトリ，アヒル素謡に，艀三時卵令の進んだ死籠

卵々殻において弱く，卵令の進まない第！回中止卵々殻

において強く，三二別発育停止卵のldi，i検出率の大小（強

弱）と逆の成績を示していた。

　野並70）（1958）は新鮮卵々’丈のアルカり液浸透速度を

測定し，二三の厚さの比較的薄い白レグ卵々鼓のそれは

；速く，比較的厚：いニューハンプホーン卵およびアヒル三

々設のそれば遅いと述べているが艀卵時の卵については

測定していない。

　渡辺ら鋤（1959）は’‘S．senftenbef’g’がニワトリ卵

の卵殻膜を通過する可能性は艀卵初期の艀化卵に多く，

！4日二二以降のニワトリ卵では認められなかった。こ

れは卵期支が艀卵の初期に薄く，また湿度に富んでいる

が，癬卵の後半期には肥厚乾燥するために菌が卵殻膜を
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通過することが困難になることを示している”と述べて

いる。

　本実験でのアルカリ液または色素液の卵殻の浸透性が

第1回発育中止卵殻で強く，訴訟卵殻で弱いことは渡辺

らの菌の卵殻通過可能性の多少を示唆しているように推

量：される。

　　しかし菌（5「．senft　enberg）の卵殻（ニワトリ人工冷

殺正常発育累々殻）通過可能性は出前の進むに従って強

くなる（第5表参照）ことはアルカリ液または色素液の

卵殻侵透性の強弱と逆の成績である。

　卵殻（卵殻膜を含む）のアルカリ液または色素液の浸

透性と菌の通過性との関連については，さらに将来詳細

な卵殻そのものや，卵殻膜そのものについての物理的作

用ならびに卵内容物（特に卵白）の菌に対する生物学的

作用（殺菌作用，抵抗性，増殖に対する影響など）など

について検討を待つものである。

　（III）．無精卵

　1）艀玉出に摘出したニワトリ無精卵72個アヒル無

精卵137個を艀卵器内に継続納旧して経過日数別（4～

5，10，15，20EII）に行った検索部位別菌検出はニワト

リ卵では納置経過Htw　15日までは陰性であり，20日卵

の卵内の外側部（卵殻内面，卵殻膜内面）で陽性であっ

たが，アヒル卵では納品経過日数：5日ですでに陽1生

（30．0，18，3，16．7，15．0％）であり，また卵内の外側部

より心内の内側部へと逐次低率であり爾後経過日数が進

むにつれて逐次高率となって20日卵では卵内の外側部

も卵内の内側部も共に同じ検出率（77．8％）となってい

た。（第10表）

　すなわち艀卵面内納置のニワトリ無精卵の各検索部位

別菌検出はニワトリ正常発育卵のそれと同様に殆んど陰

性であり，アヒル無精卵の菌検出はニワトリ無精卵と異

り甚だ高率であるがアヒル発育停止卵のそれよりは低率

であった。（第3表，第18表）

　2）　艀卵時摘出したニワトリおよびアヒル無精卵につ

いてS．senftenberg菌液中にその1／3を浸漬したまま

室温および艀卵器内に納記し，またS．senftenberg菌

液をその卵殻の1部または全面に塗布して鮮卵脳内に納

置し，それぞれの経過日数別（1，5，10日）に各検索部

位別菌検出を実施しニワトリ卵では菌液浸漬卵の室温放

置および菌液塗布卵の艀卵器内納置の場合には共に菌は

陰性で菌液浸漬卵の艀卵器内納品の場合には1日経過の

6個中1個に菌は陽性であり，アヒル卵ではS．senfte一一

nberg’菌液中にその1／3を浸漬したまま室温放置また

は艀卵器内高置の場合にも共に10日経過で菌はその三

内に陽性であったが菌液塗布後艀卵器内納置の場合に菌

は辛うじて侵入し得る程度の甚だ低い侵入程度であっ

た。（第11，12，13表）

　（亙V）．　新鮮卵

　1）　卵殻表面汚染度の異るアヒル新鮮卵（産卵当H）

を室温放置して経過B数別（0，5，10，20日）に実施し

た各検索部位別菌検出率は室温放置経過日数が長くなる

ほど高率（5日卵15．7，9．8，3．9，0％，20日卵42．6，

55．3，42．6，29．8％）となり，また卵殻表面の汚染度が

高くなるほど高率（汚染度十22，0，9，8，4．9，2．4％，

汚染度一H一　25．4，29．4，20．6，15．1％，汚染度帯58．0，

36．0，26．0，20．0％）となり，さらに卵内の外側部から

卵内の内側部へと逐次低率（卵殻内面32．3％，卵殻膜内

面26．3％，卵白18．9％，卵黄13．8％）となっていた。

　（第14，15，16表）

　室温放置経過日数の異なる新鮮卵について検討した各

検索部位別検出菌叢は，各経過日数別にも，検索部位別

にも著しい差異を示さず，Non　Ente7－obacteriaceae，

Eschericlzia，　Cit7’obactei’，　C／oaca，　K／ebsiella，　Protezts

などであり，経過日数の長い卵では少数例にHafnia，

Morgane／／aが検出された。

　・2）産卵後0日～13日間の室温放置経過日数別に，ま

た卵殻表面の汚染度別に鱒卵器内納入後5日および12

日に摘出したアヒル正常発育卵，無精卵ならびに発育停

止卵のそれぞれについて行った各検索部位別菌検出は，

正常急雨卵，無精卵，発育停止卵の順に，室温放置経過

日数の短より長へと長くなる順に，汚染度が低より高へ

と強くなる順に，また卵内の内側部から面内の外側部へ

の順に逐次高率となる傾向を示していた。（第18表）

　ドイツ特許75）でアヒル卵の貯蔵に卵を58～61℃30～

40分加熱することは，卵殻表面の微生物だけでなく卵

殻細孔を通過した微生物の殺菌にも効果的であるとして

いる。このことは本実験でのアヒル卵（正常発育卵，無

精卵，新鮮卵）の卵内の外側部（卵殻内面，卵殻膜内面）

が菌によって汚染せられていることによっても首肯され

うることである。

　3）　ニワトリおよびアヒル新鮮卵（産卵後0臼～3露）

の卵殻表面にニワトリ糞またはアヒル糞を塗布して室温

放置10日および20H経過後の卵について行った各検

索部位別菌検出は無処置の対照卵に比してニワトリ卵で

は高く，アヒル卵では大差を示さなかった。（第19表）

　ニワトリ新鮮卵では塗布された糞内の菌は卵殻外面よ

り卵内へと侵入することが実験的に示されたが，アヒル

新：絶島では新鮮卵においてさえ，すでに卵内に菌が潜在

するためにこの卵内に潜在する菌の発育増殖によって塗

布された糞内の菌が卵殻外面から卵内へとの侵入の実験
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的検討が障害され，糞内の菌が卵殻外面より応急へと侵

入するとの成績は実験的に明瞭に示され得なかったと推

：量：している。

　4）産卵直後のアヒル卵殻を水洗し室温放置した卵に

ついて室温経過日数別（0，5，10，20臼）にみた各検索

部位別菌検出率および検出菌叢は無処置の対照アヒル卵

のそれらと大差を示さなかった。（第20，21表）

　（V）．瓢ワトリ卵およびアヒル卵の比較

　1）第1編においてニワトリ正常発蕎卵の卵内容物

（卵白，卵黄）からの菌検出は陰性（0％）であるがアヒ

ル卵のそれは0．7％でニワトリ卵のそれよりもやや高

率であり，ニワリト卵，アヒル卵共に無精卵（艀卵器納

入後4日後の検卵時に摘出）は正常発育卵より，発育

停止卵（菌検出率ニワトリ卵15．4％，アヒル卵67．4

％）は無精卵（菌検出率．ニワトリ卵1．2％，アヒル卵

27．7％）より高率の菌検出率を示すことをすでに述べ

た。

　本実験において検討した卵殻内面，卵殻膜内面，卵白，

卵黄の各検索部位別菌検出率はニワトリ正常発育卵で

0．5，0．5，0，0％，アヒル正常発育卵で11．0，2．1，0．7，

0．7％，ニワトリ無精卵で1．4，1．4，0，0％，アヒル無

精卵で39．4，35．0，32．1，31，4％，ニワトリ発育停止卵

（卵令21日）で19．0，15．9，15．9，15．9％，アヒル発

育停止卵（卵令28H卵殻表面清浄卵）で55，6，55．6，

55，6，44．4％で何つれの卵においても卵内の外側部（卵

殻内面，卵殻膜内面）が卵内の内側部（卵白，卵黄）よ

り高率の菌検出率を示し，またニワトリ卵，アヒル卵共

に正常発育卵，無精卵，発育停止卵の順に逐次に検索部

位別菌検出率は高率となる傾向を示していた。

　2）正常発育卵の検索部位別丁検出が無精卵，発育停

止卵のそれに比して甚だ低率であることは胚児生体の発

育と云う環境によるものであり，ニワトリ正常発育卵の

それがアヒルのそれに比して低率であることは環境汚染

の低い陸棲家禽と環境汚染の高い：水棲家禽の差異による

ものであろうと推察した。このことは正常発育卵では言

外より卵内へと菌は侵入し発育増殖し難いが発育停止卵

では菌は比較的容易に海外より心内へと侵入し発育増殖

することや，外界との連絡を断たれた人工殺パラフィン

包正常発育卵の菌検索でニワトリ卵においては菌検出陰

性であり，アヒル卵においては菌検出陽性で産卵時前後

にはすでに卵内が菌に汚染されていることを示した実験

成績によっても明らかであった。

　3）無精卵の卵殻表面に塗布された培養菌はニワトリ

卵，アヒル卵共に卵内に侵入し難く，新鮮卵の卵殻表面

に塗布された糞の菌はニワトり卵，アヒル卵共に同じ程

度に卵殻を通過し卵内へ侵入して発育増殖し得ることか

ら考察すれば，ニワトリ無精卵の検索部位別菌検出がア

ヒル卵のそれよりも低率であることは両種卵における菌

の卵殻通過の難易性の差異によるよりもむしろアヒル卵

ではニワトリ卵におけると異り，産卵前後にすでに山内

の外側部が菌で汚染せられており，かつ卵殻表面の菌汚

染が高いために現われた差異によるものであると推察し

た。以上のアヒル卵とニワトリ卵との菌汚染の差異は以

下のことから推量した。

　（／）ニワトリ新鮮卵では卵殻内面菌検出が10日室温

放置で0％，20日室温放置で13．3％であり，卵内の内

側部は0％であるが，アヒル新鮮卵では環境汚染の低

い卵でさえ！0日室温放置で検索部位別面検出は17．6，

11．8，11．8，11．8％を示し（第19表），環境汚染度の高

い卵の20日室温放置で60．O，60．0，50．0，30。0％（第14

表）を示し，（ロ）無精卵を艀卵面内に納心すればニワト

リ卵では！5日納置卵でも菌検出陰性，20日納置で卵内

の外側部のみ6．3％菌陽性であるが，アヒル卵では4～5

日納品ですでに検索部位別菌検出率は3e．O，18．3，16．7

！5．0％を示している。（第10表）さらにのアヒル卵で

は検索部位別菌検出が正常発育卵，無精卵，発育停止卵

の順に，室温放置経過臼数の短長の順に，汚染度の低高

の順に，三内の内側部から外側部への順に，逐次高率と

なる傾向を示している（第18表）。

　4）発育停止卵では菌が高率に検拙され，特にアヒル

卵で菌が甚だ高い率で検出されている。

　艀卵器納入前の室温放置経過日数別，艀卵器内感置後

の経過日数別および検索部位別に検討した㈹正常発育

卵からの菌検出，（V）人工殺正常発育卵からの菌検出，

の人工殺正常発育卵と同一艀卵器内，同一一二品の発育

停止卵との菌検出比較，（　＝）発育停止卵，無精卵，正常発

育卵における菌の卵殻通過の難易，㈱卵殻表面の汚染度

の異なる卵からの菌検出等の差異から考察し，発育停止

卵からの検出菌の1部は赤児の発育停止の原因菌であり

得るだろうことは想像し得るが，その検出菌の大部分の

ものは四民発育停止の原因菌ではなく，むしろニワトリ

卵では何らかの原因による胚児の発育停止と云う卵内環

境によって卵湯から卵内へと侵入した菌に由来するもの

であり，アヒル卵では汚染環境によって母鳥の産卵前後

にすでに卵内の外側部に潜在していた菌と胚児の発育停

止と云う卵内環境によって卵外から園内へと侵入した菌

の2群の菌に由来するものであると推察した。

む　　す　　び

艀卵時卵の卵内容物（卵白，卵黄）のEnterobacteri一’
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aceae菌検索の結果，アヒル卵はニワトリ卵に比して高

率の菌検出を示し，かつ正常発育卵，無精卵，発育停止

卵の順に逐次高率の菌検出率を示した。

　菌検出のこれら相互間における差異を卵内の外側部

（卵殻内面，卵殻膜内面）および卵内の内側部（卵白，

卵黄）の菌検索成績の面から比較検討し以下に述べるよ

うな成績を得た。

　正常発育卵の菌検出は胚児生体の発育と云う環境と卵

外所在菌の卵殻通過発育増殖の困難性と，さらに環：境汚

染が比較的低いと云う環境とによって陸棲家禽ニワトリ

卵では殆んど陰性であるが，環境汚染が比較的高いと云

う環境とによって水棲家禽アヒル卵の卵内の外側部では

甚だ低率ではあると云へ陽性であってアヒル卵の卵内の

外側部には菌が産卵時の前後においてすでに潜在して

いる。

　ニワトリ無精卵の菌検出は卵外から閣内へと侵入した

菌によってニワトリ正常発育卵よりも高率となるが，菌

の無精卵々殻通過発育増殖が困難であるのでニワトリ正

常発育卵に比して僅かに高率であるに過ぎなかった。

　アヒル無精卵の菌検出はアヒル正常発育卵およびニワ

トリ無精卵よりも著しく高率であって，この検出菌はア

ヒルの環境汚染が比較的高くひいては，卵の内外が高く

汚染されていることに関連して，（／）　ee卵前後すでに卵内

に潜在していた菌と⑭卵外から戸内へと侵入し得た比

較的多量の菌）’との2群の菌に由来するものと考えた。

　発育停止卵の菌検出は無精卵より著しく高率であり，

かつアヒル発育停止卵の菌検出はニワトリ卵のそれより

著しく高率であって，ニワトリ発育停止卵からの検出菌

の大部分は胚児生体の発育停止の原因菌ではなく，むし

ろ細菌感染以外の何らかの原因によっておこった胚児生

体の発育停止（死）と云う環境とか，卵外所在菌の卵殻

通過発育増殖の容易性とかに関連して胚児生体の発育停

止後に卵外から主取へと侵入した菌に由来し，アヒル発

育停止卵では比較的高い環境汚染ひいては卵の内外部の

比較的高い汚染，胚児生体の発育停止（死）と云う環

境，卵外所在菌の卵殻通過発育増殖の容易性等に関連し

て，産卵前後にすでに卵内に潜在していた菌と卵外から

食客へと侵入した菌に由来するものであり，アヒル発育

停止卵の菌検出がアヒル無精卵の菌検出より高率である

のは胚児生体の発育停止後に卵外から船内へと侵入した

菌によるものと考える。

　卵の1際化率の向上特に成績の悪いアヒル卵の1畔化率の

向上，および育雛率の向上にあたっては産卵場，卵殻表

面，町内の菌汚染度の防止，産卵後の経過El数の短縮，

艀卵二二に二化直前の時期の艀卵器の清潔等が甚だ重要

な役割りを演ずることを鰐卵時ニワトリ卵およびアヒル

卵についての前述した菌の検出成績および菌の卵外から

一列へとの侵入の検討成績は示唆し，さらに公衆衛生面

において卵由来食品を原因食とする食中毒の予防に重要

な示唆をあたえているものと考える。

　稿を終わるに臨み懇切な指導ならびに校閲をいただい

た茨城大学教授久池井忠男博士および日本大学教授小堀

進博士，材料提供に御協力下さった東京都畜場江戸川分

場永田分場長，田中技師，茨城県畜産試験場藤田場長，

諸岡技師，坂上技師，その他，霞ケ浦艀卵場，友水艀卵

場，荒川沖三三場，安達鰐卵場，土屋艀卵場等，実験実

施に御協力下さった動物腸内細菌委員会委員坂崎利一博

士，波岡茂郎博：士，埼玉県衛生研究所河島俊一博士，茨

大助教授玉崎幸二博士，他本庄重男氏，田上末四郎氏，

舟橋昭次氏，根本彰氏，渡辺伝衛氏，大島健太郎氏，岡

野多門氏，門門啓純氏，渡辺侑一氏その他関係者皆々様

に深謝します。

　本研究の一部は，第43回（昭和32年4月，東京）

および第51回目昭和36年4月，東京）N本獣医学会

において発表した。
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Bacteriological　examinations　were　made　for　£he　purpose　of　isola£ing　Enterobacteriaceae　frorn　albumen

and　yolk　of　hens’　and　ducks’　eggs　in　the　following　four　cases：　1）　Normal　fertile　eggs　with　normal

deveioping　gerrns，　2）　lnfertile　eggs　removed　4－5　days　after　incubating，　3）　Eggs　vsrith　dead　germs，

4）　Eggs　with　dead－in－shell　baby　bodies．

　　　　The　results　obtained　are　summarlzed　as　in　the　followlng　table　1．

Salmonella　microorgaRisms　isolated　from　hens’　eggs　were　identified　with　S．　pullorum，　S．　thompson，

S．　potsdam　and　S．　snftenberg．　S．　pullorum　microorganisms　were　lsolated　from　eggs　xvith　dead

germs　and　eggs　with　dead－in－she｝1　baby　ckickens．　The　other　Salmone｝la　microorganisms　were　isola－

ted　only　from　eggs　with　dead－in－shell　baby　chickens．

　　　　Salmoneila　microorganisms　iso｝ated　from　ducks’　eggs　were　identified　wlth　S．　pullorum　and　S．

enteritldis．　S．　puilorttm　microorganisms　were　isolated　from　eggs　with　dead　germs　and　S．　enteritidis

microorganisms　were　isOlated　fro皿eggs　wlth　dead　germs　and　eggs　wi£h　dead－in－shell　baby　ducks．

　　　　Of　fourty　six　strains　of　Escherichia　microorganisms　isolated　from　ducks eggs　and　faeces　eleven

strains　agglutinated　strongly　with　Escherichia　O－119　anti－serum．　ln　the　case　of　non－Enterobacteriaceae

microorganisms　Bac．　anltratum　（B　s　W）　microorganisms　were　isolated　from　hens’　eggs　with　an

incidence　of　3．5　per　cent　and　from　ducks’　eggs　with　an　incidence　of　O．8　per　cent．

　　　　Almost　all　genera　or　species　of　non－Enterobacteyiaceae　microorganisms　which　isolated　origi　nally

from　ducks’　eggs　are　supposed　to　belong　to　Achromobacter，　Pseudomonas’　aeruginosa，　Fravobacterium

or　Alcaligenes　faecalis’．

Bacterial　examinations　were　made　for　the　purpose　of　isolating　Enterobacteriaceae　from　the　inside　of’

shell　and　the　inside　of　membrane，　as　well　as　from　albumen　and　yolk　in　hens’　and　ducks’　eggs　at

various　periods　of　incubation．

　　　　The　ii〈inds　of　eggs　examined　were　five，　i．e．，　！）　normal　fertile　eggs，　2）　normal　fertile　eggs　which．

were　artificially　killed　by　way　of　cold　exposure，　3）　eggs　wlth　dead　gerras，　4）　normal　fertile　eggs　the

surfaces　of　which　were　coated　artificially　with　melted　paraflin　aEter　they　were　killed，　and　5）　infertile

eggs．

　　　　The　results　obtained　are　summarized　as　iR　the　following　table　II．

（a）　When　normal　fertile　eggs　and　the　same　which　were　artificially　killed　by　way　of　cold　exposure・

were　put　in　the　clean　incubater，　frequency　of　bacteria　found　in　the　former　eggs　showed　the　lower’

rate　than　that　of　the　latter　eggs．

　　　　（b）　When　the　cu｝ture　media　containing　S．　senftenberg，　S．　pullorum　or　Escherichia　were　coated

of　surfaces　of　normal　fertile　eggs，　infertile　eggs，　and　normal　fertile　eggs　which　were　artificially’

killed　by　way　of　cold　exposure，　the　coated　microorganisms　did　not　penetrate　easily　into　the　inside

of　normal　fertlle　eggs．

　　　　（c）　ln　the　case　of　ducks’　eggs，　the　more　the　dirtiness　of　the　environmeRt　increases，　and　the

Ionger　the　duratioR　of　days　stored　in　the　common　room　proceeds，　the　higher　the　frequency　of　isola一・

ting　microorganisms　was　observed．

According　to　the　above　experimental　results，　it　was　supposed　that　microorganisms　isolated　from　the

hens’　eggs　wi’th　dead　germs　and　the　hens’　eggs　with　dead－in－shell　baby　chil〈en　origi　nated　generally

the　microorganisms　which　penetrated　into　the　insides　of　the　eggs　after　death　of　germs　during　incu一一
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Table　1．　Enterobacteriaceae　isolatecl　from　Albumen　and　Yolk．
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Table　II． Enterobacteriaceae　isolated　frorr｝　the　Four　Areas　Examlned．　（Per　bent）
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1＊．　Normal　fertile　eggs．

2＊．　Normal　fertSle　eggs　wh1ch　were　artificially　kiiled　by　exposure　in　the　cold．

3＊．　Eggs　with　dead　germs．

4＊．　Narmal　fertile　eggs　of　which　surface　were　coated　artificially　with　melted　parafin　after　they

　　　　were　kiiled．

5＊．　lnfertile　eggs．

bation　and　those　of　ducks　originated　generally　the　two　kinds　ef　microorganisms　which　already

exlsted　at　the　inside　of　the　eggs　before　they　were　set　in　incubater　and　which　penetxated　into　the

inside　oE　th’?　eggs　after　cleatla　of　germs　during　incubatloB．
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